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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　帝てい国こくの宣戦布告より一ヶ月が経過していた。

　ミスマルカ城下にある、ごくありふれた酒場兼けん宿屋。街の人々はもちろんのこと、今日も冒ぼう険けん者やハンターといった旅人連中が疲つかれを癒いやすため、あるいは情報交こう換かんのために集つどい、とっぷりと日が暮れてなお賑にぎわっている。

「戦争が始まったって言っても、吞のん気きなもんだね」

　ジョッキ片手に頰ほお杖づえ突ついて、エミットは言った。歳としは二十代の半ば過ぎ。僧そう帽ぼう、お下さげ髪がみ。十じゆう字じ架かを首から提げた、神しん殿でん教きよう団だんのシスターである。

「まあまだおっきなドンパチは始まってないって言うし？　なんて哀あわれな子羊たちよ、残り少ない平へい穏おんを無む駄だにする事なかれ、主しゆに感謝。けらけら！」

　そんな不良シスターと一いつ緒しよのテーブル、対面に座っているジェスは、馬ば鹿か笑わらいするエミットにしかめ面つらしたまま言った。

「……バカかてめぇ。シスターだろ。汝なんじ飲む事なかれじゃねぇのか」

「違ちがう違う、教義の第四七一くらいに主いわく、汝飲んだら乗るなかれ。主に感謝しないやつは、飲酒運転でみんな地じ獄ごく行きだってサ!?　けらっけらけら!!」

　ジェスは鬱うつ陶とうしげに嘆たん息そくするだけ。取り合う気もなく、左手のフォークでササミハムを突き刺さし、口に運ぶ。

「ねぇ聞いてんの？　あんた勇者サマでしょ？　あたしシスター。あんたら神しん託たくの抽ちゆう選せんで選ばれただけだけどさぁ、あたしらってほら、主のファミリーだから。偉えらいの、超ちよう絶ぜつ。言うこと聞きなよ。汝シスターに逆らう事なかれ。おけー？」

　酔よっぱらったエミットはばんばんテーブルを叩たたくが、ジェスは応こたえず、もくもくと食事を口に詰つめ込んでいく。

　エミットがこの齢よわい十八ばかりの勇者と出会ったのは、ほんの数日前のこと。以来、ずーっとこのしかめ面しか見ていない。恐おそらくは、過去を引きずり過ぎているのだろう。無愛想かつ根暗な少年だった。

　無理に笑わせるのを諦あきらめたエミットは、声のトーンを低くする。

「……それで我が勇者、明日の算段はどうなってんの」

「何がだ」

「周り見ればわかるじゃないのさっ」

　エミットは舌なめずり一つ。ジョッキを持った手で、ぐるりを示した。

「あのカウンター席のは貴公子フェンディ。その奥でウェイターにサイン書いてるのが双ふた子ご勇者、連れん星せいアベルカイン。向こうの五人組のテーブル、鎧よろいの女はゼムンの戦いくさ乙女おとめ、ジャスミン・アージュ……」

　ジェスが黙だまって、ジョッキの向く方、向く方へ。顔付きといい装備といい、並の冒険者とは風格が違う者たちへ視線を巡めぐらせていく。

　が、返答は素っ気ないものだった。

「知らねぇ」

「あのねぇ汝……伝説の神しん器き聖せい魔ま杯はいを手に入れるため、ミスマルカ王のお眼鏡に適かなおうって連中よ。どれもこれも二つ名付きのＡ級ランクの勇者ども。どう、これでちょいとはビビった？」

　大陸に現存する全すべての国の国教、マリア教を布教し、また一方では魔と名の付くすべからく悪あしきを殲せん滅めつ、浄じよう化かすることを天の威い光こうとする超国家的大宗教勢力……それが『神殿教団』である。

『勇者』とはそうした教義に則した上で、神託と呼ばれる儀ぎ式しきによって選ばれし若人わこうどたちのこと。年に僅わずか数人ずつだけが与あたえられる勇者の称しよう号ごう。その狭せまき確率の中でもことさらに際きわ立だった強さ、才覚を持ち、Ａ級ランクの称号を得た彼らこそ、今の時代におけるヒーローであった。

「……誰が誰かなんてわからねぇ。全部初めて見るツラだ」

「汝、張り合いのないこと言うのね……可愛かわいげのない」

　そんなことを話しているうちに、酒場の入り口には、また新たな人ひと影かげが現れる。大通りに近い場ば所しよ柄がらか、入りやすい店なのだろう。

「おい、あれ……シーナじゃないか!?」

「本当、シーナ・ミルローザよ！」

「虹こう剣けんのシーナ！」

　男は男で、女は女で。男勇者がヒーローならば、女勇者は時にアイドルなんて呼ばれることがある。彼女などはその典型だろう。

　カチューシャを載のせた長い髪かみ、美しいローブの上から瀟しよう洒しやなデザインの軽けい鎧よろいを着けた、魔ま導どう剣けん士し風の可か憐れんな姿。その登場に酒場が沸わいた。

「たまげたわねこりゃ。Ｓランクのおでましだってサ。明日はいよいよ勇者の見本市ね」

「……あいつはどっかで見たことがある」

「汝の同期だからじゃない？」

　シーナは一いつ般ぱん人に囲まれて、サインをねだられ。一方ではさっきエミットが言った勇者たちとも、気さくに旧交を温めていたのだが……そうした騒さわぎが一段落したある時、ふとこちらに気付き驚おどろき半分の様子でやってきた。

「あら、誰かと思えばジェスじゃない。あなた、まだ生きてたんだ？」

「なんだ。よく覚えてたな」

　シーナは見下すように目を細め、肩かたに掛かかったロングヘアを軽く払はらった。

「どうして忘れるもんですか……あなたみたいな格好した勇者、他ほかにいないでしょ。それよりジェス、この国に来てるってことは、まさかあなたも聖せい魔ま杯はいを狙ねらってる……なんて言うんじゃないわよね？」

「そのつもりだ」

　答えるなり、シーナは腰こしに手を当て、小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。

「冗じよう談だんならその格好だけにしておいたら？　今までどこで何してたか知らないけど、同期でまだＥランクのままなのはあなただけなのよ？　それ以前にあなた、そんな姿で何ができるっていうの？」

「ああ、生あい憎にくこのザマだ。聖魔杯でも無きゃあ魔ま王おうを殺せねえ」

　からかわれたことも気付かぬようなジェスに、シーナは嘆たん息そくしながら肩をすくめた。

「何もわかってないのね、あなたって。まだそんな夢みたいなこと言ってるの？　そもそもなんでミスマルカが勇者を集めてると思う？　魔王を倒たおすため？　いいえ、戦争が始まったからよ。グランマーセナル帝てい国こくに大陸を支配されたら、私たち人間は一生奴ど隷れい扱あつかいされるような世界になってしまう」

　シーナの言葉に、酒場の中には漠ばく然ぜんとした不安のようなものが漂ただよい始める。帝国の再侵しん攻こうも、伝説の聖魔杯の存在も、すでに周知のこととなっていたが故ゆえ。しかしその不安を打ち払ったのもまた、シーナの言葉であった。

「でもそんな横暴が許せるはずがない。許されるはずがない。正義のために、聖魔杯のチカラが必要なのよ。そのチカラを呼び覚ますために、私たち勇者の力が求められているの。悪に、正義が打ち勝つために！　そうよね!?」

　勇者といわず、旅人といわず、そのとき酒場にいた大勢から勝ちどきのような声が上がった。ただ……。

（……ふぅん）

　エミットが見る我が勇者だけが、やはり変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらのまま。そんな高こう揚ようを何ら変わらぬ冷めた瞳ひとみで見み据すえている。

「いま連合に求められているのは、帝国に勝とうという意志なの！　いくら勇者だからって、魔王だなんて時代錯さく誤ごなこと言ってたら門前払いされるのがオチなのよ、ジェス」

　そうした話の流れで、ようやく他の客たちもわかってきたのだろう。忌いむような視線が半分、哀あわれむような声が半分。エミットは頭を搔かき搔き。立場上、さてなんて説教してやろうかと考える間に……。

「せっかくここまで来たんだ。行くだけ行ってみる」

　なんて真っ正直な答え。忠告を無視されたと思ったシーナの目はいよいよ険しく、その手は強くテーブルを打った。

「あなたみたいな人間が勇者をやってるとね、私たちまで同類だと思われかねない。迷めい惑わくだって言ってるのよ」

「悪かったな」

　この謝罪の言葉すらも真っ直すぐ。だが、瞳もまた臆おくすることなく真っ直ぐ。あたかも……耐たえかねたように。先に視線を逸そらしたのはシーナの方だった。とばっちりを受けたのはエミットだった。

「ふん……ご丁てい寧ねいに、酒場で飲んだくれるようなシスターまがいまで連れて」

「何よ、あたしは本物だよ。汝なんじ、疑う事なかれってね。なんだったら祝福してあげようか？　頑がん張ばれ勇者、超ちようご加護を！　ほらね？　けらけらけら！」

　シーナはとうとう呆あきれ、開いた口も塞ふさがらぬよう。因縁つけてきておいて、無視。ジェスに向き直ってしまった。

（つまらん……）

「私たちが神しん託たくを受けた三年前は、百年に一度あるかないかの、勇者の当たり年と言われているくらいなのに。あなただけがＥランクのまま。この三年間まるで音信不通。日ひ頃ごろ何の努力も、善ぜん行こうもしないくせに、聖魔杯という万ばん能のうのチカラがあると知った途と端たん、それを狙って臆面もなく姿を現す！」

　彼女は一度言葉を切ると、窓の向こうにそびえるミスマルカ城を指し示した。

「今あそこでは各国の王族や大臣が一堂に会して、侵しん略りやくを目もく論ろむ帝国相手に、どう戦っていくべきかを連日連夜、必死に議論し合っているわ。私たちの同期であるリーゼルも、ハイランドの代表として今もあの場で戦っているわ！　それをあなたは……！　自分のためだけに聖魔杯が欲しいと言っているのよ。申し訳ないとは思わないの!?」

「思わねえ」

　素っ気ない返答に、シーナが眉まゆを吊つり上げる。なーんか険悪な雰ふん囲い気き。

「……あのさあ、我が勇者。汝、会話のキャッチボールって言葉、知ってる？」

「知らねえ」

　だめだこりゃ。

「よくわかったわ。あなたはあなたのままだってことが。もういいわ。でもそんなに魔王を倒したいのなら、一つだけ教えてあげる」

「なんだ」

「方角が逆よ。魔王がいると言われているのは西せい域いきの西の果て。少なくともここは、あなたのいるべき場所じゃないわ」
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　シーナは傲ごう然ぜんとマントを翻ひるがえすと、同じ空気を吸う気にもならないのか……入ったばかりの酒場を、そのまま出て行ってしまった。

　店内は半ば騒そう然ぜん。ジェスを忌むような声、視線、数多あまた。

「気にするんじゃないよ、我が勇者」

「関係ねえ。オレはオレだ」

　そんな衆目にも慣れてしまっているのか。何ら顔色を変えぬジェスを見ているうち、エミットの口からは自然と笑えみがこぼれた。

「そんな汝に幸せあれっ！」

「いらねえ。オレは聖魔杯さえ手に入りゃ、それでいい」

　食うだけ食ったジェスは席を立ち、二階の宿に向かってしまう。そんな彼の後ろ姿へ向け、エミットは空になったジョッキを高く掲かかげる。

「汝に幸さち、多からんことを切に願う。我が勇者……」

　数日前にエミットが出会ったその少年。賊ぞくのように粗そ末まつな身なりをし、髪かみは恐きよう怖ふで色が抜ぬけ落ちたように真っ白で、右目はなく。そして右みぎ腕うでさえも失っていた。

　　　　[image: ]

　同刻、ミスマルカ城。

「もう、たくさんです……！」

　堪たえかねたように口火を切った者がいた。

「いま必要なのは、団結ではないのですか！」

　椅い子すを蹴けるように立ち上がったのは、末席に連なる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年。名はリーゼル・ファリス・マクラーレン。中ちゆう原げん西せい端たん、山深い教団領に隣りん接せつする宗教国家ハイランドの名代として出席している、第一王太子だった。

「帝てい国こくという脅きよう威いを目の前にして、誰も彼もが国益ばかりを追い過ぎる！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後……円えん卓たくを囲む失しつ笑しようは、一つ二つにとどまらなかった。彼らは長らくを、こうした重席に過ごしてきた一国の宰さい相しよう、大臣、あるいは当主その人。いかに勇者と言えど、たかが十八ばかりの垢あか抜ぬけぬ少年の言葉など、民衆を操あやつるには好都合でこそあれ……心からそれを受け止めようとする者は、そう多くはなかった。

　応こたえたのはどこぞの国から来た宰相だった。

「そうは言いますがリーゼル王子。王子ももう子供ではありますまい？　いや、勇者らしいといえば勇者らしいのですがな」

「左様。あのように山奥の田舎いなかにおったのでは、こうした駆かけ引きも覚える術すべがないのだろうが……まだ若い王子には、それが仲間割れと映るかね」

　リーゼルは、力強く卓たくを打つ。

「ならばなぜ恐おそれるのです！」

「恐れている？　私たちが？　ご冗じよう談だんを」

「いかに王子と言えど、少々言葉が過ぎるのではないか？」

「いいえ、あなた方は恐れている！　だから負けた時のことばかり考え、聖せい魔ま杯はいという神器を偶ぐう像ぞうのように頼たよろうとする！」

「国益を最優先に考えるのは、我らの当然の務めなのだよ。同じ戦うならば、より有利な状じよう況きようで戦う方が良いに決まっている」

「いま考えるべきはそのような保身ではなく、帝国に打ち勝つことではないのですか！」

「無論、そのための会合だとも。君は今日まで何を聞いていたのか？　そこにいるマヒロ王子と違ちがって、ただ眠ねむりこけていたわけでもあるまい」

　彼の血を吐はくような言葉は、にもかかわらず、のれんに腕うでを押すようだった。列席する多くはリーゼルを、あるいは引き合いに出されたマヒロを冷笑し、肩かたをすくめる。

　中原のほぼ中央に位置し、その代表国でもあるミスマルカの城では、各国代表者による会談が行われていた。議場の最さい奥おうにはミスマルカ国王その人が進行をとりまとめ、その左ひだり隣どなりの席でミスマルカの王子、マヒロは、うつらうつらと船をこいでいる。

　連日連夜、およそまとまるはずもない話だった。ラズルカ南方、緩かん衝しよう地帯に敷しかれた防衛線は見せかけの一枚岩。この場にいればよくわかる。

　問題の発ほつ端たんはただ一点。

　皮肉にも、帝国軍が当初の想定ほど強大ではなかったということだ。緩衝地帯に投入された純じゆん粋すいな決戦兵力だけで見れば、およそ連合側が上回る。故ゆえに帝国側は攻せめあぐねる。弄ろうする様々な策の結果、小規模な衝しよう突とつが起きるが、連合側にも有能な将はいる。いずれも失敗に終わる。それに痺しびれを切らせ純粋な総攻こう撃げきとなれば、結果は、互たがいに目に見えている。目を覆おおうような消しよう耗もう戦だ。だから膠こう着ちやくし続ける。

　これは同時、帝国がいかに聖魔杯をあてにしていたかを意味していた。最善手としてルナス率いる尖せん兵ぺい隊の現れたことが、たかが伝説に過ぎなかった器うつわに真実味を与あたえてしまっていた。




　そこに、各国の思おも惑わくの付け入る隙すきができた。




　中原一帯を支配した、旧ミスマルカ王朝の威い厳げんも今は昔。帝国と連合のせめぎ合いの狭はざ間まにて、国を負う者、次代を担になわんとする野心の湧わかぬわけがない。だからこそ各国とも、何かにつけて兵を出し渋しぶる。聖魔杯が実在するのであれば、それを手にすることができるのならば、国の大小を問わずこの大陸の覇は者しやたらんことも夢ではない。そのためにはまず、この会合に一枚嚙かんでおかなければならない。この場に列する半数は、そうした野心のために存在する。

　だが一方で、それが叶かなわぬのであれば、帝国に取り入っておこうとする動きすらある。未来など、何がどう転ぶかもわからぬ故に。そしてまた、そんな綻ほころびを突つくかのように北の大国、ゼピルム共和国には、これを機に小国家群を併へい合ごうしようという目もく論ろみが垣かい間ま見みえる。

　トップクラスの会談だからこそ、物もの腰ごしが柔やわらかくあるだけで、そこはまさに猜さい疑ぎ心しんによる権けん謀ぼう術じゆつ数すうの坩堝るつぼであった。

　誰も疑いはしまい。この広大な密室にあるのが、平和への愛と、打だ倒とう帝国への希望とに溢あふれた、微み塵じんも揺ゆるがぬ盤ばん石じやくの円卓であることを。だから誰も知りはしまい。野心の抱いだきようもない無む辜この民たみは。己おのれの今ある平へい穏おんが、こんな危あやうい天てん秤びんの上で図られていることを。

（どうしてっ……！）

　それがリーゼルには耐たえられない。悪あしきに立ち向かうために、手を取り合う。ただそれだけのことが、なぜできないのか。

「……ほれ、勇者殿どのもああ申しておるぞ」

　白髭ひげを撫なでながら身を乗り出したのは、老いて小こ柄がらながら威厳を宿す眼光。議長ミスマルカ王の隣席にある、中原最大の国力を誇ほこるゼムン王国の老王だった。

「いい加減、腹を割って話そうぞ、ミスマルカの」

「いかような意味でおっしゃるものか？」

　禿はげ頭あたまに載のせた冠かんむりを帽ぼう子しのように押し上げながら、ゼムン王は迫せまる。

「ふん、言葉通りの意味ぢゃい。ワシら、そなたが聖魔杯が危ういと言うから集まっておるのぢゃ。だのに貴様、一向にそれを見せようともせん。どういう了りよう見けんぢゃ」

「過日の私は中原諸国の安あん寧ねいを守るために、ご助力をお願い申し上げたつもりですが」

「ぢゃから上辺だけの話はもうよいと言うておる。聖魔杯が帝てい国こくの手に渡わたれば、大陸がかの国のものとなるは必定。ぢゃが伝説がワシらの内にあるからこそ、ワシらもあの強大な獅し子しに立ち向かう気になろうというもの」

　そのチカラ。山は疎おろか島は疎か、大陸の一つさえ消し飛ばすほどとも伝えられている。

「私も何度も申し上げたはず。紋もん章しようが揃そろわぬ限り、それが真の姿を現すことはないと。空の器でよいのであれば、この通り。いま皆みな様さまの前にも水差しとグラスが並んでいる」

　片かた肘ひじ突ついて白はく眉びを持ち上げたままのゼムン王と、泰たい然ぜんと姿勢を崩くずさぬミスマルカ王。

「ゼムン王。大陸の半分が揃っても……まだ、不安とおっしゃるか」

「おおよ、不安ぢゃのう。帝国の一次侵しん攻こうの凄すさまじさ、貴様とて忘れたわけではあるまい。今は大人しいが、問題は彼奴きやつらがその気になった時ぢゃ。眠れる獅子が目覚めたそのとき、聖魔杯は本当にワシらに味方してくれるのか？　それがワシらの側にあるという確証が欲しい」

　だが恐おそらくはそれすら上辺なのだろう。伝説が一度姿を現せば、次にはそれをどこに保管するかでいよいよの悶もん着ちやくが始まるに違いなかった。帝国に奪うばわれぬため、国力、兵力とも底辺にあるこの国に置いてはおけぬという名目で。

「共和国側の意見はどうか？」

　ミスマルカ王が静かに目を向けたのは、制帽を傍かたわらに置いた、詰つめ襟えり姿の男だった。

「はい。ゼムン王に倣ならうわけではありませんが……埒らちが明くのであれば、言わせていただきましょう」

　南部の獅子、グランマーセナル帝国に対し、北方の雄ゆうと謳うたわれるゼピルム共和国。その軍参謀本部より出向の元げん帥すいは一息。

「聖せい魔ま杯はいの存在がこのまま確かく認にんできぬようであれば、我が軍の撤てつ退たいも止やむ無しかと」

　衝しよう撃げきが議場を駆かけた。防衛ラインを構築する過半数からの兵が去るのだ。列席の各国重臣からは、口々に怒ど号ごうが飛んだ。

「待て！　いかに貴君が元帥の一人とはいえ、たかが軍人にそれだけの権限があるのか!?」

「防衛ラインを突破されて困るのは、共和国も同じではないのかね！」

　それに対し、元帥は笑えみすら浮うかべる。

「中原諸国ほどは困りません」

　それは列席する全員に対しての、最大級の脅おどしだった。連合の主導権を握にぎるべきがどの国なのかを、改めて明示するための。

「我が軍が退いたところで、中原諸国の総力を結集すれば、同程度の兵員は準備できる……そういう報告が上がってきています」

「馬ば鹿かな、それでは本国が無防備になる！」

　敵は国だけにあらず。人の領域はいつでも魔ま物ものの脅きよう威いにさらされているのに、彼はそんな当たり前の事情さえ冷れい笑しようする。

「それは我々の知ったことではありません。有り体ていに申し上げて、我が軍は我が国を防衛するために存在しているのです。中原を守るためではなく」

　でも、それは他の国も一いつ緒しよだろうと。だからあなた方も兵を出し渋っているのだろうと。口にはしないが、睥へい睨げいするような彼の目が、そう笑っていた。

　彼ひ我がの戦力分ぶん析せきの結果、現段階で総力戦を仕し掛かけるのと、中原を突破し疲ひ弊へいした帝国軍を叩たたくのと。弾はじき出される共和国側の被ひ害がい状じよう況きようには、そう大差ないのだと言う。

　青ざめた沈ちん黙もくを見計らったように、元帥はさらに切り出す。

「それともう一つ。聖魔杯あらずんば、いかに戦力を投入したところで連合の敗北は必定である……これが今朝方私のところに届いた、国防長官からの見解です」

「先読みの魔女が……そう言ったのか？」

「馬鹿な。魔女など噂うわさに過ぎん」

「しかし勝ち戦いくさも負け戦も、計ったように当てると言うぞ」

「くだらん、今どき予言者もあるまいに……」

　不ふ穏おんなざわめきは長く収まらなかった。その混乱を楽しむような共和国の元帥。忌いま々いましげに唇くちびる歪ゆがめ、白い鼻はな髭ひげを撫でるゼムン王。

「やれやれ、結局は勇者を募つのり、紋章集めの選せん抜ばつ隊か。どこの馬の骨ともわからん連中に、任せてもよいもんかのう……」

「それについては、既すでにこの場で決を採ったはず」

　ミスマルカ王の言葉に対し、芝しば居いじみた嘆たん息そくがあった。

「しかし勇者といっても所しよ詮せん人の子……どの国の息がかかっているかは、わかったものではありませんしなぁ」

「そうは言うが貴様、ペルグルンの。貴様の国で囲っておる連星アベルカインが城下に来ていると聞いたがのう」

「これはこれは、お言葉ながらゼムン王。戦いくさ乙女おとめと名高きジャスミン・アージュはあなたの国のお生まれと聞いておりますが？」

　結局はそういうことだ。建前は建前。

　国はいい。政治もまだいい。それが人の業ごうだというのなら。だが、

「我々は、国の道具ではありません！」

　そのときだけ。リーゼルはハイランドの名代という立場を脱ぬぎ捨て、勇者として言い放った。

「ここに集つどうだろう私の仲間たち……勇者たちは皆みな、人々の幸せのために、大陸の平穏のために……！」

　変わらない。賛同の声など。一つの卓たくを囲んでいるというのに、誰しもの見る目、聞く顔がひどく遠い。

「我々が行おうとしている正義の、何が間ま違ちがっているのです！　人間を奴ど隷れいとし、悪戯いたずらに版図を広げようとする邪じや悪あくな帝てい国こくから自由と平和を守ることの、どこが！　ならば神はどちらに味方するとお思いか!?　あなた方が聖魔杯に期待する奇き跡せきとは、そうした果てに起こるものではないのですかっ!?」

「ご高説痛み入りますな。さすがは宗教国家と名高いハイランドの王太子殿でん下か。最年少ＳＳランクの勇者殿どの」

「しかしだリーゼル王子、神はいくら祈いのったところで魔王を倒たおしてはくれず、帝国を滅ほろぼしてもくれぬのだよ」

「やれやれ……この期ごに及およんで神とは。笑わせてくれる。正気かね？　我々は現実の問題を話し合っている」

　リーゼルは項うな垂だれるように、歯を食いしばる。

「……あなた方は！　神を信じようともせず、聖魔杯の奇跡にのみすがるおつもりなのですか……!?」

　そんな折、急せいたノックの音。共和国軍士官の一人が入室した。それ自体はままあることだったが、そのときは少し様子が違っていた。異変を察した元帥が問うと、士官は一度クリップボードに目を落とし、強こわばった面おも持もち、口調で読み上げる。

「帝国軍陣じん地ちに、大規模な物資輸送の動き。またそれに伴ともない、敵陣に新たな将が加わったとの報告です」

「名のある将か？」

「ユリカ・美みヶか島じま・マジスティア……帝国第二皇女です。敵方は総大将を入れ替かえ、陣容を刷新するものと思われます。この十日以内に総攻こう撃げきに踏ふみ切る可能性があります」

　重い空気が立ち込める中、士官は敬礼一つ、退室していった。ゼムン王だけが鬱うつ陶とうしげな口調で言う。

「どうすんぢゃいミスマルカの。皇族を出してきたとなれば、敵さんいよいよ本気ぢゃぞ」

「攻せめて来るのであれば、全力でそれを迎むかえ撃うつのみ。その方針はこの会合において、何ら変わっていないはず」

　またも睨にらみ合うような両者だったが……次の瞬しゆん間かん、椅い子すに背もたれたゼムン王は大あくびを一つ。

「やれやれ、トシぢゃのう。この時間になると眠ねむくてかなわんわ。ワシはもう寝ねるぞ」

　時間、という言葉が出てきて、それぞれ思い出したように時計を見る。午前中からかれこれ、十二時間もそうしているのだ。途と端たん、緊きん張ちようの糸が切れたよう。

「……まだ、返答を頂いておりませんが」

　共和国の元げん帥すいが、水を差すようなことを言う。

「我が軍は、明朝にでも退いてよろしいのですか？」

　忌々しげに唇歪め、ゼムン王は吐はき捨てた。

「調子に乗るなよ若造。共和国が退くのであればワシらは無条件降こう伏ふくし、無傷の帝国軍を共和国まで通してやるまでぢゃ。貴様、この部屋から生きて帰れると思うたか」

「……さすがに、そうなりますか。では今日の会合も無かったということでよろしいのでしょうか」

　無言ではあったが、誰しもが頷うなずくような気配。

「おお、そう言えば忘れとったわい。確か明日ぢゃったのう。紋もん章しよう集めの勇者を選ぶのは」

「左様」

　ミスマルカ王の首しゆ肯こうを見て、ゼムン王はリーゼルに笑いかけた。

「どうぢゃ、ハイランドの小こ僧ぞう。貴様も選抜隊に加わったらよいわ。こんなところでジジイの茶飲み話に付き合うとっても、面おも白しろくもなんともなかろうて」

「く……！」

　リーゼルは強く拳こぶしを握にぎり締しめたまま、席を立った。

「会合が終わったのであれば、失礼させていただきます……！」

　またいくらかの失しつ笑しようが漏もれる。老王の言葉は、彼を勇者と認めたものではなく。つまりは、お前は国家元首の集う席に相応ふさわしくはないのだと……暗に言っていたのだから。
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「やあ、終わった終わった。父上も最近はお疲つかれのようですね。根を詰つめすぎなのでは？」

　マヒロがようよう目を開けたのは、誰も彼もが退室し、室に静せい寂じやくが戻もどった頃ころだった。

「……やはり起きておったか。なぜ話し合いに参加しない。目の前で笑い種ぐさにされ、申したきことの一つもないのか」

　マヒロは大きくのびをしながら、あくびを嚙かみ殺す。

「どうせ言っても聞いてもらえません。僕はあのリーゼル王子より若いのです」

　王と共にほぼ毎日、マヒロも会合には顔を出していた。だがそういった理由で、発言は全くしていなかった。最初こそ居眠りをからかわれてもいたが、三日ほどで呆あきれられ、ついには誰も相手をしなくなっていた。誰もマヒロの居眠りに口を挟はさまなかったのは、つまりそういうことである。

「では今日の会合を聞いていて、何を思った」

「ひどい話です。さっきの一部始終が公開されていたなら、民衆はヒーローの扱あつかいの不当さに暴動を起こし、教団からは聖せい騎き士し団だんと異い端たん審しん問もん会かいが派は遣けんされているところです」

　事実、彼はそれほどの勇者だった。神しん託たくと同時にＡ級ランクの称しよう号ごうを得て、それから年に一つずつ。今では最年少でのＳＳ級ランク。数百年に一人、出るか出ないかの逸いつ材ざい。

　今ある反帝てい国こくへの民衆の熱は、リーゼルがそのトップの会合に加わっている、という部分での求心力が大きい。『光の御み子こ』『十エツジ字・ザ剣・クロのスソ刃ード』。天の威い光こうを受けた彼が、連合の要かなめにある。ならばどうして負けるものか……と。

　それがいよいよ、今日の有様だ。

「……そうだな。彼のように清き者には、この会合はあまりに酷こくな席であろう」

　王が席を立ち、歩き始める。追ってマヒロも席を立つ。

「では父上は、僕のことはどうお思いですか。まだまだ遊びたい盛さかりなのにこの一ヶ月はまるで籠かごの鳥……」

「あのように下に見られていたのでは、いざというときにも、そなたの言葉に耳を傾かたむける者はあるまい」

　三歩後ろを歩くマヒロへ向け。

「だが、考えているのであればそれでよい。お前はよく書物を読む。狸たぬき寝ね入いりであっても、この大陸の行く末を決める場にて、その行方ゆくえに耳を傾けている。ならば今はそれでよい。私はそれを……嬉うれしく思う」

　そうしてきょとんと立ち止まったマヒロへ。

「明日の勇者の選抜、そなたに任せる」

「……は？　マジ？　なに言ってるのマイダディ。僕にはさっぱりだよ、ＨＡＨＡＨＡ」

「明日の選考は、即すなわちそなたの身を守る者を選ぶということに他ならぬ。そなたが命を預ける者を、そなた自身が決めるのだ。何ら不思議なことではあるまい」

「そ、それはつまり……お、お、女の子の、しかも美少女な勇者オンリー選んでもおーけーってことっすよね!?　一いつ緒しよに旅すれば正室及および側室候補フラグ立ちまくりってことでイヤッホ」

　すぱぁーん！

「……エーデルワイス。いたの？」

「議場の清せい掃そうに参りましたが」

　冷めた表情の彼女に続き、数名の腕うで利ききメイドが掃そう除じ用具を持ってやってくる。王は振ふり返ることもなく、軍議の間を出て行った後だった。
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　各国要人が城内を行き交かうのだ。同じく諸国の精せい鋭えいもその護衛のため。パリエルも普ふ段だんの制服ではなく、ここ最近は儀ぎ仗じよう用の正装で、制せい帽ぼう被かぶって城内の警備に当たっていた。マヒロもまま会合に出ているため、お守りをする必要もほとんどないのである。

　そんな中。

「あ、リーゼル王子っ」

　中庭に面した回かい廊ろうでパリエルは金きん髪ぱつの青年を見つけ、敬礼した。今日も会合が終わったのだろう。他国の重臣、国王の姿も各国の従者らと共に、大ホールにちらほらと垣かい間ま見みることができた。

「やあ、パリエル。今日も警備か。ご苦労様」

「いえ、リーゼル王子こそ。毎日遅おそくまでお疲れ様です」

　魔ま王おう討とう伐ばつを目指すために毎年数人が選出される、神託の勇者。中でも彼は大陸最強と呼ばれ、最近では「帝国三さん剣けん、もし戦わば」などという憶おく測そく記事が新聞紙面を賑にぎわすほどの人物だった。また強さのみならず、勇者としての旅を一時中断し、女王に代わりこの危急存亡の場へ駆かけ付けてくれたことからも、その人徳の高さが窺うかがえた。

　パリエルは、彼がここに滞たい在ざいする間に、剣の稽けい古こ相手として親交を深めた間あいだ柄がらである。

「今日もします？　剣の稽古」

　えいやっ、と元気に素す振ぶりの真ま似ねをしてみせるパリエル。しかし彼はいつになく疲れた表情で、弱々しく笑ってみせた。

「いや……せっかくだけど、今日は」

「？　何か……あったんですか？」

　リーゼルの笑えみは、どこか自じ嘲ちようするような色を含ふくんでいた。

「いや、なんでもないんだ。少し考えたいことがあって……」

「考えることなんてないじゃないか」

　と、やってきたのは我が王子。

「マヒロ……」

「どうだろうリーゼル。明日の選せん抜ばつ会、出てみればいい。最後にゼムン王も言っていただろう」

　しかしリーゼルは小さくかぶりを振った。

「なんだ、マヒロまでからかうのか……居い眠ねむりしてると思ったら、ちゃっかり聞いていたんだな」

「いや。あれ、僕は言葉通りの意味だと思うよ。君は曲がりなりにもハイランドの代表だ。まさか他国の人間が、ああしろこうしろなんて言えるわけがない。だから提案したんじゃないかな。自分に向いてることをしてみたら……って」

「紋もん章しようを集めるために、剣を振るって戦え……ってことか」

　パリエルは素敵な気持ちになって、ぽんと胸の前に手を組んだ。

　聖せい魔ま杯はいを蘇よみがえらせる紋章を集め、伝説を現実のものとするため……城下に名うての勇者が続々と集まっている噂うわさは、既すでに聞いている。それだけでもすごいのに、そこに大陸最強が加わるとなれば。

「たぶん、あの会合に出ている十中八九はそれを望んでいると思うよ」

「……つまり、俺はあの場には必要ないってことか？」

　パリエルの思いの外、リーゼルの表情には苛いら立だちさえ垣間見える。しかしマヒロはそれを首しゆ肯こうした。

「うん……有り体ていに言って、君は今まであの会合に参加していない。相手の話を聞かずに、自分の意見を述べてただけだ」

「聞いていたさ！　でも彼らだってそれは同じことだろう？　二言目には自分の国の権利だ、国益だ、あれではまとまるものもまとまらないじゃないか！　そもそもそんなこと、毎日寝ねているだけのお前に言われたく……！」

　それを無視して、マヒロはひどく端たん的てきにものを言う。

「リーゼル王子……それがわからないうちは、やっぱりだめだよ。だったら僕みたいに寝ていた方が、まだ上等だ。でも君は僕と違ちがって、寝るしかできないわけじゃない。戦えるんだ」

「……マヒロ……」

　口ぶりからして彼は、話し合いに何が足りないのかを教えるつもりはないようだった。それでも幾いくばくか険が薄うすれたリーゼルへ、マヒロは言う。

「誰しも君のような天てん賦ぷの才に恵めぐまれているわけじゃない。不安なんだ。なのに君と来たら、あの会合でそれを無む駄だに遊ばせている。最強という連合の象しよう徴ちようが」

「……」

「誰だって愚ぐにも付かない話し合いをしているリーゼル王子よりは……白びやく凜りん甲こうを纏まとった光の御み子こ、エッジ・ザ・クロスソードを見たいはずだよ」

　俯うつむき、深く考え込むようなリーゼル。

「……君はすごいんだな、マヒロ。いつも寝ているふりをして、みんなにからかわれているのも知っているのに」

「いや、ぶっちゃけほんとに寝てる時もあるけどね」

　コラ、とパリエルはマヒロを軽く小こ突づいた。

「まあまあ、偉えらそうに言ったけどさ。決めるのは君だ。一国の代表で来ている以上、誰も君に指図はできない。同じように、君が決めれば誰もそれを止められはしないよ。それに、どうせ明日の会合はお休みだ。息いき抜ぬきがてら、顔出してみるくらいいいじゃないか。きっと昔むかし馴な染じみも、たくさん来るんだろう？」

「……そう、か。ありがとう、マヒロ。息抜きくらいは、必要だな。座っているよりは体を動かしている方が、俺の性しように合っている」

　リーゼルの顔付きが前向きなものに変わり、パリエルは安あん堵どした。考えてみるとは言うものの、絶対参加するだろう、そういう表情。

「まあ、選ばれなければそれまでの話だしな」

「そうそう、それくらい気楽でいいんだよ。と、話がまとまったところでリーゼル」

「なんだ？」

「君、虹こう剣けんのシーナさんと友達だったりしますか？」

「シーナ……シーナ・ミルローザか？　ああ、同期だからな。何度かパーティを組んだこともあるが……」

「なんかね、いま城下に来ているらしいので。明日来たら紹しよう介かいしてほしいなー、なんて」

　パリエルはマヒロの襟えり首くびを摑つかんだ。

「いやいや、何を勘かん違ちがいしているのかな後ろの近衛このえ騎き士しは。別に正室に取ろうとか側室候補にしようとかそういう腹はなく……」

「そのためだけにリーゼル王子を担かつぎ出したとか、ざけたこと抜かす気じゃないでしょうね？　マヒロ王子？」

「ふざけているのはどっちだパリエル!?　余はいつだって至って真しん剣けんに!!」

　パリエルが一発かますと、リーゼルは呆あきれ顔で嘆たん息そくするのだった。
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　夜九時を過ぎても、食堂にはまばらながら人ひと影かげがある。二十四時間の厳げん戒かいな警備態勢のため、決まった時間に食事をできない者も多いからだ。他国の料理人もいれば、また別の国の兵も。

　今日の当番を終えたパリエルも、マヒロと一いつ緒しよに遅おそい夕食をとっていた。

「でも明日リーゼル王子が選ばれるのは、これはもう誰が見たって確実ですよね」

「たぶんね」

「どうやって選ぶんでしょうか？　やっぱり、御ご前ぜん試合みたいにして……うわあ、だったらすごい楽しみ！」

　すぱん。

「……いたんですか、エーデルワイス様」

「大陸の将来を決める一いつ端たんです。不ふ謹きん慎しんなことを言わないように」

「う……。すみません……」

　仕事がなくなって暇ひまにでもなったのだろう。エーデルワイスはティーセットを置くと席に着き、マヒロに淹いれるわけでもなく自分でたしなみ始めた。

「それでいかがなさるおつもりですか、殿でん下か。パリエルではございませんが、御前試合は妥だ当とうかと」

「やっぱり、普ふ通つうに考えればそうだよねぇ……」

　？

「やっぱり、って……違ちがうんですか？」

「うん。実は余が選ぶことになった。急に父上に言われてさぁ……」

　マヒロはサクサクと砕くだいたサバ缶かんの中身を、だばだばとご飯にかけ、醬しよう油ゆをかける。

「御前試合！　御前試合ですよ王子!!　大陸の将来をかけた、勇者だけの闘とう技ぎ大会なんて史上初です！　伝説的な一大トーナメントになりますよ!?　成功すれば王子の評判だって鰻うなぎ登のぼりに……！」

　というのは、やはりそれを見たいパリエルの一方的な希望だったりする。

「まぁ……それもいいんだけど。あんまり時間がないんだよね……」

「何やら面おも白しろそうなお話をしておいでですな。私も加わってよろしいですか？」

　片眼鏡をかけた宰さい相しようが、トレイを持って現れた。現在、会合に多くの時間を割さかれている国王に代わり、ミスマルカの執しつ政せいを任されているのがこの人だ。やはり多た忙ぼうの隙すき間まを縫ぬってだと、食事もこんな時間になってしまうのだろう。

「お疲つかれ様です、カイエン様」

「お疲れ様でございます、カイエン宰相」

「なに、私など机でペンを握にぎっているだけだ。君たちほどではない」

「謙けん遜そんすることないよ、カイエン。余なんてペンすら握らず寝ねているだけだ」

　威い張ばるな。

「ははは……ところで王子。陛下より、王子が明日の選せん抜ばつを執とり行うと伺うかがったのですが」

「そうなんだけどさ～。めんどくさ～い～」

「御前試合のようなものであれば止やむを得ませんが……そうでなければ、軽けい々けいにはお決めにならぬ方がよろしいでしょうな」

「どういう意味ですか？」

　パリエルはきょとんと聞き返した。ただ単に変なのを選ぶな、というような意味ではなく……もっと深い危き惧ぐを含ふくんでいるように聞こえたからだ。

「なぁに、ことはそう単純じゃないんだよ」

　ご飯をかき込みながら……周囲に人が少ないのを見て、マヒロが言う。

「第一、なんで勇者なんて話になったかと言えば……」

　どの国も、他の国に聖せい魔ま杯はい、ひいてはその引き金ともなろう紋もん章しようを手にされたくはない。となれば軍を率いることは適当ではなく、しかし魔ま物ものや帝てい国こくといった手から逃のがれ、この城へ持ち帰るだけの武勇ある者が必要となる。

　そうしたフリーランスの手て練だれには、傭よう兵へい、闘技士、ハンター、様々あるが……会議が勇者に限定した理由の一つには、かの者たちは神しん殿でん教団という、政治的絶対中立の立場に属する者だから……。

「私も何度か会合に顔を出してはいるが、大たい抵ていは帝国のことなど二の次だ。防衛ラインの維い持じ費、構成兵力の割り当てのなすり付け合い、戦線を構築する資材や兵ひよう糧ろう、武器防具等の納入に絡からんだ国家間の談合。そしていよいよ、話は聖魔杯所有権の主張に及およぶ」

「……そう、なんですか……？　そんな……」

　ひどいショックだった。王が息子むすこを一人残すという、断腸のごとき罠わなを敷しき。マヒロが機転と、命を賭かけた交こう渉しようによってかいくぐった、一ヶ月前のあの窮きゆう地ち。そうしてできあがった連合軍、鉄てつ壁ぺきだと思っていた。たとえ魔王軍が相手であっても決して負けぬ……そういう、輝かがやかしい未来への布石であると信じていた。

「何も今に限ったことではない。負ければ戦争責任の所在追つい及きゆうで、勝ったところで戦後補ほ償しようの分配と領土分ぶん割かつが終わるまでは続く諍いさかいだ」

　当たり前のようにカイエンは言う。

　最強の名をほしいままにするリーゼルが、あんなにも打ちひしがれていたのは……きっと、そういう現実を目まの当たりにしたからなのだろう。

「しかし勇者も人の子。出身祖国のため、あるいは名めい誉よ名声のためとなれば……」

「ま、絶対中立も怪あやしいもんだよねー」

　食べ終えたマヒロが、爪つま楊よう枝じ咥くわえてのほほんと笑う。

「あ、わかりました！　王子はそれでリーゼル王子を立てたかったんですね！　あの方ならそういったことには無欲だし、だから会合に出てる人たちも……！」

「そうでしょうか」

　ティーカップを置いたエーデルワイスが、否定的に言う。

「今の話が事実であれば、わたくしには、リーゼル殿下は少々危あやうく見受けられるのですが」

「だろうな。リーゼル王子が推すい薦せんされたのであれば……それは他所よその国の息がかかった勇者よりは、彼の方が与くみし易やすしと考えてのことだろう。宗教国家としての歴史は重いが、いかんせん綺き麗れいすぎる」

　カイエンの淡たん々たんとした言葉に、パリエルは、そろそろ食欲も失うせてくる。

「……そんなに、ひどいものなんですか……？」

「そう落らく胆たんするな。政治とは常にそういうものだ」

「カイエン様……」

　正義を信じているほど、この話を聞いて落胆しないわけがない。リーゼルの心中、いかばかりだっただろう。

「それで殿下は、この問題をいかように収めるおつもりで」

「ま、何とかするよ。ちょっと確かめたかったこともあったし、丁度いい」

「あまり、ご無理をなさいませんよう」

「平気平気、今回無理をするのは勇者たちだ。僕じゃあないからね」
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　明くる朝。

「なんだこりゃ」

　通されたホールで、ジェスが呆あきれたように呟つぶやいた。芋いも洗いとまではいかないが、ここまで志願者が集まっているとは思わなかったのだろう。ざっと百人前後だろうか。

「全部勇者か」

「まさかー。見りゃわかるでしょ、我が勇者。半分以上は、あたしみたいなお供」

　とエミットは小首を傾かしげた。それでも勇者の見本市とは言い得て妙みよう。相当な魔物の氾はん濫らんでも起きなければ、これだけの勇者が一堂に会することなどあり得まい。そしてエミットの知る限り、ここ百年は教団側でも、そういった事例は記録されていなかったはずだ。

　すなわちそれは、聖魔杯とその伝説がいかに大いなる存在であるかの証明だった。

「それよりあたしさっ、このお城の大きさにたまげたわよ？　一度でいいから、こんなところの舞ぶ踏とう会に出てみたいよねぇ」

「ふん……あれほど言ったのに、本当に来たのね」

　夢見る乙女おとめを演じる前に現れたのは、シーナだった。幻げん想そうもぶちこわし。過去によほど気に入らないことがあったのか、可愛かわいい顔して昨夜に負けずトゲトゲしい態度。

「というより、よく入れてもらえたわね」

「ああ。ここはいい国だ」

　ジェスは相変わらずのマイペース。無愛想だが、我が勇者は性格が曲がっているわけではない。真っ直すぐ過ぎるきらいがあるだけで。

　そこに。

「シーナ！」

「リーゼル!?」

　大陸最強が登場した。純白、スマートなシルエットのフルアーマー。背に交差させた二振ふりの剣けん。エミットは目を見張る。

「うわ、すごっ……クロスソードのリーゼルじゃない。あれが白びやく凜りん甲こうに双そう剣けんロメオジュリエッタ……やっぱカッコいいわねぇ！」

　装備のみならず、精せい悍かんな顔付き、身に纏まとう気配。それがやはり、周りとはまるで違ちがう。会ったその日にでも、誰とでも友達になってしまいそうな大らかな優やさしさの中……温かな力強さがある。それに吸い寄せられるように、あっという間に歓かん待たいの輪ができる。

　シーナも今は満面の笑えみ。

「でもどうして、リーゼル!?　連合の会議とか、色々忙いそがしいんじゃ……」

「いや、昨日……少し言われてな。この国の王子に」

「王子って……アホで有名な？　お友達になったの？」

　ここの王子の放ほう蕩とう振ぶりはエミットも聞き及およんでいる。事実なら、到とう底ていリーゼルとは釣つり合わぬ友達だろう……と、ふと見れば。エミットの隣となりには、一歩も動いていないジェス。

「汝なんじは行かないの？」

「ああ」

　素っ気ない……と思ったら、まだ言葉が続いた。

「やっぱすげぇな、最強ってのは。会ったその日に強つえぇ奴やつとは思っていたが、三年振りに見たらまた段違いだ」

「汝ビビる事なかれ、我が勇者」

「ああ。問題ねえ」

　と、そうしてぽつんと輪の外にいたのが目立ったのだろう。こちらを見付けたリーゼルが駆かけ寄ってきた。
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「ジェス……？　ジェスだろう！　お前も来ていたのか!?」

「ああ」

「大だい神しん殿でんへの定期報告もないから、俺はまたてっきり……」

「ああ。勇者としちゃ似たようなもんだ」

「馬ば鹿かを言うな、また会えて嬉うれしいよ。……そっちは？」

　エミットは僧そう帽ぼうから覗のぞく髪かみにささっと手て櫛ぐしを入れて、二、三の咳せき払ばらい。

「初めまして、勇者リーゼル。我が勇者のお供、シスター・エミットと申します。以後よしなに」

「アホかてめえ。この前から勝手にくっついて……むぐ」

　口を塞ふさぐ。

「つきましてはお会いできて光栄です、勇者リーゼル。ついでに汝、サインなど一筆……」

「静まりたまえ」

　ホールの奥に現れた片眼鏡の男が、よく通る声を響ひびかせた。瞬しゆん間かん、静せい寂じやく。皆みな一様に姿勢を正す。

「私はこの国の宰さい相しようを務める、カイエン・グレムナムという者だ。聖せい魔ま杯はい復活のため勇者の選せん抜ばつを行う前に、陛下よりお言葉がある。教団より勇者の称しよう号ごうを与あたえられている者は私と共に。それ以外の者は、ここで控ひかえていてほしい」

　その男の性格を表すような、簡便な言葉。二度は言わず、質問も受け付けず、彼は踵きびすを返してしまう。エミットはジェスの背中をぽんと押した。ウィンク一つ。

「超ちようガンバっ、我が勇者♪」

「アホかてめえ。話聞くだけだろうが」

「おい、ジェス。置いてかれるぞ」

　茶化すようにリーゼルに言われ、ジェスもシーナと一いつ緒しよにその後に付いていく。そうして宰相に付いていったのは、二十人ほどか。ほとんどはお付きの者だったということである。
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　パリエルも初めて足を踏ふみ入れた王の執しつ務む室。何十名が入ったところで、まるで窮きゆう屈くつさが感じられない広い部屋だった。テラスへと続く二つの大窓を背に、黒こく檀たんのデスクには王その人が、右みぎ隣どなりにはカイエンが。左隣にはマヒロとエーデルワイス。パリエルはそのさらに横で、儀ぎ仗じよう姿の他の近衛このえ騎き士しと共に控えていた。ならば本来、シュライバンも揃そろうべき状じよう況きようなのだろうが、かの老将は現在防衛ラインに出向き他国の将らと連合軍の陣じん頭とう指揮に当たっている。

　張り詰つめた空気の中、王は彼らの遠路はるばるの労をねぎらって後、また厳おごそかに口を開いた。

　神しん器きとは文字通り、神にも等しき力を発揮する器うつわの総そう称しようであること。聖魔杯は中でも、世界を統すべると言われるほどの、莫ばく大だいな力を秘ひめていること。聖魔王が手にする器だからこそ、との説が根強い一方……使い方次し第だいでは、天界の聖にも、地じ獄ごくの魔にも通ずるがために聖魔の名が付いている、との説もあること。

「……それゆえ聖魔杯はその力が禁きん忌きへ至らぬよう、遥はるか昔に厳重な封ふう印いんが施ほどこされた。即すなわち、聖魔杯の力は現在幾いくつかの紋もん章しようにその姿を変え、眠ねむっている。そなたらに頼たのみたいこととは、この封印の解除……各地に散さん逸いつした紋章を、この国に伝わる器へと集めることに他ほかならぬ。またいかなる紋章が、いかなる地に封じられているかも今はまだ判然とはしていない。……その旅、想像を絶する過か酷こくな道のりとなるかも知れぬ」

　一息。王は強い視線で居並ぶ勇者たちを見み渡わたした。対し、一言一句聞き逃のがすまいとする勇者たちの顔付き目付きも、また真しん剣けんそのもの。

「今ここに集つどうそなたらに、その覚かく悟ごはあるか？　まずはそれを聞きたい」

「光のため、遍あまねく邪じやを打ち払はらうために命を賭とする覚悟、神しん託たくを受けたそのときより！」

　述べたのはリーゼルの隣にいる、可か憐れんな少女だった。パリエルも新聞で見たことのある、Ｓランク。虹剣の二つ名を持つ勇者、シーナ・ミルローザ。

　そこへ一挙に賛同の声が上がった。まさに壮そう観かん。パリエルは、この場に居合わせることができただけで、光栄の思いだった。それは他の近衛騎士たちも同様だったらしく、皆表情を明るく、眼まな差ざしを強くしていた。

　だが、一人だけ表情を変えぬ勇者がいた。

「王様。一つ聞きたい」

　そう述べた彼は、本当に勇者かと見み紛まがうような、あまりに見窄すぼらしい少年だった。

　ただ鬱うつ陶とうしいから切り詰めただけのような、バサバサの白はく髪はつ。上半身には手入れもされぬヒビだらけでボロボロの革かわのベストしか纏まとっておらず、下は同じく履はき潰つぶしたような革のブーツと、薄うす汚よごれた色のない麻あさズボン。賊ぞくの類たぐいでも、もう少しは着き飾かざるだろう姿。

　だが何より目を引くのは額から頰ほお、顎あごまで至る、稲いな妻ずまのようなひどい傷きず跡あとで塞がれた右目。肩かたより先、一いつ切さいを失った右みぎ腕うでだった。眉み間けんより肩先までの凄すさまじい斬ざん撃げきの跡を、まざまざ残すようなその風ふう貌ぼう。

「……ははっ、こりゃすごい。まるで丹たん下げ左さ膳ぜんだ」

「ちょ、王子……！　笑ったりして！」

　タンゲ何たらの意味はわからなかったが、パリエルはそれをたしなめる。しかし言われた彼は、じっと王を見み据すえたままだった。

「……申してみよ」

「聖魔杯、頂けるのか」

　水を打ったように、場が静まり返る。振ふり返り叱しつ責せきしたのはシーナだった。

「あっ……あなたは！　王様のお話を聞いていたの!?」

「ああ。紋章を集めろってんだろ。聞いていた」

「だったら……!!」

　彼はシーナを無視するように、王へ向き直る。

「集めて聖せい魔ま杯はいが蘇よみがえった後、どうなるかを聞かせてもらいたい。頂けるのか、そうじゃねえのか」

　誰も彼も絶句したままだった。あるいは、王の憤ふん怒ぬを覚悟してのことだったのかも知れない。だがそんな誰しもの予想に反し、王は深く目を閉じ、しばしの沈ちん黙もくを守った。

「……そなた、名はなんと申す」

「ジェスだ」

「ならば問おう、勇者ジェスよ。聖魔杯、手に入れたとして何に用いるものか」

「魔王を殺す」

　静かながら、声には断固とした殺意と執しゆう念ねんが乗せられていた。方々の勇者より、痛々しいものを見るかのような失しつ笑しようが漏もれ出していたが、ジェスは顧かえりみることなく王に問う。

「その他一切に望みはない。是ぜ非ひ、聖魔杯を頂きたい」

　次に言葉を発したのは、リーゼルだった。

「お前、まだそんなことを……！　今の大陸がどういう状況か、理解できていないのか!?」

「聞いている」

「だったら……！」

　熱を込めるリーゼルの瞳ひとみとは対照的な、ひどく冷めた隻せき眼がんでジェスは吐はき捨てる。

「何が戦争だ、下らねえ。オレには関係のねえ話だ」

「っ……！　お前も勇者なら！　人々の自由や平和を、少しは思いやることができないのかッ!?」

　リーゼルがジェスの胸むなぐらを摑つかんだ瞬しゆん間かん、ジェスはその手首を摑み返していた。

「前にも言ったはずだ、リーゼル！　オレには帰る国も、帰る家も、帰りを待ってくれる家族もねえ！　オレはてめえのように守るためのもんなんか何もねえ！」

「ジェスっ!!」

「いいか、オレには魔王だけだ!!　てめえが羨うらやましいとは言わねえ、だがそれだけが正義だなんてツラはすんじゃねえ!!」

　痛々しいほどの激しい怒いかりと、ひどい憎にくしみ。そして荒あらげた息の音と、静せい寂じやく。二人の勇者の間に、誰も割って入れぬほどの鬼き気きが渦うず巻まいていた。

「控ひかえろ。陛下の御おん前まえだ」

　冷たくカイエンが言い放ったところで、ようやく互たがいに我に返り、互いに手を放す。

「ご無礼をお許しください、陛下……」

「……悪かった。王様」

「よい……よくわかった。だがジェスよ、そればかりは私には決め兼ねる」

　言葉は否定ではなかった。だからこそ、誰もが軽い驚おどろきを隠かくせない。

「広く世界を渡わたってきたそなたたちのこと、知っているとは思うが……聖魔杯とは神器だ。そして神器とは、それが選んだ者にしか奇き跡せきを与あたえぬという。聖魔杯がそなたを選ぶとは限らぬが」

「だったらそれまでだ。他ほかのあてを探す」

　ジェスは真っ直すぐな視線を崩くずさない。それを受け、王は……あろうことか、首しゆ肯こうした。

「よかろう」

「……聖魔杯、頂けるのか」

「先も言った通りだ。そなたが全すべてを揃そろえたとしても、そなたを選ぶとは限らぬ。だがそなたが選ばれたのであれば、それは天の意思とし、聖魔杯はそなたに譲ゆずろう」

「お待ちください、陛下」

　カイエンが控えめな声で進言する。

「よろしいのですか。大陸の明暗を分かつ器うつわですぞ……お言葉ながら、陛下の一存でお決めになるのは危険です」

　連合の他国が黙だまってはいない。

「だが、使えねば意味はあるまい」

　宰さい相しようは一度言葉を詰つまらせた。

「……使えぬ、とは？」

「聖魔杯はこの者を選ぶかも知れぬ。だが言い換かえればそのときには、我々には選ばれる資格がなかったということだ」

　あ、と。パリエルも思い至る。連合側が全てを揃えたところで、連合側の誰も選ばれなかったのでは、意味がない。実用としては使えず、聖魔王の威い光こうを笠かさに着る、程度のことにしかならない。

　それにシーナが異を唱えた。

「お、お待ちください、私たちは帝てい国こくに打ち勝つためにこの場へ馳はせ参さんじました！　それがそんな、いるかどうかもわからない魔王のために……！」

「ならばそなたが集め、そなたが選ばれればよいだけの話」

「それはっ……、そうですが……」

　口ごもった後、シーナはジェスを睨にらむ。

「否いな、この場に集つどう誰にもその権利はあろう。神の器が選ぶのであれば、それは神の意思であろう。少なくとも勇者として神しん託たくを得たそなたたちであれば、禁きん忌きには至るまい。私はそう考える」

　いよいよ異論はなくなったことを見やり、王は話を進めた。

「もう一つ。紋もん章しようの封ふう印いんを解くためには、器の守護者であるミスマルカ王おう朝ちようの血を引く者が必要となる。選ばれた者には、我が子マヒロの警護も頼たのむこととなる。未熟故ゆえ、その者には武術の稽けい古こも付けてもらうこととなろう」

　そこでようやく、マヒロが声を出した。

「……いや、ちょっと待った父上。そんな話は聞いていませんが？」

「嫌いやとは言わせぬ。マヒロよ、武術の鍛たん錬れんを積むのだ。今は何が起こるか、予断を許さぬ時だ。敵は帝国だけにとどまらぬ」

　パリエルは昨夜の食堂での話を思い出し、なおそこまでひどい状じよう況きようなのかと心を痛めた。言明は避さけたが、王はすなわち、連合の中にも敵が出るだろうことを暗示したのだ。帝国という、同じ敵を持つ同じ仲間なのに。

「ならば護衛が力を発揮するためには、守られる側にもその意識が必要となる。多数に囲まれた際、そなたどう動くべきか心得ているか」

「パリエルの陰かげに、こう……」

　大勢から溜ため息いきのようなものが聞こえた。もちろんパリエルもその一人。背中でこそこそ、頼たよりなく制服の裾すそを摘つままれながら。

「あのー、王子。私としては形だけでもいいので、背中合わせになって後ろの敵を牽けん制せいしてもらえると……」

「……。武器が」

「だからそれ持つための特訓しろっててめえの父上おっしゃってんだろうが、ああっ!?」

「パリエル」

　と侍じ従じゆう隊長から。

「陛下の御おん前まえだ」

　と宰相から。

　重臣のツートップに怒おこられて、へこむ。勇者たちにまで笑われて、さらに落ち込む。が、笑われたことが気に入らなかったのかマヒロが逆上。

「ああ結構！　大いに結構！　皆みながこの僕を弱者だと決め付ける！　では逆にお聞きしましょう、父上！　なぜ多数の敵に囲まれるのか!?」

　マヒロの頭の中、スイッチが切り替かわったらしい。たぶん、得意のヘリクツモードに。

「追われた結果、接敵を許すからではないのですか!?　射程に捕とらえられる！　間合いを詰められる！　だから武術が必要になる！」

「当然のことだ」

「ならば！」

　マヒロはデスクに、強く拳こぶしを打ち付けた。

「逃にげ切ればよいのです……！」
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「三十六もの計を弄ろうしたところで、逃げるに勝まさる一手はないそうです。翻ひるがえってこれは、無益な争いを避け、後の上策につなげよという意味だと言います。僕はこの言葉を信じます」

「まだそのように甘い考えを申すのか」

「暴力よりはずっといい」

　王と対するマヒロの表情。不思議と、ルナスに面していた時の彼と似通ったところがあった。

「逃げ足ならば自信はあります、父上。捕つかまらなければ良いだけの話です。暴力に訴うつたえるような敵とは、所しよ詮せんその程度のものに過ぎない。手が届かねば何もできない役立たずなのです！」

「マヒロよ。私はその手が届いた後の話をしている」

　……。

「いや。あの。だからね、父上……」

　マヒロ、失速。

「言いたいことはわかる。だが、それでも追い詰つめられることもあろう。言ったはずだ、今は何が起こるか予断を許さぬ時だと。だからこそその命を預ける者、そなたに決めさせようと言ったはずだ」

　選ぶのが王ではなく、マヒロだと聞いた瞬しゆん間かん、勇者らの彼を見る目が変わった。

「少し私の長話が過ぎたようだな。申してみよ、マヒロ。いかにして決める」

「……そうですね。個人的にはシーナさんが確定済みなのですが」

　美少女勇者がきょとん、自分を指差す。

「はっ……？　わ、私ですか……？　ですけど……王子様、一体なぜ……」

「可愛かわいいので、余の正室もしくは側室候補……」

「「「……」」」

　シーナは新聞にもたびたび顔を見せ、各国に非公式ファンクラブが群ぐん雄ゆう割かつ拠きよするようなアイドル的勇者である。もちろんこの国、城内、ここにいる近衛このえ騎き士しの幾いく人にんかも。

「……ええと、なんか勇者とか家来のくせに殺人を犯おかしそうな目が増えてきたので、それは置いといてですね……」

　こほんと咳せき払ばらい一つ。マヒロの表情が、冗じよう談だんを言うそれから挑いどむようなものへと変わる。沈ちん黙もくに、息を吞のむ気配多数。それを見み渡わたして一息、マヒロは勇者らではなく王へと述べた。

「父上。昨夜一晩考え抜ぬきましたが、結論から申し上げましょう。此この度たびのことに勇者など必要ありません」

「「「なっ……」」」

　多くの者が言葉を失った。なんにせよリーゼルを選ぶだろうと思っていたパリエルも、昨日この場に参加することを他ほかならぬ彼に勧すすめられたリーゼルも、冗談ながらいの一番に指名されたシーナも……そして先ほど王の関心を引いたジェスも。

「マヒロよ」

「ええ、僕も父上の言い分は理解しています。そこで……一度だけ試ためさせてください」

「何をだ」

「僕が、どこまで逃げ切れるか。彼らが、僕を追い詰め切れるかどうか。そしてそれこそを、此度の選せん抜ばつ試験とさせて欲しいのです」

　マヒロは王の机き上じように両手を突つき、身を乗り出す。

「さっきも申し上げた通り、僕は逃げ足には自信があります。僕を捕まえられぬ程度の同行者では、最悪の事態に陥おちいった場合、僕の逃げ足について来ることはできません。足手まといです。だったら勇者なんていない方がマシなのですよ」

　プライドを傷付けられた彼らを振ふり返り、悪戯いたずらっ子のように眺ながめてから、マヒロは言った。

「みんなも聞いていた通りだ。紋もん章しようを得るために真に必要なのは、勇者ではなく王家の血だ。それに僕を捕まえられないようなら、魔ま王おうなんて捕まえられるはずがない。殺すなんてもっと不可能だ。違ちがうか？」

　あえて意識したかのようなマヒロの言葉に、ジェスの視線が険しくなる。魔王という言葉に際し、ジェスの顔付きがいよいよ変わる。

「てめえ、マヒロ王子……だったな。噂うわさには聞いている。温室育ちのアホ王子が、大した自信じゃねえか」

「当たり前だ。父上の気まぐれ一つで、聖せい魔ま杯はいが西域の彼方かなたに消えようとしているんだ」

　西域とは即すなわち、大陸の西の半分。奥深くには魔王が住まうという魔物の領域。つまりマヒロは、たとえ聖魔杯を手に魔王を目指そうとも、お前は志半ばに沈しずむのだ……と言っている。

「悪いが僕の考えは父上とは違う。連合の誰も選ばれないにせよ、聖魔杯は連合側が堅けん持じすべきなんだ。君たちの手に渡らなければ、少なくとも君たちが選ばれることはない。だから僕が全すべてを回収すれば、君たちが手にする理由すらない」

　そうして勇者らを煽あおるだけ煽り、マヒロは再度、王へと向き直った。

「そう……最低限、僕一人がいれば紋章の回収は可能のはず。その際、何らかの障害があったとしても勇者を巻き込むような全ぜん滅めつの憂うき目よりは、僕一人死んだ方がいいはずです」

「王子、またそんなこと言って……。王様は、王子のことを心配して……」

「何を間抜けたことを言っているんだ君は」

　突とつ如じよの言葉に、パリエルは身をすくめた。

「僕はいま言ったはずだ、僕一人がいれば事足りると。ならば君こそが、誰よりも先に僕を捕まえなければならないはずだ。後おくれを取るようなら、君はもう護衛である必要はない」

「そんなっ……!?」

　代わり進み出たのは、パリエルを護衛の役に抜ばつ擢てきしたエーデルワイスだった。

「殿でん下か。あまり無茶をおっしゃいませぬよう。恐おそらく帝てい国こくの〝風〟程度であれば、殿下に接近するくらいは造作もないはずでございます」

「ほら、そんな事実がある。では聞こうエーデルワイス。パリエルは、風の十名に囲まれてその場を切り抜けられるか？」

「彼女の腕うでならば、囮おとりとなって逃にがす程度はできましょう。お立場をお考え下さいませ。殿下は他者を犠ぎ牲せいとしてでも生きるべき身です。聖魔杯がかかるとなればなおのこと、その責務が……」

「もうよい」

　王の片手に制され、エーデルワイスは控ひかえた。親だからこそ、気配から、彼には退ひく気がない……そう察したのだろう。

「マヒロよ。それで気が済むのだな」

「はい。彼らが僕を捕つかまえることができるなら、僕も守られる程度のものと観念し……父上の言う護身のために、大人しく木ぼつ剣けんの柄つかくらいは握にぎりましょう」

　ただの会話だというのに、その親子の間で、不思議と緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。思えばそれが、予兆というものだったのだろう。

「では今一度言う。今は何が起こるか予断を許さぬ時。今この時より、始めるぞ」

「「承知！」」

　応こたえたのはマヒロ、そして勇者らの間を縫ぬって飛び出したジェス。

　しかしジェスの左腕がマヒロへと伸のびると同時、マヒロは床ゆかを蹴けり、王の眼前、黒こく檀たんのデスクへ飛び乗っていた。ジェスの手は辛かろうじてマントを摑つかむが、マヒロは留め具を外し、そのままもう一蹴り。王の頭上を跳ちよう躍やく、勢いのまま大窓をぶちやぶってテラスへと転がり出る。

　我を忘れ啞あ然ぜん、呆ぼう然ぜんとする一同。ただ一人、ジェスだけが追いすがる。

「待ちやがれっ!!」

「はははははっ！　さらばだアケチ君、また会おう！　わーっははははははっ!!」

　笑い声だけを残し、マヒロはテラスの手すりを乗り越こえ……あろうことか、三階の高さから身を躍おどらせた。
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　大きな水柱の上がる音。

「上等だっ!!」

　下を覗のぞいていたジェスが、同じく手すりを飛び越える。大きな水柱の音、もう一つ。その頃ころにはエーデルワイスが卓たく上じようの受話器を取り、手早く内線を回していた。

「……わたくしです。全詰つめ所しよへ緊きん急きゆう通達、マヒロ殿下が脱だつ走そうを計りました。至急城内と城下の全出入り口を封ふう鎖さ、検問を張り、見つけ次し第だい捕とらえなさい。生死は問いません」

「いやっ!?　問う、問いますエーデルワイス様っ！　さすがに死んだら意味がありませんしっ！」

　パリエルが肩かたを揺ゆするとエーデルワイス、受話器をそのまま置いてしまう。

「この程度で死ぬようなら、最初から紋もん章しようの回収など不可能です」

「なんで決め付けるんですかっ!?」

　すぐにパタパタパタ、と控えめな駆かけ足の音が廊ろう下かに聞こえてきた。ノックのあと、粛しゆく々しゆくと入ってきたのは……しかし、手に手に箒ほうき、モップ、フライパン、さすまたからロープまで……完全武装したメイドたちだった。

「エーデルワイス様。王子狩がりの準備、万ばん事じ整いました。指示を願います」

　この規律のよさを見ると、仕事が違ちがうとはいえ近衛このえと同じ侍じ従じゆう隊なのだと痛感する。

「目標はそこのテラスより泉に落下。現在、隻せき眼がん、隻せき腕わんの勇者が追つい跡せき中です。一班は彼を全面的にバックアップ。二班はエーデルワイスの名を使い、城内衛兵の指揮を執とりなさい。三班、四班は城下に出て同じく検問。二十分以内に成果が出ない場合は城下へ逃とう亡ぼうしたものとみなし、全隊はローラー作戦へ移行します。連れん絡らくを密に。以上です」

「「「はっ、かしこまりました。侍従隊の威い信しんに懸かけて」」」

　そうしてまた粛々と頭を下げると、パタパタと静かな、しかし素す早ばやい駆け足で行ってしまった。頭痛でもしたようにこめかみを押さえ、カイエンが聞く。

「……エーデルワイス殿どの。事は聖せい魔ま杯はい絡がらみということを忘れたか。あまり派手にやるのは……」

「これはこれは。カイエン宰さい相しようともあろうお方が、何を甘いことを。捕まえ、口を封ふうじてしまえばよい話ではございませんか」

　なんか、すっごく不ふ吉きつなことを言っているような気がしてならない。

「これで殿下も、陛下の予想される最悪の事態がいかなるものか、身をもって思い知ることでございましょう。……パリエル」

「えっ？　は、はい、エーデルワイス様……」

「何をぼうっとしているのですか。あなたも早く王子を追いなさい。何のための護衛です」

　それは護衛の仕事と違う気が。

　そしてまたこの国のあまりにかけ離はなれた異文化が、理解し難がたいのだろう。勇者たちは破られたテラスへの大窓を見て、エーデルワイスを見て、なんの冗じよう談だんかと王を見て。

「……行かぬのか。マヒロはその方法を述べ、私はその開始を告げた」

　我に返ったように、一いつ斉せいに執しつ務む室を駆け出していく勇者たち。あっという間に室は閑かん散さん、それからエーデルワイスも深く一礼。

「では陛下、わたくしも指揮を執るべく行って参ります。朗報をお待ち下さい」

「あ、待ってくださいエーデルワイス様！」

　彼女を追って、パリエルも。残ったのは、座ったままの王と、傍かたわらに控ひかえる宰相。破れた窓ガラスを片付ける、なぜかメイドではなく近衛騎き士したち。

「カイエンよ」

「はい」

「我が国に限ったことかも知れぬが……女とは、恐おそろしい生き物だとは思わぬか」

「恐らくは陛下。我が国というより、エーデルワイス個人が恐ろしい生き物なのでは」

　目を伏ふせ唸うなる王の後ろを、テラスからの風がぴゅうと吹ふき抜ぬけていった。
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（くそっ、なんてヤツだ……アホ王子が！）

　マヒロの後ろ姿を、ジェスは必死で追いかけていた。テラスから降り、裏庭の森を抜け、大外を回って前庭へ。

　あのとき王の気配から、不意を突ついて開始の合図があるだろう事は予測できた。だから声と同時に脚あしを前に、手を伸ばしていた。

　だが思えば、それが既すでに最大の失敗だった。マヒロが逃にげたのは、予想外の入り口から離れる方角。しかもあろうことか、親子とはいえ国王の机き上じように足をかけ、その頭を跳とぶ無礼を犯おかしての逃とう避ひ行こう。全く意表を突かれた。唯ゆい一いつ摑つかんだマントをあの瞬しゆん時じに脱ぬがれたのも、こちらの動きを予測してのことだったのだろう。

　噂うわさに聞いていた以上のアホ王子だった。だが、あれはただのボンクラとは違う。ただの温室育ちなら、鋭えい利りなガラス片へんを被かぶってまで窓を破るはずがない。ましてやあの高さから、危険を顧かえりみず飛び降りられるはずがない。

　そして言うだけのことはある、この逃げ足。

（またかっ……！）

　木の下、足に何かを引っ掛かけたかと思うや否いなや、大きな金ダライが降ってくる。払はらい除のけようとすると、その意識が上に向いた隙すきを突くように足場が消え失うせ、浮ふ遊ゆう感かん。

　落とし穴。後、金ダライの洗礼。

「わは！　わはははは！」

「舐なめやがって……！」

　その程度は何のダメージにもならない。ダメージでなければ、いくらでも追うことはできる。ジェスは一飛びで落とし穴を脱だつすると、

「うおわっ！」

　驚おどろき逃げるマヒロを再び追い始めた。




　　　　◆




「待ちやがれっ！」

「言う前に捕つかまえてみろ丹たん下げ左さ膳ぜんっ！」

　実のところ、マヒロもかなり必死だった。まず第一にあの勇者、本当に飛び降りて追ってきた。ここまで至る際、メイドたちが着き替がえている最中の控え室へ飛び込んだのだが、悲鳴など耳に届かず、裸はだかなど目にも入らず。

（いや、これはまずいかな……!?）

　予想外だ。さすがあの話の流れで、聖せい魔ま杯はいをよこせだなどと抜かすだけのことはある。まったくもってイカレている。しかも城内に弄ろうした程度のヌルいトラップでは、寸すん暇かの休きゆう憩けいを得る程度にしか使えない。彼が落とし穴から上がってくるまでの一呼吸分、足を休めるだけだ。

　前庭まで逃げてきて、いつも通り開放された城門、跳はね橋ばしが目に入る。

（よし！）

　腹を空すかせた野犬の如ごとく食い付かれていたおかげで抜け道が使えなかったが、ここまでどうにか、五分もかかっていなかった。エーデルワイスの性格を鑑かんがみれば、そろそろ全面封ふう鎖さが敷しかれる頃ころ合あいだ。

　彼女の無茶な命令ならば、一いつ般ぱん兵士は一～二分は戸と惑まどうはず。その後腹心のメイド部隊が動き出し、徒かちで命令が浸しん透とうするのに三～四分。それを過ぎれば全面アウトだ。それまでにあの城門を抜け、城下へと姿をくらます必要がある。

　一瞬振ふり返る。差はほとんど開いていない。ここまでの手、使いたくはなかったが止やむを得ない。マヒロは走りながらそのまま城門脇わきの衛兵に駆かけ寄った。

「お、王子!?　どうしたんですか、ずぶ濡ぬれ……というか、たった今エーデルワイス様から王子を」

「助けてくれ！」

　何からとは言わず、マヒロは黙だまってジェスを指差した。瞬間、察して目を見開いたジェス。両者濡れ鼠ねずみ、全力疾しつ走そう、そして互たがいの鬼き気き迫せまる表情。まさか鬼おにごっこの最中と思う者など、いるはずもない。

「なっ……貴様のそのなり、おかしいとは思っていたが勇者などただの騙かたりか！」

「出合え、王子のお命を狙ねらう不届き者だ!!」

　城門脇の詰つめ所しよから瞬またたく間に数十名、他国よりの警備兵も含ふくめ、ジェスの行く手を壁かべとなって遮さえぎった。

「待てっ、てめえマヒロ！　放せ、放しやがれっ！」

「こらっ、大人しくせんか！」

　マヒロはその様子を振り返り、ようやっと一息。

「……悪く思うな。まだ、捕まるわけにはいかないんだ」

「マヒロぉっ!!」

　怨えん嗟さにも似た声を背に、マヒロは逃げる。城外へ。

「待った！　待ったー！　ストーップ!!」

「大だい丈じよう夫ぶか、ジェス!?」

　間かん髪はつでやってきたパリエルとリーゼルたちの声。だがその誤解が解ける頃には、マヒロは既すでに何処いずことも知れぬ無む尽じんの街中へと消えていた。
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　その日の夜。

《定時》

《こちら風一号。なんもない》

《同じく二号。暇ひまだぁ……ふわわ》

「……おい。お前ら。仕事してるか？」

《ないものはないんだから仕方ない》

《そう言うお前こそどうなんだ》

「……。」

《ほら見ろ》

「いや、今朝方城下へ逃げたとかいう王子はどうした」

《またあのアホ王子か……？》

《いい加減にしろよアホ王子……》

《ったく、下らん騒さわぎばっかり起こしやがって……》

《俺たちはてめえの監かん視し員いんじゃねえんだぞ……》

《せめて年頃のお姫ひめ様だったらなぁ……》

《そうだそうだ、アホのガキでは気合も入らん……》

「……。いや、こっちも気持ちは同じなんだが……そのくらいしか仕事ないだろう。仕事しろよ」

《こちら特六号》

「お？　あんたか。久しぶりだな」

《やあ特号、何か面おも白しろいことでもあったか？》

《それとも聞きたいことか？》

《後者だ。朝から王子が帰っていないらしい。情報はあるか》

《……いや、こっちでも城下の西の区画へ向かったらしいということ以外、消息がつかめていないな》

《そういや今日に限って、侍じ従じゆう隊の連中がやけに血ち眼まなこになっていたが……》

「特号……まさかとは思うが、勇者どもがうろついていたのもそのせいか？」

《ああ。ことは聖せい魔ま杯はい絡がらみのようだ》

　息を吞のむ気配。

《念のため、連れん絡らくしておく。動きがあり次し第だい、また連絡する》

《一号了りよう解かい》

《二号了解》

「……大したもんだな、特号。あんた、どこに潜ひそんでいる？　城じよう郭かくの内部か？」

《悪いが、風の噂うわさに過ぎない》

「……ああ、そうだ。そうだったな。変なこと聞いて悪かった」

《いや。通信終わる》




　　　　◆




　果たして、本当に王子は消えてしまっていた。日中、勇者とメイドたちがかなり捜さがし回ったというが、朝が早かったこともあり、目もく撃げき証言もほとんど得られていないらしい。夜間の活動ではさすがに他国どころか、国民を不安がらせるということで、捜そう索さくは一時中断。翌朝から再び開始されることになってはいるが……。

　通信機を髪かみの後ろへ隠かくす頃、宰さい相しようの執しつ務む室に小さな拍はく手しゆが響ひびき渡わたった。

「いや、さすがだね。それでいい。そうでなくっちゃ」

「……王子……？　戻もどられていたのですか」

「今帰ったところだよ。ちょっと入り用でね」

　そう言ってカーテンの後ろから現れた彼の服装は、出て行った時のものと違ちがい、吊つりズボンにくたびれたジャケット、つば付き帽ぼう子しを被かぶった、ごく平へい凡ぼんな少年の姿だった。このまま新聞を売っていても、何ら違い和わ感かんはあるまい。

「入り用……？　まだ隠れるおつもりですか」

「もちろん。父上から期限を聞いていないからね。このままのこのこ戻って、はい捕つかまった……ではシャレにならない」

　常識的に考えれば、一国の王子が全くの行方ゆくえ知れずという方が、よほど洒落しやれになっていない。いや、しかし……それをそうと思わないから、彼は彼なのか。

「僕はこれから、絶対に捕まらないところに隠れる。それでも捕まるって言うなら、これはもう諦あきらめる他ほかない……そう自分を納なつ得とくさせられる所にね」

「……それを、私に言いに来たのですか」

「うん、そんな感じ。さすがにこの状じよう況きようからノーヒントじゃあ、つまらないしね」

　マヒロが差し出したのは、一通の手紙。受け取り、裏を返した封ふう蠟ろうには剣けんに絡からむ蛇へび、ミスマルカ王家の家か紋もんが捺おされていた。

「食い下がるような勇者がいるなら……ま、それはそれで大したものさ。仲良くなっておいて損はない」

　カイエンは視線を上げた。

「現時点では、本当に勇者など必要ないと？」

「コトがコトだ、あまり外部の人間を混ぜたいとは思わないよ。エーデルワイスと……パリエルが使えるなら、それでいいんじゃないかな」

　噂が事実であれば、エーデルワイスはかつて帝てい国こくの特級侍従隊を率いていた最高クラスの暗殺者だ。自然、その手の輩やからの対処法も心得ているだろう。パリエルにしても、伊だ達てに一人で護衛をこなしているわけではない。中原に限って言えば五指に入るだろう腕うで利きき。先だってはレイナーに惨ざん敗ぱいしたが、あれはリーゼルに匹ひつ敵てきする大陸級の五指。そうそう現れる手合いではない。
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「でも大体が僕は、勇者なんて連中は好きじゃないんだ。光や正義なんて言葉で暴力を正当化する、思考の停止したような奴やつらだから」

　カイエンは失しつ笑しようを余よ儀ぎなくされる。

「さすが王子、痛つう烈れつですな。せめて楽しい結末を期待していますとも」

「まあ、それはそのときに君が決めてくれ。案外、呆あつ気けない結末かも知れないけどね。じゃあこれで」

　マヒロはカーテンの裏へ。普ふ通つうに窓を開けて縁ふちに足をかけると、ちゃんと窓を閉め。ただしそれら動作に一いつ切さいの音は立てず。どこへやら行ってしまったのだった。
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　明くる朝、宰相によってホールに集められた勇者一同へ、一通の封書が渡された。

「……ことほど左様に、勇者とは人の不幸をその花とするヤクザまがいの輩やからであり、その精せい鋭えいたる君たちこそ、正義という言葉を免めん罪ざい符ふ代わりとするだけの外げ道どうに他ならない」

　リーゼルが代表して読み上げるその手紙を、パリエルはカイエン、エーデルワイスと一いつ緒しよに聞いていた。

「よってやはり君たちに聖せい魔ま杯はいを譲ゆずる気は毛頭もなく、余はこれから絶対に捕まらないところに隠れる。しかしせっかくミスマルカを訪おとずれ、酒場、宿屋、その他我が国の商業施し設せつ等で少なくない外貨を落としてくれた君たちである。そこにのみ国を代表して感謝の意を表し、こうして手紙でヒントを残すことにした。捕まえられるものなら捕まえてみろ、ばーかばーか…………ひどいなこりゃ。あいつ、そんな風に思ってたのか？」

　読み終えたリーゼルが俯うつむきがてらに頭を搔かく。温おん厚こうで知られる彼だからこそそんなものだが、他の勇者とそのお供には、アホ如ごときにコケにされた怒いかりがふつふつと込み上げている様子。

「ふん。何が絶対よ、下らない。こうなったら私たちこそ絶対に捕まえて、何が何でも吠ほえ面づらかかせてやるんだから！」

　シーナが続きを促うながす。

「それでリーゼル、ヒントっていうのは……!?」

「ああ、待ってくれ……暴力を信じる愚おろか者どもへ告ぐ、言葉こそ人の世の真理と知れ……？」

「……それだけ？」

「ああ。他には何も……」

　受け取ったシーナが便せんを裏表、隅すみ々ずみまで睨にらみ付けるが、やはりそれだけらしい。以降、勇者たちはあの文が怪あやしいだの、この文を読よみ替かえろだの。

　パリエルの口からは自然と不平が漏もれた。

「もうカイエン様、あの手紙を渡しに来たときにでも呼んでくれるとか……」

「呼ぼうとも思ったが、私の部屋の窓まで破られたのではかなわん。王子としても、それを見み越こして私のところに無事を伝えに来たのだろう。エーデルワイス殿どののところでは、結末は火を見るよりも明らかだ」

「お褒ほめに与あずかり光栄でございます、カイエン宰さい相しよう」

　褒められてないです、エーデルワイス様。

「ですが気になりますね。絶対に捕つかまらない所……そこまでの安全を確信できる所となれば、逆に限られそうなものですが。カイエン宰相は、それが何処どこかは？」

「さて、どうだろうか。最初は件くだんの通路かとも思ったのだが……」

　彼が言っているのは、ルナスたちとの戦いで使用した隠かくし通路のことだろう。マヒロはその通路は無数に広がっているようなことを言っていた。ならば確かに、おいそれとは見付からないだろうが……。

　パリエルはふと、近くにいる二人に目を留めた。昨日マヒロにやり込められたジェスと、そのお供らしいシスター。勇者の輪から外れての会話が聞こえてくる。

「汝なんじはわかった？」

「わかるか。探たん偵ていじゃねえんだ……しかしわかる奴なら、相当絞しぼり込めるんじゃねえか」

「……？　どういうことよ」

「絶対に捕まらねえ場所なんて、そうそうねえだろ。そこまで安全なら、逆に限られそうなもんだ。違ちがうか」

「……おお。そりゃそうね、冴さえてるじゃない我が勇者。で、で、その心は？」

「わかる奴ならって言っただろうが。オレは知らねえ」

　どうやら他の勇者たちも、そこまでは考えついている様子。ただ、昨日唯ゆい一いつマヒロに追いすがったジェスのみが、もう一つだけのヒントを持っていた。

「いや……」

　他の者たちのざわめき程度で搔き消えてしまいそうな、小さな呟つぶやきに、パリエルは耳を傾かたむける。

「……まだ、捕まるわけにはいかねえ……か」

「我が勇者、王子がそう言ったの？」

「逃にげられる間ま際ぎわにな」

　確かにおかしな話だ、パリエルは思った。まだ、ということは……時間が経たてば捕まってもいいということ？　勇者選せん抜ばつは城を抜ぬけ出すための口実に過ぎず、真の目的は他にある……。

「あとは……なんだっけ。言葉こそ人の世の真理と知れ？　やっぱりこれが怪しいと思うんだけど、汝はどう思う？」

「なんでオレにばっかり聞く。お前の方が学があるんだろう」

「あら、わかる？　やっぱりあたしくらいのスーパーシスターになると、内面から滲にじみ出すような知性が……」

「アホかてめえ」

　シスターがむくれて肩かたをすくめた。

「はいはい、どうせ修道院しか出てないわよ」

「オレより上等だ」

「可愛かわいげのない。でも素す直なおに受け取れば、力ちから尽ずくじゃなくて言葉で通れるようなところ……ってことでしょ。旧文明の生きた遺い跡せきの中には、声で開く仕し掛かけの扉とびらもあるって聞いたわよ」

「音声認にん証しよう……？　この近くにそんなハイテクの遺跡があんのか」

「知らないわよ。っていうか汝、おんせーにんしょーだなんて難しい言葉、どこで習ったの。うーん……その王子様、ただのアホと違うのかしら？」

「ああ。あれはただのアホじゃねえ」

　エミットがきょとんと、次に嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「へぇ。汝、人を褒めることがあるのねぇ。とってもいいことよ」

「褒めちゃいねえよ。あれはアホなんて上等なもんじゃねえ。たぶんイカレてやがる」

　そのとき、この国の衛兵がホールへ飛び込んできた。

「宰相！　カイエン宰相っ……！」

　その姿を見付けるなり駆かけ寄り、耳打ちする。

「……間違いないか？」

「は、それが何なに分ぶん日の昇のぼる前のことでしたので、その者も定かではないと申すのですが……しかし、万が一ということも。無論、城内に王子のお姿がございますれば問題は……」

「わかった、このことは口外無用。下がれ」

「はっ」

　宰相は少しの間、考え込んでいたが……。

「諸君、しばらくここで待機願いたい。エーデルワイス殿、パリエル」

　一度手招きし、二人と一いつ緒しよにそのまま退室。耳ざとい者、勘かんの良きもの、それだけで何の話かはおおよその察しを付ける。

「さてさて、何があったのかしらっ」

「なんで嬉しそうなんだ」

「人の不幸が勇者の花ってね。そういうのに疎うといから、我が勇者はＥランクのままなのよん♪」
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　会合が始まる前の寸すん暇かを縫ぬって、カイエンは先ほどの報告を王へ伝えた。明け方近くにミスマルカへ帰ろうとしていたハンターが、王子らしき少年を含ふくむ二人組を見たという。通りすがりに二、三、話したことによれば行商で、景気の良いラズルカへ向かうとのことだった。

　緩かん衝しよう地帯を挟はさみ、帝てい国こく軍ぐん陣じん地ちと睨にらみ合っている軍事大国、それがラズルカだ。

「……どう思う、カイエン」

「可能性は極きわめて高いように思えます」

　カイエンもまた一月前のマヒロを、間近にしていた一人だ。一いつ切さいの暴力を否定し、ただ一人の犠ぎ牲せいも出すまいとルナスに対たい峙じした彼の様子を思い起こす。

「過日、王子は民たみを犠牲とせぬために、城下、城じよう郭かく、その他一切を犠牲にする覚かく悟ごでおられました。いえ、結果的には犠牲となるはご自身のみ、と……そう決めておられたようでしたが」

「此この度たびの場合は、連合盟主の子息としてのお立場がございます。あるいはそれを振ふりかざすおつもりかも知れません。この戦いくさをお止めになるために」

　エーデルワイスの言に、カイエンは静かに首しゆ肯こう。王は側近二人の言葉を聞き終え、目を伏ふせたまま重い息を吐はいた。

「……酔よっているのかも知れぬ」

「酔っている……王子が、ですか？」

「そうだ、パリエルよ。あるいはそなたらも。絶対的な窮きゆう地ちの中、起こるはずもない奇き跡せきが起きる。誰しも、一時は心震ふるわせるであろう。あるいはそれをまた望むのは、無理なきことかも知れぬ。だが、それを……己おのれ自身が引き起こしたと勘かん違ちがいしてはならぬ」

　王の目は、とても厳しいものだった。

　だが確かに、そうだったのかも知れない。本当に一から十まで、マヒロの思おも惑わく通りだったかと聞かれれば……あるいは一分の運が絡からんでいたかも知れない。ならばその部分が奇跡の要因だったのかも知れない。

　そう、奇跡。運の多少はともかくも、奇跡が起きたと呼ぶに相応ふさわしい劣れつ勢せい、窮きゆう状じようだったことに違いはない。

「しかもそれが初戦であればなおのこと。ルナス皇女に打ち勝ったことを過信し、驕おごっているだけかも知れぬ」

　だとすれば、本当によくある話だった。最初が上う手まくいったから、なんだこんなものかと考えが甘くなる。それを引きずったまま次戦に臨のぞめば、待ち受けるものはただ一つ。

　手痛い敗北だ。

「……申し訳ありません、陛下。昨夜引き留めなかった私の不徳です」

「いや、そなたに罪はない。あれに選せん抜ばつの方法を選ばせ、それを認めたのはこの私だ」

　思えばこの王。息子むすこに対し、あまり感情の機き微びを見せない人だった。ただじっと運命の行く末を見み据すえるよう。

「カイエンよ、危き惧ぐすべきはどの国と見る」

「まずはゼムンでしょうな。次に共和国。かの国は相変わらず態度がはっきりしません。ペルグルンも野心が深い……ですがラズルカに向かったという情報が正しかった場合、最も危険視すべきは他ほかならぬラズルカです。あの国は王権争いによって、不安定な情勢が続いています。王子の存在が何らかの起き爆ばく剤ざいとなりかねません」

「そんな……やっぱり、そうなんですか……？」

　パリエルの疑問を否定する者はいなかった。帝国のみならず、仲間内にまでそれだけの敵がいる。

「……陛下。念のため、軍を」

　宰さい相しようの具ぐ申しんに、王は首を横に振った。

「捨て置け」

　これにはカイエンも驚おどろいた。

「なんと……？」

「あれが何をしでかすつもりかはわからぬが、ならばせいぜい利用させてもらう。そなたとエーデルワイスはありのままを勇者らに話し、この国を出立させよ。よいな」

「はっ……ならば仰おおせのままに」

「かしこまりました、陛下」

　パリエルは一歩、進み出る。

「では王様、私も行かせてください！　出立の許可を！」

「……そう申してくれるか。息子がまた迷めい惑わくをかける。すまぬな」

「いえ、護衛として、近衛このえ隊の名に懸かけて！　必ずや王子を連れ戻もどしてみせます！」
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　パリエルは厚手の旅用衣服に、胸当て、手しゆ甲こう、具ぐ足そくを巻いた冒ぼう険けん者風の軽装で馬車の御ぎよ者しや台だいにいた。

「馬の扱あつかいも慣れたものじゃないか」

　笑顔えがおで言ったのは隣となりに座る馬車の持ち主、リーゼルだった。勇者と違って供を加えるわけにもいかないパリエルは、彼の厚こう意いによって供にしてもらったわけである。

　ラズルカという場所がわかったとなれば、気の早い者らは既すでに馬を飛ばして街を出ている。パリエルも急ぎめの手た綱づなで、城下の大通りを真っ直すぐ南に向かっていた。

「はい、騎き士しらしいことは一通り教えられましたから。魔ま法ほうはからっきしだめですけど」

「ははっ、気にすることはないさ。パリエルの剣けんの腕うでは、本当に大したものなんだから」

　すごい人に褒ほめてもらえると、素す直なおに嬉うれしい。

「え、えへへ、そうですか？　でも、まだまだ全然、リーゼル王子の足元にも及およびませんし……」

「……パリエル、代わりましょうか？」

　背後から、二人の間を割ってシーナが言ってくる。

「え？　いいよ別に、まだ全然疲つかれてないし」

「い、い、か、ら」

「わ、ちょっとシーナってば！　うわわぁっ!?」

　裏投げの要領で荷台に引きずり下ろされ、シーナが取って代わった。そして振ふり返ってパリエルを一いち瞥べつ。

「……。ふんっ」

（な、なんだろう……激しい敵意を感じる……）

　ああ、そうか。自分はあのマヒロの護衛だ。坊ぼう主ずにくけりゃなのだろう。いきなり正室だ側室だとからかわれた上に、今朝のあの手紙……当然の反応かも知れない。一いつ緒しよに行きますって言ったときも、なんか良くない顔されたし。

　パリエルが身を小さくしている間に馬車は城下を抜ぬけ、街かい道どうへ至った。特とく徴ちよう的な二人連れが目に留まったのは、そんな時。片やは隻せき腕わんの白しら髪が頭あたま。片やは十字を乗っけた身の丈たけのロッドを手にする、お下さげ髪がみのシスター。

　ついでに悲鳴が聞こえてきた。

「ちょ!?　汝なんじ、ラズルカってここから三つも下の国よ!?　汝いいかもしんないけどあたしやだぁ！　歩くのやだぁ!!」

「だったら付いてくるんじゃねえ。どうせ行き先は同じだ、何でも乗って先に行ってりゃいいじゃねえか」

「うぇーん。汝、冷たくする事なかれぇ……」

「……大体何でオレに付きまとう。他ほかにまともな勇者が、いくらでもいただろうが」

「知らないわよ、天のお告げなんだから。ま、今となっては汝のまともじゃないところも気に入って……」

　そんなタイミングで、二人の横に並んだ。

「ちょ、ちょっとリーゼル。何で止まるのよ……」

「いや、困ってるみたいだから……」

　不服そうなシーナを他所よそに、リーゼルが横行く二人に声をかけた。

「おい、ジェス。何やってるんだ」

「アホかてめえ。歩いてるに決まっんぐ」

　ジェスの口を塞ふさいだシスターが、ものすごい勢いで詰つめ寄ってきた。

「ですよね!?　ですよねーっ!?　さすがＳＳ、神さま仏さま光の御み子こさま、汝いいところに気が付いた!!　我が勇者歩いてラズルカまで行くって言うの、乗せてっ!!」

　圧あつ倒とう的迫はく力りよくに気け圧おされたようなリーゼルが、おずおず頷うなずく。

「あ、ああ……それは別に」

「リーゼルったら……」

　困っている人を放ほうっておけない、そんな彼の性格をわかっているのだろう。肩かたを落とすシーナを他所に、エミットはさっと後ろに回り、乗り込んできた。

「あら。汝、王子様の護衛さんじゃない」

「はい、パリエルって言います」

「あたしエミット。汝、仲良くしてね」

　人好きのする笑顔をした、気さくなシスターだった。

「どうしたジェス。行き先は一緒だろ？」

「……いいのか？」

「って、私に聞くのね。ええ、これが私の馬車だったらお断りするつもりよ。ふん」

　そっぽを向くシーナにリーゼルが苦く笑しようする。

「でもこれは俺が乗ってきたハイランドの馬車だからな。いいから、気にするなよ。旅は道連れだ」

「そうか。悪いな」

　彼が乗り込んだことを確かく認にんして、リーゼルは再び馬車を走らせ始める。誰へともなくパリエルは聞いた。

「ひょっとして……みんな知り合い？」

　シーナが振り返る。

「ええ。ここにいる三人の勇者は、同じ年大だい神しん殿でんで神しん託たくを受けた同期なのよ。もっともあっちの不良シスターのことは知らないし、そこの根暗がどうして勇者なんかに選ばれたかも知らないけどね」

　根暗……と思って視線を戻もどすと、自然とジェスと目が合った。右目の傷も凄すごみがあるが、開いた左目もめっぽう鋭するどい。

「よ……よろしく。私、パリエル」

「ああ」

　それきり。何かいたたまれなくなって、エミットの方を見る。

「気にしない気にしない。我が勇者、ちょっと無愛想なだけだからさっ」

「はぁ。そういうレベルですか」

　身なり外見もさることながら、よく見ればその得物も、誠まことに貧ひん相そうというより他ない。

「ねえ、ジェス君の武器ってその短たん剣けん……っていうかナイフ？　だけなの？」

「……君なんていらねぇ。呼び捨てにしろ」

「え？　いいじゃない別に」

「アホかてめえ」

「あ……アホとは何？　アホとは。あったま来た、絶対君付けで呼んでやる」

　まるで厄やつ介かい者に捕つかまったようなしかめ面つらをして、ジェスは押し黙だまった。シーナが白い目。

「子供の喧けん嘩かね。さすが、あの王子様の護衛ってところかしらね」

「なっ……シーナまで」

「近衛このえ騎き士しか何か知らないけど、私たちから見ればあなたは一いつ般ぱん人なんだから。せいぜい私たちの足を引っ張らないでね、パリエル。あとそっちの二人も」

　このシーナ、随ずい分ぶん好き嫌きらいのはっきりした性格のようだった。公明正大な勇者の象しよう徴ちようのようなリーゼルに、シーナ曰いわく根暗のジェス。同じ勇者なのに、よくこれだけ個性的な面子メンツが揃そろったものだと感心してしまう。

　足の速いサラブレ種の二頭立て。四輪幌ほろ付き荷台に四人五人が乗った程度で、足取りは乱れない。ラズルカまでなら、明日のうちには辿たどり着けるだろう……パリエルが旅の道程をつらつら考えていると、ジェスが言った。

「しかしいいのか、リーゼル」

「……お前もしつこい奴やつだな。もう乗ってしまったんだから気にするなって」

「そうじゃねえ。あの城の、話し合いだかなんだか……よく知らねえが」

　瞬しゆん間かん、リーゼルの横顔に翳かげりが差したようだった。やはりあの会合のことを気に病やんでいるのだろう。自分など、カイエンたちから聞かされた話だけで嫌いや気けが差したのに、彼はそんな場所で戦っていた。

「……ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんとミスマルカ王に断ってきた」

「なんかあったか」

「……？　どうしてだ？」

「お前のそんなツラ、初めて見たが」

　シーナも言う。

「私も初めてかも。リーゼルの落ち込む顔なんて」

「こらこら汝なんじたち、そう思うならそっとしとくのが人情ってもんよ」

　パタパタ手を振ふり苦笑するエミットへ、シーナが眼まな差ざしを向けた。

「悩なやみがあるなら、聞いてあげるのが仲間というものよ」

　あー、若いっていいなー。などと小さく呟つぶやいたエミットが、一人ニヤついていた。

　リーゼルが言った。

「……大したことじゃないさ。ただ、その会合でなかなかうまくいかなくてな。欠席なんかして、本当に良かったのか……っていうのもある」

「そんなの仕方ないわ。聖せい魔ま杯はいを蘇よみがえらせるために、リーゼルは勇者として正しいことをしているんですもの。いくらリーゼルが必要とされているからって、体は一つしかないんだから……」

　励はげますようなシーナの精せい一いつ杯ぱいの言葉は、しかしリーゼルの自じ嘲ちようで搔かき消される。

「逆なんだ。俺はあの会合で、これっぽっちも必要とされていなかった……」

「ど……どうして？　そんなはずないじゃない、だってリーゼルは最強の勇者でしょ!?　私たちの希望の象徴なのよ!?　それが必要とされないなんてこと……！」

　深刻な場面に、一人だけ面おも白しろそうな顔をしたエミットがリーゼルの近くへにじり寄る。

「思うにさ、勇者リーゼル。ひょっとして連合ってうまくいってないの？」

「い……いや。そういうわけじゃ」

「何さぁ、言っちゃえばいいじゃない。汝が不当な扱あつかい受けてるなら教団に手紙一通、異い端たん審しん問もん会かいと聖騎士団が出前迅じん速そくよ？　何ならあたしがチクッてあげてもいいしさっ」

「ははっ、あなたは面白いシスターだなぁ……でもほんとに、そんな大おお袈げ裟さな事じゃないんだ。俺は自分の意見を発言しているつもりなんだが……一いつ緒しよに出ているマヒロに言わせれば、どうも俺のは、話し合いになっていないらしい。だったら、寝ねている方がマシだ……ってな」

　あの時の話だ、とパリエルは思い至る。シーナが怒いかり顔になった。

「またあのアホ王子……？　じゃあそう言う彼はどうなのよ。どうせ連合盟主の息子むすこだからって、好き勝手に偉えらそうなこと吹ふいてるだけなんでしょ？」

「いや。それが、ほんとに寝ている」

　そんな人間から寝ている方がいいと言われたのなら、それは……説得力があるんだかないんだか。シーナが手た綱づなを持つ手に、ぎゅーっと力を込めていた。

「……本当にもう、捕まえたらどうしてあげればいいのかしら！」

「えーと、すみません。今度よく言って聞かせますので。拳こぶしで」

　なんとなく謝ってしまうパリエルを、リーゼルはおかしそうに笑った。

「はははっ。まあたったそれだけの話さ。勇者としての俺と、ハイランドの代表としての俺と……その辺が、少し難しいと思ってさ。これからは剣けんの稽けい古こだけじゃなくて、そういうことについても」

「やめとけ」

　ジェスの鋭するどい声に、全員が振り返った。

「最強だろう。なら言葉なんていらねぇ」

　シーナが胡う乱ろんげな声で言う。

「あなたね。リーゼルが真剣に悩んでるのに、そんな聞いたようなこと……」

「そう聞こえたなら悪かったな。だがオレも本気で言ってるつもりだ」

　ジェスの視線に、シーナは口を閉とざした。だからリーゼルが聞く。

「……どういう意味だ、ジェス」

「チャンバラやってるときに、無む駄だ口ぐち叩たたく奴はいねぇ。話し合いの最中に、剣を振り回す奴もいねぇ。どっちかしかねえだろう。ならお前が喋しやべってる分だけ、お前の剣は錆さび付いていく」

　虚きよを衝つかれたように、リーゼルは小さく呟く。

「俺の……剣が」

「座って喋れる奴はゴマンといるが、最強なんて呼ばれるのは一人だけだ。神さまからもらった最強じゃねえか。十エツジ字・ザ剣・クロのスソ刃ードを錆び付かせるんじゃねえ」

　リーゼルは無言。そのまま前を見て、遠くを眺ながめ、何を思うのか……答えはしなかった。感心しているのか、驚おどろくようなシーナの顔が印象的だった。エミットが気分よさそうに。

「カッコイイこと言うじゃない、我が勇者」

「師し匠しようの受け売りだ」

　意外そうにシスターが聞く。

「汝なんじ、師匠がいたの。魔法？　剣術？」

「剣術だ。オレの腕うでは一本しかねえ。だから動くときは、攻こう撃げきか防ぼう御ぎよかどっちかにしろってよく言われた。それだけだ」

　中ちゆう途と半はん端ぱな真ま似ねはよせ、ということか。確かに普ふ通つうなら盾たてと剣を持つだけで、それらは自然と役割分担されるわけだが。

「ふぅん、物好きがいたものね。あなたみたいな人を弟で子しに取ろうだなんて。あなた、その身なりでどうやってお願いしたの？」

「それが、よくわかんねえ人でな。勝手に弟子にされた」

　いよいよ呆あきれたように、シーナが肩かたをすくめる。

「……それ、いじめられただけじゃない？　よくいるのよ、そうやって弱そうな人を見付けてはろくすっぽ教えもせず、授業料だけふんだくる剣けん士し崩くずれの詐さ欺ぎ師し」

「あ、私も一度城下で捕つかまえたことあるよ」

　パリエルも思わず頷うなずいた。

「お金だけじゃなくて怪け我がまでしちゃうこともあるんだから、たち悪いよね。気を付けなくちゃだめだよ」

「いや、金は取られなかったが」

　シーナは肩をいからせ、前に向き直る。

「同じことよ。聞けば聞くほど、この世は呆れるような人間ばっかりね。最強の勇者をないがしろにするようなアホ王子に、最弱とはいえ勇者をいじめて師匠を騙かたるような剣士に！」

　エミットが馬車の揺ゆれが心ここ地ちよくなってきたように、あくび一つ。

「あのさぁ、勇者シーナ。汝、そんなに肩かた肘ひじ張ってて疲つかれない？」

「ええ、おかげさまで。あなたのような不良シスターと違ちがって、鍛きたえ方が違いますから」

「そりゃようござんした。で、我が勇者。汝、最弱なの？」

「見りゃわかんだろ。少なくとも最強じゃねえよ」

　　　　[image: ]

　事は急を要するにせよ、オートモービルと違って馬は生き物、休息は必要である。一行は夜半近くに辿たどり着いた宿場町で、宿を取ることにした。時間も時間、下の酒場に客は少なかったが、やはり目立つ。リーゼルとシーナはもちろん、そこにジェスが混じっていることでまた目立つ。

「あなただけね。サインをお願いされなかったのは」

「何さぁ、あたしだってねだられなかったわよ。気にすることないって、我が勇者！　けらけら！　冷え冷えビール超ちようおいしー♪」

　席に着くより先に注文した麦酒ビールを、シスターが一息に嚥えん下かしていく。

「ねえ、ジェス君は何食べる？」

「何でもいい」

　……この根暗は。会話のキャッチボールという言葉を知らないんだろうか。どうせ聞いたところで「知らねぇ」とか言うんだろうな。パリエルはちょっと意地悪な気分になる。

「ふーん、何でもいいんだね。じゃあこの『ザザムシのピリ辛からシセン風タルタル』でもいい？」

　先に飲み物を口にしていたシーナが、軽く噴ふいた。ハンカチで口を押さえて。

「ちょっ……パリエル、あなたねぇ。冗じよう談だんにしてももう少し」

「ああ。食えるだけ有りがてえ」

「「……。」」

　つまらないので、パリエルは普通に地じ鶏どりのローストを、パンとスープと、ジェスの分まで注文する。

「「って、何でちょっと残念そうなのっ!?」」

　シーナと声がハモった。

「そんなにマズくねぇ。それに栄養価が高い」

「ああ、ジェスの言う通りだ。ハイランドでも保存食としてよく食べられているしな。懐なつかしいな、俺も久しぶりに……」

「「だめっ!!」」

　さっさと注文して、パリエルとシーナは女将おかみを追い払はらった。美味おいしいのかも知れないが、うら若き乙女おとめにあの外見はショックすぎる。

「そういえばジェス、お前ミスマルカに来るまでは……今まではどこにいたんだ？」

「そうよね。よくよく考えたら、私もあなたの噂うわさだけはまるで聞かなかったわ」

　エミットも相づちした。

「我が勇者、白はく髪はつ、隻せき眼がん、隻せき腕わんとこんなに特とく徴ちよう的なのに、それが話題になったのは神しん託たくを受けたときばかりだものね」

「ああ。どこかの聖堂や教会に、定期報告にも来ていなかっただろう？　だから、俺はてっきり……」

「私はとっくの昔に、モンスターにでも食べられちゃったかと思ってたけどね」

　シーナの悪態に、リーゼルは諦あきらめ気味な嘆たん息そく一つ。

「あのとき、西域に入ると言って別れたが……まさか、本当に行ってきたのか？」

「ああ」

　西域……魔ま物ものの領域。魔物発生率が数百～数千パーセントに及およぶ場所もあるという、まさに人外魔境。それがたとえ魔人だろうと、到とう底てい、人の住めない地域と言われている。

　だからパリエルもまさか信じられなかったし、グラス片手のシーナが眼まなこを細くしたのも、無理のない話だった。

「……あなた、勇者のクセに噓うそをつくのね」

「だろうな。ああ、こっちじゃ言っても誰も信じねえ。だから言わねえことにしていた」

　話が話だけに、そればかりは強がりにしか聞こえなかった。

「へぇ、面おも白しろいこと言うわね。じゃあどこまで行ってきたのか聞かせなさいよ」

「四七三台地ってところだ」

　……。

「「「は？」」」

「西域を南回りに進むと、そういう場所まで行くことができた。つってもゴミの国ダストカントリーの連中が、そう呼んでただけだ。本当の名前はわからねえ」

　全員で、ジェスを見たままきょとんとなった。

「ジェス君、西域に人が住んでるっていうの？　まっさかぁ……」

「こっちほどじゃねえが、人はいる。犯罪者や、賞金首や、夜よ逃にげや……そういったのが、キャンプを作って点々と暮らしている。その連中を追いかける賞金稼かせぎや、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらうモンスターハンターのキャンプもあった」

　リーゼルが感心したように目を丸めていた。

「噂には聞いていたが……本当にあるのか」

「ああ。だがこっちで言うまともな奴やつは一人もいねえ。みんなどっかがぶっ壊こわれたような連中ばかりだ。だから帰って来ねえか、帰って来れねえかは知らねえが……話が伝わらねえのは、そういうことだろう」

　こちら側でまともに暮らせなくなった者たちの吹きだまり。だから人も、物も、そして話すらも行き交かいはしない。知れずそういう話が流れてくるにせよ、聞いて得する、というようなものでもない。だから広まらない。
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「オレには居い心ごこ地ちのいい場所だった」

　何より、そんな懐かしむような一言が、彼の話に真実味を帯びさせてしまう。いや、彼自身が、自分はそんな連中の仲間だと言っているような。

「けど……お前も勇者なんだから」

「誰もそうは見ちゃくれねえ」

　ひがむような様子もなく、ジェスは腕うでのない右みぎ肩かたを上げて見せる。と……

「ええ。だから身なりに気を付けろって言うのよ」

「シーナ……！」

「いいえ、言わせてもらうわリーゼル。いい、ジェス？　それは人々が狭きよう量りようなんじゃないわ。あなたの場合は自じ業ごう自得なのよ。せめてその傷口を隠かくして、山さん賊ぞくじみた服装をやめるべきだわ。今のままのあなたじゃ、手を差し伸のべようとした人さえも怯おびえさせてしまう」

　ジェスは首を振ふった。

「そんなことしたら、自分がまともだと勘かん違ちがいしてしまう」

「どうしてまとも、まともじゃないと線を引くのよ!?」

　真しん剣けんな叱しつ咤ただった。

「私はね、あなたのそういうところが気に入らないの！　人は皆みな、それを造り給たもうた主の下もとに公平、平等なのよ！　確かにあなたに与あたえられたハンデは、大変な試練だわ。でも、だからって卑ひ屈くつになる必要がどこに……！」

「そうじゃねえ、シーナ」

「じゃあ何!?」

　ジェスの顔付きが変わっていた。

「まともな奴に、魔王は倒たおせねえ」

「また魔王……!?　いい加減に」

「ここ十年のオレらの代じゃ、確かにお前らが最強だろう。だがまともなお前らが、一度でも西域まで入ったのか」

「っ……それ、は……。でも……」

　唇くちびるを嚙かみ、シーナは俯うつむく。

　同時、それを見て我に返ったのか……またただの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻もどるジェス。

「ああ。もちろんお前たちが悪いとは言わねえ。こっち側じゃ、お前たちの力を必要としている人がいっぱいいるんだろう。けどオレにはどうしてもそれができねえ。腕一本じゃ、オレ自身を守るので手て一いつ杯ぱいだ。だったらせめて、オレ自身で守れるオレの命は、魔王を殺すために使いてえ」

「ジェス……」

　リーゼルの声に、ジェスが初めて笑ってみせた。しかも、ただの自じ嘲ちようを。

「もしも魔王がいねえってんなら、オレがぶっ壊れているだけなんだろう。だがまともになって、そんな、いもしない魔王を信じられなくなったら……オレはたぶん、何をしていいかわからねえ。だから、まあ……気休めだが。この格好のことはほっといてくれ。それにこんなナリでも、身軽で気に入ってんだ」

　恥はじ入るように、シーナが俯いていた。

「……ごめんなさい、ジェス。私、あなたのこと少し誤解していたわ……」

「気にすんな。なかなか話す機会もねえが……悪いのは、言わねえオレだ」

（なんていうか……）

　まともなのだ、この勇者は。それもたぶん、お人ひと好よしすぎるほど。

　しかし誤解していたのは自分も一いつ緒しよだ、とパリエルは思った。シーナにしてもこれまで、何をこの高こう慢まんちきと思うこともあったが、悪いと思えば素す直なおに謝れる……素直で素敵な勇者だった。

「でも……やっぱり、なんだか悲しいわね。復ふく讐しゆうだけが生きる目的だなんて。そうだジェス、あなたの国は？　故郷には帰らないの？　家族は？」

「国は滅ほろぼされた。家族と一緒に。髪かみも、目も、腕も……その時だ」

「……ごめんなさい」

　シーナがいよいよ小さくなってしまう。代わって、というよりは妙みような胸むな騒さわぎから。パリエルは自おのずと尋たずねていた。

「滅びた……って？」

「ああ。帝てい国こく領の北西にある、〝エルクレセル〟ってところだ」

　っ……。

「ハイランドの姉し妹まい国じゃないか！　お前、あの国の生き残りだったのか!?」

「大おお袈げ裟さな奴だな。一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしになったわけじゃねえ。だが、そうだな……」

　今度こそ彼は、自嘲ではなく小さく微笑ほほえんだ。

「魔王以外となりゃあ、その国を再建してみてえ」

「え!?　我が勇者、実は王子様!?」

「アホかてめえ。オレのどこがそう見える」

　ですよねぇ、とエミット。

「ただ、行方ゆくえ知れずの姫ひめ様が生きてるらしいって噂うわさを聞いたことがある。その話がもし本当なら、その人に付いて、再建を手伝いてえ……って、それだけの話だ」

　すっかり毒気をなくしたシーナが、笑顔で頷うなずいた。

「いいじゃない、ジェス！　そのためにも帝国に打ち勝つのよ！　あなたの国を帝国領から解放して、そして魔王なんかよりその王女様を捜さがすべきだわ！」

「冗じよう談だんじゃねえ。手がかりは背中に彫ほられた王家の紋もん章しようだけってんだ、そんなの捜しようがねえだろう。魔王よりあてがねえ」

　と言われ、リーゼルとシーナが困った様子。

「う、うん……それは確かに難しいな……」

「そ、そうよね……まさか、女の人の服脱ぬがせるわけにはいかないものね……」

「だがオレが魔王を倒せりゃ……それだけの強さを手に入れて、有名になって呼びかければ……姫様の方から出てきてくれるんじゃねえか、ってな。まあこれも勝手な思い込みだ」

「ですよねぇ」

　……。

「……ん？　なに、汝なんじたち」

「てめえ、それで何なん杯ばい目だ」

「軽く五杯目ってところよん♪」

　……。

「あのさ、シスター。飲むなとは言わないが……そろそろ、やめておいた方がいいんじゃないか？　明日も早いんだ」

「なに甘いこと言ってるのよリーゼル！　やっぱりこの女、まともなシスターじゃないわ！　私前に、こうやってシスターのフリして、勇者や冒ぼう険けん者にたかる詐さ欺ぎ師しを捕つかまえたことがあるの！」

「はあ？　詐欺師？　このあたしが？　汝疑う事なかれって言葉、知らないの？」

「その前に汝飲む事なかれでしょう!?」

「汝飲んでも飲まれる事なかれよ、この異い端たん者！」

「い、異端っ……!?　言うに事欠いて、勇者であるこの私を異端者ですって!?　表に出なさい！」

「おー、やってやろうじゃないのさっ！　たかが勇者の分際でイキがってんじゃないわよ、あんたら神しん託たくの抽ちゆう選せんで選ばれただけだけど、あたしら主のファミリー……！」

　ぎゃーすぎゃーす。

　勇者対シスターという珍めずらしい喧けん嘩かに、少ない周囲の客からは小さな喝かつ采さいが沸わき起こる。

「お、おいジェス!?　どこに行くんだよ！」

「寝ねる」

「寝るって、お前も止めるの手伝ってくれよ！　おい、ジェス！」

「アホかてめえ。ほっとけ、犬も食わねえ」

　ジェスはテーブルを離はなれようとして……ふと目を留める。

「おい」

「……」

「おい、パリエル」

「えっ？　あ、なに……？　ジェス君……」

「具合でも悪いのか」

「……ううん。別に。何でも……」

「ならいい」

　ぶっきらぼうに言うとジェスはさっさと二階の宿へ上がっていき、リーゼルだけが二人の間でぶたれ、引っかかれしながら右往左往。

　夜は更ふけていく。
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　勇者たちが城を発たって二日目。マヒロがその姿を消してから、三日目のこと。議場には、当初より欠くことのなかった姿が二人、見当たらなかった。

「今日もマヒロ王子とリーゼル王子が欠席ぢゃ……ミスマルカの。何があったんぢゃ」

　最初に口に出したのは、ゼムン王だった。他国からの出席者も追つい従じゆうする。

「先日、ずぶ濡ぬれの王子が逃にげるように城を後にした……などというふざけた噂を小耳に挟はさみましたが。もしや御ご子し息そくは、お風か邪ぜでも召めされましたかな？」

　ミスマルカ王の横に控ひかえたまま、カイエンは察する。勘かんの鋭するどい者たちはそれだけで、この国の王が動いたのだと察している。世間話としか見ていないような連中は、度外視してよい。

　さて、我が王はどう出るか。

「のう、ミスマルカの。ワシらは一つの卓たくを囲う仲間ぞ。隠かくし事は無しぢゃ」

「……そうですな。方々を不安がらせまいとも思ったのですが、薄うす々うす感付かれておられる様子。ならば隠し立ては致いたしますまい」

　ついに不動の王が折れたか、と一同に喜色が浮うかぶ反面……切り出し方に違い和わ感かんを覚えた者も多かった。

「不安がらせるとはどういうことぢゃ」

「我が子マヒロが、何者かにさらわれたようです」

　此方こなたより彼方かなたまで、一いつ斉せいの波が走った。いつも皮肉げに笑っている共和国の元げん帥すいまでもが、驚おどろきを隠せずにいる。

「それは事実ですか」

「左様。それが証しよう拠こに同じくして欠席したリーゼル殿どのにおかれてはその武勇を見込み、集つどいし勇者たちと共にマヒロの奪だつ還かんを内々に願った次し第だい」

「選せん抜ばつのためのテストではなかったと……!?」

「事が事だけに、表向きはそう伝えている」

　血相を変えたゼムン王が椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「貴様っ、なぜ今まで隠しておったのぢゃ!?　さらった相手は何者じゃ!?」

「それが未いまだ、私の元へは何の要求もありませぬ。しかし今は城内のみならず、城下までも厳重な警備が敷しかれております。それらを搔かい潜くぐったとなれば、およそ並の郎ろう党とうになせる業わざではありますまい」

「帝てい国こくだ！　帝国に決まっている！」

「なんと卑ひ劣れつな……！」

「……お待ちください」

　いち早く落ち着きを取り戻もどし、言ったのは元帥だった。

「ミスマルカ王のおっしゃる通り、この城は現在、戒かい厳げん令れい下とも呼べる状じよう況きようです。部外者が隠おん密みつに立ち入り、ましてや人ひとりを運び出せるような状況ではありません。となれば……」

　そこでまた、勘の鋭い者たちに懸け念ねんが走る。あるいはこの元帥、その含ふくみを持たせるために、遠回りな物言いをしたに違ちがいない。

「まさか……連合国の中に、か……？」

「馬ば鹿かな……」

　議場は一いつ瞬しゆんにして、全員が全員を敵対視する疑ぎ心しん暗あん鬼きの坩堝るつぼと化す。

「……おい元帥。そういう貴様のところは潔白ぢゃと言い切れるのか」

「わかりません、ゼムン王。我が国は広大、また共和制故ゆえに派は閥ばつも多い。あるいはよからぬことを考える輩やからがいるかも知れません」

　この男、やはり大した器量だとカイエンは感心した。当初はなぜ政治家ではなく、軍人風情ふぜいがこの場に派は遣けんされたかと訝いぶかしんだが……なるほど、下手な宰さい相しよう、大臣よりもよほど立ち回り方を心得ている。

　どの国の犯行かが不明だからこそ、ひとまず煽あおる。ミスマルカ王の不安を揺ゆすってさらなる何かを引き出すためか、あるいは、いざとなれば共和国はそこまでやるという各国への示じ威い行こう為いのためか。ともあれ、敵意を買ってでも、まずはその状況を利用しようという姿勢は驚きよう嘆たんに値あたいする。

（もっとも……）

　真相を知るこちらとしては、何のダメージもないのが滑こつ稽けいなのだが。

「あるいはこれこそが、敵の真の目的かも知れぬ」

　ミスマルカ王の言葉で、狼狽うろたえていた全員が向き直った。

「あえて所在を明かさず、犯行声明を出さぬのは、こうして我らの疑念を煽り、結束を崩くずさんとするためかも知れぬ」

　あれほど不安定であった場が、一息に冷静を取り戻す。

「……確かに。帝国が決戦の準備を進めているこの時期だからこそ、内面から揺さぶる腹か」

「しかしミスマルカの。貴様随ずい分ぶんと落ち着いておるが……いざ何かの要求があったらどうするつもりぢゃ」

「どうもしませぬ」

　ゼムン王が大おお仰ぎように鼻を鳴らした。

「強がるでないわ。確かにしようもないボウズじゃが、貴様のせがれぞ……？　死ぬならまだよい、切り落とされた手足目鼻を送りつけられても、そうしておるつもりか？」

「ではそれを眺ながめながら祝しゆく杯はいを挙げましょう」

　眉まゆ一つ動かさず言ってのけたミスマルカ王に、それぞれに子も孫もあろう年代の出席者たち、愕がく然ぜんとなった。そしてそれは、さすがに事情を知るカイエンも同様だった。

　さらわれたわけではないにせよ、事実、どこぞの手に落ちぬとも限らぬ状況なのだ。

「正気か貴様!?　貴様も人の子、人の親であろうが……!?」

「左様。私はあれの親ではありますが、しかしこの連合の盟主という立場でもある。たかだか子ひとりに、この結束、崩させるわけには参りませぬ」

　聖せい魔ま杯はいを尋たずねられてかわす時と同様、泰たい然ぜんとしたままのミスマルカ王の姿に、老ろう獪かいで知られるゼムン王さえ息を吞のんでいた。

「第一あれは方々も知っての通り、どうしようもない大おお虚うつけ。いくら言っても、城下へ遊びに出るのをやめませなんだ。ならばそもそもがあれの不徳。それがこうして方々に心配され、我々の心を一つにする役に立とうというのであれば、私はむしろそれを誇ほこりに思い、喜びましょうぞ」

　一息。

「故に、心配は御ご無む用よう。盟主である私はいかなる脅おどしにも屈くつしませぬ。方々には今まで通り、心置きなく議論を深めて頂きたい」

「この……、阿あ呆ほうが……！　貴様、疲つかれておるんぢゃ……！」

　何が議論か、とでも言いたげに、ゼムン王が大きな溜ため息いきをつく。

「大筋はもう決まっておる。この数日は形ばかりの馴なれ合いぢゃった。皆みなの者、二、三日は帝国に新たな動きがあるまで、会合は休止しようぞ」

　異を唱える者は一人としていなかった。老王は目を剝むき言い放った。

「ミスマルカの……さっきの言、まともな親の言うことではないぞ!?　少し休むのぢゃ。よいな？　おい宰相！　貴様も何かあったらすぐにワシらにも知らせるのぢゃ、わかったか!?」

「はっ、心得ました」

　そうしてその日の会合は、一時間と経たたずに奇き妙みような終わり方をした。皆が議場を去った後に、カイエンは王と二人。

「どのように見た、カイエン」

「誠まこと、お見事と言うより他ほかありません。各国代表の意思を一点に集約させると同時……ああも頑がん強きような態度を見せられては、今後、連合側から王子に手を出す者はありますまい」

　しかしここで一息。

「……いささか、言い過ぎた感はありましたが」

「そうか。全すべて本心だったのだがな」

　珍めずらしく口元を弛ゆるめながら、王が議長席を立つ。

「陛下……？」

「なに、心配はしている。故に勇者らを信じてもいる。だが万一それでも叶かなわぬなら……あれはそういう話であろう」

　マヒロが蛇へびなら、彼はその蛇の王。人として当然の不安、懸念をも覆おおうからこそ王の仮面。

（……蛇の血族……か）
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　ラズルカ。

「ああ、そんな二人組なら昨日見たかなぁ……大きな荷物抱かかえてるのに、戦場のある南行きの定期馬車に乗ったんだからね。北の方へ疎そ開かいするっていうならわかるけど。行商だって言ってたなぁ」




「ん？　ああ、見かけたよ。あの歳としで行商で出で稼かせぎだなんて感心してね。さあねぇ、今いま頃ごろは兵隊さんたち相手に商売してるんじゃないかな？」




「行商人を捜さがしてるのか？　だったらこの街を出て少し行くと、許可証を発行する受付があるんだ。店を開くんならそこで届出をしてるはずだから行ってごらんよ」




「ひょっとしてあなたたちも、十五歳くらいの行商人を捜しているの？」

「俺たちも、って……？」

　リーゼルはシーナと顔を見合わせる。

「今朝から勇者さんたちが何度か、同じようなことを聞きに来ているから。でもごめんなさい、私たちも色々調べてみたんだけど、こっちでは記録されていないの」

「そうですか……ありがとうございました」

　礼を述べて、二人は受付を離はなれた。

「どうだった？」

「だめ……見ていないらしいわ」

　パリエルに向かって、シーナが首を横に振ふった。

　これよりほんの一キロ先からが、連合軍陣じん地ちである。さすが十万からなる大軍団の駐ちゆう留りゆうするだけあって、広大だった。行き交かう各国軍の様々な制服と甲かつ冑ちゆう姿、軍旗、軍馬、馬車……等々。

　一行がいるのはその手前、民間業者に対してラズルカより開放されたマーケットエリアだった。あちこちから集まった露ろ店てんは種類も様々。手に入らない物はないのではないか、といった有様だから、非番の兵士たちに限らずラズルカの人々も、方々の露店を回り、思い思いの買い物を楽しんでいる。

　まだ、戦争という雰ふん囲い気きではない。

「困ったな。この近くまで来ていることは間ま違ちがいなさそうなんだが……」

　そうして立ち止まっている間に、やはり一様にここに行き着いたのだろう。共にミスマルカを発たった勇者たちが、リーゼルとシーナの姿を見付け集まってくる。情報を交わし合うも、誰彼の話は全てその他の知るところという空から手て。

　ひょっとしたら、既すでに誰かが見付けてくれているのでは……という淡あわい期待がパリエルにはあった。マヒロにはああ言われたが、何より大事なのは彼の身だ。その無事さえ確かめられれば、それで充じゆう分ぶんだと思っていたのに。

　そうして暗あん中ちゆう模も索さくの続く中……。

「おお、なんじゃ。パリエルではないか？」

　聞き馴な染じみのある嗄しやがれ声。振り返ると。

「シュライバン様！」

　眼帯と、樫かしの老木の芯しん材ざいから削けずりだした杖つえはいつも通りだが、戦せん闘とう用の魔ま導どうローブにガウンを纏まとった凜り々りしい出いで立ち。老魔導将軍が威い風ふう堂どう々どう、そこに立っていた。

「わあ、カッコイイですね！　見違えちゃいましたよ！」

「ほっほっほ、そうかそうか。まあのぉ、そなたらのような剣けん士しと違って、魔導師は老いてからが本領よ。まだまだ若い者には負けんわい」

　本当、元気そうで何よりだ。

「ところでそなた、こんな所で何をしとるんじゃ。増ぞう援えんの知らせは受けておらんが」

「あ……えっと、そのことなんですけど……」

　言っても余計な心配をさせるだけかも知れない。しかし彼もまたカイエン、エーデルワイスと並ぶ重じゆう鎮ちんの一人だ。

　そして束つかの間の話し合いを終えた勇者らは再び手分けをするために散り散りに。リーゼルたちはパリエルの元へ戻もどってくる。

「おお、そこにおわすはハイランドのリーゼル王子ではございませんかな？」

「シュライバン将軍！　お久しぶりです、お元気そうで！」

「ほっほっほ。いやいや、また一段とたくましくなられましたな。ご活かつ躍やくを聞く度たびにこの老骨、王子に魔法をお教えできたことを年とし甲が斐いもなく誇ほこらしく思っておりますわい」

　しかしそうして屈くつ託たくなく笑ったのは、ほんの一時。

「しかし……見れば何やら、名うての勇者殿どのが多く揃そろっておいでのようじゃったが。パリエル、密命か？」

「はい、シュライバン様。それなんですが……」

　事の経けい緯いを手短に話す。聖せい魔ま杯はいにまつわる勇者選せん抜ばつのことと、それに際してマヒロを捜していることと。

「ほう……いよいよ城どころか、国を抜ぬけ出されたか。ほっほ、いよいよこれは無理をなさったもんじゃ」

「わ、笑い事じゃありませんよシュライバン様！」

「いや、すまんすまん。そうであったの」

　言いながらもカラカラ笑う老将軍へ、リーゼルが尋たずねた。

「将軍は、ご覧になってはいませんか？　たとえば商人ではなく、軍の中に紛まぎれているということは……」

「さあて、見ておらぬのう……ここに集まっとるのは、各国から選よりすぐられた屈くつ強きような精せい鋭えいばかり。少年兵などおらんし、王子くらいの年格好であればかなり目立つはず……」

　やはり、行ゆき詰づまる。無言のジェスの横で、エミットが言った。

「でも……どうして王子様は、この国に来たがったんだろうね？」

「それは……」

　執しつ務む室で至った結論を、パリエルはまだ彼らには打ち明けていなかった。

「ラズルカは今、いつ決戦が始まるとも知れないような場所じゃないの。そうなったらもう、逃にげるどころの話じゃないし……」

　シーナが顎あご先さきに手をやり、考え込んでいた。

「……今までそんなこと考えなかったけど。私たち、騙だまされたんじゃないかしら？」

「けど……この国に向かったっていうのは、カイエン宰さい相しようからの話だったぞ。それに……」

　リーゼルの視線を受け、パリエルも頷うなずく。

「王様も納なつ得とくした上での話だったから……」

「ううん、宰相が事実を言ってたとしても、じゃあそれを伝えに来たあの兵士は？　兵士に伝えたというハンターは？　大体この国のどこに、絶対捕つかまらないような場所があるって言うのよ」

　そうか、とパリエルは考える。そうして噓うその情報さえ走らせれば、あとは影かげ武む者しやでも何でもこの国に向かわせればいい。あいまいな目もく撃げき情報を元に、こうして一いち網もう打だ尽じんとなるのだから。

「いや……案外、マヒロ王子なら有り得るかも知れんぞ」

「……どういう事ですか？」

　シーナの問いに、シュライバンは首しゆ肯こうで応えた。

「一ヶ月前。この連合軍が結成される、きっかけとなった時のことじゃ。ルナス皇女率いる帝てい国こく軍の先せん遣けん隊は、陛下の策に陥おちいり敗走した」

「その話なら、俺もハイランドで聞き及およびましたが……そのときにマヒロ王子が何か？」

「玉座の間にまで迫せまったルナス姫ひめ相手に、ただお一人で立ち向かわれたのが、あのマヒロ王子だったそうじゃ」

　シーナが不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「光こう輝きの剣けんを相手に……？　勝てるはずがないわ」

「そうじゃな。武力で勝負すれば、そうだったじゃろうな」

「武力ではないとしたら……では、マヒロは何をして？」

「言葉じゃ」

　そう述べたときのシュライバンには、どこか誇らしげな色が垣かい間ま見みえた。だからパリエルも続く。

「本当なんです。私、その場所にいたからよくわかります。あのときの王子は、一いつ切さいの暴力を否定しました。おかしな話になるけど、そのためだったら一切の犠ぎ牲せいを厭いとわない……そういう考え方をする人なんです」

　暴力を嫌きらう。それは彼らだって、あの手紙の文面からもまざまざと読み取れたはずだ。護衛も何もいらぬ、戦うくらいならいっそ逃げるというそもそもの発ほつ端たん。そして手紙の最後に残された最後の言葉、言葉こそ人の世の真理と知れ。

「じゃあ、あいつは……まさかこの戦争を止めさせるために、国を抜け出したと!?」

「うむ……そう考えれば、ラズルカは妥だ当とうかと思うてな」

　リーゼルが続けて問う。

「シュライバン将軍、連合軍の総指揮官はどちらに？」

「それなんじゃが、前線本部はラズルカの宮きゆう殿でん内に置かれておりますのじゃ。いくらすばしっこい王子でも、おいそれとは侵しん入にゆうできんでしょうな」

　軍事大国と呼ばれるほどの国だ。しかも臨戦態勢の前線基地となれば、警備態勢は国家主席の集つどうミスマルカと同じか、それ以上。仮にそうだとしても宮殿は市街地の中心部。ここまで下ってくる必要がない。行商のフリをする必要すらない。

　有り体ていに言えばやはり、「絶対に捕まらない」という条件にピンとこない……。

「……やっぱそういう奴やつだったか。なら決まりだ」

「ジェス？　あなた、何かわかったの!?」

　シーナの喜色。他の者の驚おどろきはしかし。

「あいつが絶対捕まらねえと高をくくった場所だろう。そしてあいつ自身の逃げ足と、オレたちの腕うでを試ためすための最悪の状じよう況きよう。戦争を止めるために、どのみち行かなきゃならねえ場所……」

　挑いどむような炯けい眼がん。

「すぐそこにあるじゃねえか」

　ジェスが向いたのは連合軍の防衛ライン。だが隻せき眼がんは、さらに彼方かなたを目指していた。思い至った瞬しゆん間かん、パリエルは全身から血の気が引いていくのを感じていた。

「ま……さ、か……帝国軍、陣じん地ちっ……!?」
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「ねえ王子」

「エミリオ。余は現在、南海の大商人マヒマヒだと何度言ったら……」

「きみ、アホだろ」

　エミリオは歩きながら、隣となりを歩くヒゲ眼鏡に言った。

「アホとは何だ、失敬な。完かん璧ぺきな変装ではないか」

「いや、その変装もだけどさ……」

　足を止めたエミリオが、額に傘かさを作って眺ながめる先。広大な平野が、彼方に沈しずまんとする夕日の金色に染まっていた。

　それこそが現在、緩かん衝しよう地帯と呼ばれている大ライン平原である。挟はさんで北がラズルカ王国領。南には標高の低い山脈が横たわるが、それを越こえれば、そこはもう帝国領。二人はそんな平原にある、木立に覆おおわれたなだらかな丘きゆう陵りようの上を進んでいた。

「……もう、国境越えちゃってるよ？」

「おー、いぇー。思えば遠くに来たものです」

　腰こしに手を当て、万ばん感かんの思いで一面の夕焼けを望むマヒロ。当然、防衛ラインから南北の往来には連合軍の厳しい監かん視しの目が光っていたが、それはそれ。

　あどけない顔して、さすがグリンデルワルドの腕うで利きき魔ま導どう師しである。エミリオが魔法とアイテムを巧たくみに駆く使しすれば、待機任務に飽あきた一いつ般ぱん兵の目を欺あざむくくらいは造作もないことだった。

「帰るなら今のうちだと思うけどなぁ……」

「馬ば鹿かを言うな、連合側にはじいが出張っているのだ」

「疾しつ風ぷうシュライバンか……確かにあそこまでいくと、さっきみたいな楽な魔法じゃ見破られちゃうだろうね」

　夕日が沈み、大地は黒く、赤い夕焼けだけが空に残る。

「今日はここら辺でキャンプにしようか」

　エミリオがリュックを下ろし、凝こったような肩かたをぐるぐる回す。そしてペンとメモ帳を取り出すと、そこへなにやら走り書きし、周囲を囲む数本の木の幹に貼はり付けていく。

　結界を敷しいているのだ。

「こんな所で？　火を焚たいたら煙けむりで見付かるんじゃ……」

「王子のリュックも下ろしなよ。そっちにカセットコンロが入ってるから」

　マヒロが言われるまま荷を下ろすと、エミリオが中から台つき五徳のようなものを取り出した。

「なるほど。これなら狼煙のろしにはならないか」

「ボンベの値が張るのが難点だけどね。そういうわけで料理はなし。お湯だけ沸わかすよ。夕飯は……」

　さらにごそごそ。

「おお、カップ麵めんではないか……！」

「王子好きだよねぇ、これ。お城じゃもっといいもの食べてるんだろ？」

「キタカタ味は！　余の好物のキタカタ味はあるのですか！」

「はいはい……あるからそんなに興奮しないでよ」

　ヤカンで湯を沸かし、注ぐだけの簡単クッキング。そしてぴったり胃を満たすだけの、最低限の食事。

　食べ終わるとエミリオは毛布に包くるまり、横にはならず木の幹にもたれかかった。

「それじゃお休み」

「ええ～？　もう寝ねるの～？」

「……明日早いんだから。起きないと置いてくよ」

　そう。そもそも、どうしてマヒロが彼と行動を共にしているかといえば、彼の手引きによって帝てい国こくの陣地に向かうからだ。エミリオのように薄うす暗ぐらい商人の中には、国家間のあれこれなど顧かえりみもせず、金のためとあらば平然と国境を行き来する者がある。

　マヒロはそれに目を付けた。そうして連れていってもらう代わりに、荷物持ちのアルバイトなのである。

「枕まくら投げは？　死地並べは？　麻雀マージヤンは？」

「どこのお泊とまり会だよ……枕もカードも雀牌ジヤンパイも売り物だから、手を付けちゃダメだよ」

「ちぇ～っ……」

　大人しくマヒロも寝ね袋ぶくろに入る。エミリオほど旅慣れていないので、せめてもの寝しん具ぐだった。

「エミリオ。結界のメモにはなんて書いてあるんだ？」

「戒かい律りつを破る愚ぐ者しやに制せい裁さいを。制裁を。制裁を。死よ、死よ、闇やみの帳とばりを。私に安息の休きゆう眠みんを。愚者に永えい劫ごうの休眠を。ロソ・ノアレ」

「お……恐おそろしい呪じゆ文もんじゃないか……」

「勝手に出ちゃダメだよ。そのまま入ろうとすれば闇に堕おちるからね」

　まだ日も暮れたばかりというのに、静かな夜だった。虫も鳴かず、木こ陰かげの隙すき間まからは満天の星だけが、うるさいほどに瞬またたいていた。

「ところでさぁ、王子」

「なんだい」

「なんで帝国の陣じん地ちになんか行きたいのさ」

「ちょっと確かめたいことがあってねー……」

　ホゥホゥ。フクロウの鳴く声が聞こえてきた。

「なあエミリオ。何で戦争なんかすると思う？」

「そんなの旧文明の太古から、延々議論され続けてきた問題だよ。答えのない問題。クレタ人のパラドックスって知ってる？」

　クレタ人は噓うそつきだ、とクレタ人が言った。さて真か偽ぎか。

「答えがないってそういうことさ。暇ひま人じんの考えることだよ」

「いや……じゃあ質問変えようか……。君なら、何のためになら戦争したい？」

「金だね」

　ホゥホゥ。

「……聞いた余が馬ば鹿かだった」

「そう言うなよアホ王子。戦争っていうのは商売の理想型なんだよ。せっかく作ったものをろくすっぽ使いもせずに、片かたっ端ぱしから浪ろう費ひしていくだけなんだ。ひたすら需じゆ要ようだけが生まれ続ける、しかも弾はじけることのない、最っ高のバブル景気さ」

「……なるほどね。それもそうか」

　新品の鎧よろいを作っても、着ている人間が死ねばそれまでだ。血ち塗まみれの使い回しを、誰が好んで着るだろう。剣けんだってそう。持ち主が死ねば、それは兵の生きて戦い抜ぬいた証あかしとして扱あつかわれる。何の感情もなく見れば、それらはまだまだ使える剣と鎧なのに。

　多量の鉄筋とコンクリートで構築したトーチカは、ただ魔ま法ほうの一いち撃げきで粉と還かえる。先祖代々暮らせるほどの木材だって、それがやぐらとして組まれれば真っ先に破は壊かいされる。

　そしてまた、それら一いつ切さいを戦線へ輸送するのもタダではない。なるほど、全すべてが動く。大きく動く。人が動けば金も動く。

「ま、僕としてはありがたいよ、戦争は。店てん舗ぽも構えられないほど混こん沌とんとしてくると困るけど、遠い所でやってくれる分には大だい歓かん迎げいさ。出で稼かせぎに行っても、アシが出ることはほとんどないね」

　ふわわ、とエミリオがあくびをする。

　そして一息。

「……無理だよ、王子」

「何が？」

「始まってしまったものはさ。とめられるはずがない。やめられるはずがない」

　寝返りついでにマヒロが見たエミリオの瞳ひとみには、何の色もなかった。

「いや、この戦争はまだ始まってもいない。終わらせられるはずがない。それができるなら、人間じゃないよ」

「……」

「泥どろ沼ぬまはこれからさ。その沼の底に何もかもが沈しずむまで、終わりはしないよ。浪費するための物も、金も、人も。全てが尽つきるまで終わらない。それが戦争っていうゲームなんだから」

「そうだね」

　何の抑よく揚ようもなかったエミリオの表情が、ころっと変わる。笑顔えがおに。

「じゃあ何で行くのさ」

「だから言ったじゃないか。確かめに、って」

「ふぅん……。君が言った勇者、なんて言ったっけ……」

「リーゼル王子のことか？　それともシーナさんか？」

「違ちがうよ、もう一人の。イカレてるっていう」

「ジェスだ」

　ホゥホゥ。

「ジェス……うーん、確か誰かから聞いたような気がしたんだけどね……なんだったかな……」

「そうか？　あんなヘンテコな勇者、活かつ躍やくしていれば余の耳にだって噂うわさが届きそうなものだけど」

「それは仕方ないよ。緩かん衝しよう地帯からあっちとこっち、情報はかなり制限されちゃうからね。レイナー将軍のようなメジャーな将軍クラスなら、ヴェロニカ方面経由でまだしも……勇者じゃあねぇ」

　お手上げ、とでも言いたげに、エミリオは小さく肩かたをすくめる。

　実際のところ。

　今の時代における勇者とは、その程度のものだった。ただ生まれ故郷の村を守るだけの勇者もいれば、貴族や国に、引退後の財を成すためだけに取り入る勇者もいる。魔物や悪党から人々を助けてくれる、正義のヒーロー。

　だから当の勇者たちだって、誰も本気で魔王を倒たおそうなどとは思っていない。そもそも人々が、そんなことを勇者に期待してなどいない。なぜなら魔王を倒さずとも、人は、もう長く、人が住めるだけの充じゆう分ぶんな領域を守ってきた。

　だから勇者など、教団が威い信しんを保つための形けい骸がいでしかないと言う者まである。魔王とは、魔王軍とは、そのために教団によって設定された仮想敵に過ぎないと。

　あの歳としで共和国より中原まで、国々を広く渡わたり、数多あまた名声を得てきたリーゼルなどはやはり稀き代だいの例外。そうした人物もやはり数年に一度、数十年に一度現れるからこそ、その肩書きと紋もん章しように敬意を払はらわれるというだけで。

　勇名は、魔王を倒さずとも馳はせられる。しかして英えい雄ゆうではあるが、後世まで語り継つがれる伝説にはなり得ない。

「エミリオは、魔王はいると思うか？」

「いるよ。なんで？」

　こういうことにあっさりと答えてしまう辺り。

「……神さまは？」

「いるんじゃない？　会ったことないけど」

　エミリオは、もそもそと毛布に首を埋うずめる。

「あのさぁ、王子。もういい加減寝ねるよ……お金の話なら付き合うけど」

「いや、いいよ。余ももう寝る。さすがに疲つかれた……」

「それじゃ、お休み」

「お休み」

　暴力の根源が何かといえば、それを振ふるう者の意思。あのとき、自分はそう言った。逆を言えば意思無き者には、それを振るうことはできないとも。ならば……魔王を倒す意思がなければ、誰も魔王を倒せはしまい。

　彼は言った。

　魔王を殺すと。

　マヒロは考えるでもなく、彼の姿を思い浮うかべていた。
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　その夜、ラズルカ南なん端たんの街にあるとある酒場に勇者たちは集まっていた。簡単な問題だった。ジェスの推察を信じるか否いなかという、ただそれだけの。

　そして……大半はそれを信じようとはしなかった。当然だ。箱入り温室育ちの王子様が、しかも連合盟主の息子むすこが、どんな恐おそろしい目に遭あうかも知れぬ敵の最さ中なかへ、飛び込むはずがないではないか。

　誰かが言った。

「……やめだやめだ、俺は他ほかを当たらせてもらうぜ」

「そうね。もしそうだったとしても、今度は私たちの命が危ないもんね」

　それがきっかけだった。あとはもう、櫛くしの歯の抜ぬけるよう。ある者は捜さがす場所を変えると言い、またある者は掛かけ持ちのクエストの期限が近いからと言い、またある者は戦争のためではなく、魔まと戦うための勇者だからと言い。

　夜も深まった頃ころ、結局残った勇者はリーゼルを始めとした、あの馬車に乗り合わせた五人だけ。何度目かの溜ため息いきをつくパリエルの肩に手を置いたのは、優やさしく微笑ほほえんだリーゼルだった。

「そう気を落とすことないさ。まだラズルカにいないと決まったわけじゃないだろう？」

「そうよ、パリエル。わからないうちからあれこれ悩なやんでたら、いざという時にも力が出ないわよ」

　と、カウンターから温かい飲み物をもらってきたシーナ。その一つを受け取りながら、パリエルは頷うなずいた。

「そ……、そうだよね……？　やっぱり、いくら何でも……」

「どうしてだ」

　人の気も知らず、ましてや不安の種を言っておきながらのその態度に、パリエルは苛いら立だつ。

「だって、普ふ通つう考えられないじゃない！」

「それだけだろ」

　ジェスはそっけなく言う。

「あのときあいつが王様と交かわした条件は、オレたちに捕つかまらねえことだった。だからあいつは、どう逃にげるか、どこへ隠かくれるかじゃねえ……どこだったらオレたちが手出しできねえかを、考えたんじゃねえのか」

「でも、捕まっちゃったら意味ないでしょ!?」

「帝てい国こく軍に捕まるなとは誰も言ってねえ」

「ああもう、だからそうじゃなくて！　常識的に考えて！　そうさせないために私たちを試ためすって話だったでしょ!?」

　ジェスの言葉が冷静であればあるほどヒステリックに否定するパリエル。その肩かたを、痛ましそうな表情のシーナが押さえる。

「ちょっとパリエル、落ち着いて……」

「ろくすっぽ話したこともないクセに、ジェス君は買いかぶりすぎなんだよ！　知ったかぶり！　あの王子はアホなんだから！　そんな根こん性じようあるわけないじゃない！　条件も何も、ただの口約束でしょ!?　命まで懸かける必要がどこに……！」

「根性なんて関係ねえ」

「どういうことよ!?」

　するとジェスは目を細めた。

「あいつは多分、壊こわれてやがる」

「……壊れて、る……？」

　唐とう突とつに何の色も見せなくなったジェスの隻せき眼がんに、パリエルは口を噤つぐんだ。

「似てんだよ……オレが西域で見てきた連中と。そういう連中はよ。お前らのようなまともな連中と違ちがって、生きるとか死ぬとか、そんな大層なもんだと思っちゃいねえんだ。だから命を懸けるのに根性なんていらねえ。博ばく打ちに小こ銭ぜに賭かけるのと同じ気分で、自分の命を払はらえちまう」

　覚えがあるから、パリエルは二の句が継つげなくなってしまった。光こう輝きの剣けんを前に、刃やいばを首に、にもかかわらずあれほど楽しそうに笑うマヒロを知っていた。あれをただ一言で表現しろと言われたら……自分は、何と例えればいい？

「ただのアホなら、何かのために三階の高さから飛び降りやしねえ。何十個もある罠わなの場所をいちいち覚えちゃいねえ。去り際ぎわに、あんな顔で笑いやしねえよ」

　ほんの数分、彼を追いかけた時のことを言っている。だが西域という特とく殊しゆな場所で、そういった人々を多々見てきた彼には、その数分で理解できたのだろうか。

「もっとも……光輝の剣を追い返したってのが、本当だったらの話だ」

「……それ、は……」

　そうだ。相手は一ヶ月前、全すべてを煙けむに巻いて、誰もの意表を突ついてあの状じよう況きようをひっくり返した、あのマヒロだ。城の中で馬ば鹿かばかりしている、いつものマヒロではない。

　思う分だけ、背筋が冷たくなってくる。

「ま、ともあれ……」

　唯ゆい一いつマヒロと面識のないエミットが、ジョッキ片手、先入観なく感想を述べた。

「……我が勇者の考えが正しければ、敵軍の最中というのは確かに最高の条件だわね。有り得ないという意識の外側に身を隠しておきながら、気付いたときには手出しできない場所にいる……」

　シーナが渋じゆう面めんを作った。

「……個人的には、あの王子がそんな策士だったなんて信じたくはないんだけど」

　そんな中、酒場に新たな人ひと影かげが現れた。

「ふむ、まだここにおったか」

「シュライバン様……」

　軍装を解いたローブ姿の老将軍は、一行の近くまで来ると幾いく分ぶん落とした声で言った。

「今しがたミスマルカから連れん絡らくがあった。王はマヒロ王子の不在を、既すでにさらわれたものとして各国の当主に打ち明けたようじゃ」

「さらわれ……た？」

「うむ。既に各国とも、秘密裏りに王子の捜そう索さくを開始しておるらしい……急ぐ気持ちもあるじゃろうが、しばし様子を見ようぞ」

「もういい」

　席を立つジェスに、エミットが泡あわを食う。

「ちょ、ちょっと我が勇者……まさか汝なんじ一人で乗り込む気じゃないでしょうね!?」

「行って、いなけりゃ帰って来ればいい話だ。違うか」

　嗄しやがれた喉のどで笑ったのはシュライバン。

「……何がおかしい」

「なぁに、儂わしの若い頃ころによう似ておると思ってのう。小こ僧ぞう、そのたった一つの目玉でどこまで見える」

　隻眼の老将が、隻眼の少年を笑う。

「……何が言いてえ」

「なまじっか腕うでがあるとのう、余計周りというものが見えなくなるもんじゃ。世の中は自分一人で何とかなると勘かん違ちがいしてのう」

「説教なんか聞いちゃいねえ」

「世の中、人ひとりでは動かんぞ。助け合うという意味だけではない。人は強力な助けとなることもあれば、いかんともしがたい壁かべとなることもある」

　ジェスを見るシュライバンの目が、一息に凄すごみを増した。まさに疾しつ風ぷうと恐おそれられるそれ。

「何もおらんかったで帰ってくるじゃと？　それで貴様、大人しくこの地を踏ふめると思うたか。此方こなたと彼方かなたは、敵同士。向こうの陣じんに向かって無事帰ってくるような者が、怪あやしまれぬ道理はあるまい」

「オレが寝ね返がえるとでも言いてえのか」

「落ち着け、ジェス！」

　リーゼルが鋭するどく叱しつ責せきした。

「戻もどれなくなるということは、当然ミスマルカにも帰れなくなるということだぞ！　お前の目的は何だ!?」

「っ……」

　彼の目的は魔ま王おうを倒たおすこと。そのために聖せい魔ま杯はいを手にすること。ジェスは唇くちびるを歪ゆがめたまま、ようよう乱暴に腰こしを下ろした。

「ほっほっ。まるで野犬のような目をしておるが、いやなかなかどうして、物わかりがよいではないか」

「……くだらねえ。何が戦争だ」

「なになに、文句があるならそれこそ帝てい国こくへ行って申せばよいではないか。仕し掛かけてきたのは向こうさんじゃぞ」

　年の功にはさすがに敵かなわぬのか、ジェスは舌打ちして横を向いた。一応は納なつ得とくしているのだろう。周囲もひとまずほっとする。

「まあそれは冗じよう談だんじゃが、こちら側で王子が見つかったとなれば、それに越こしたこともあるまい。のう、パリエル」

「あ、はい。それはもちろんです……けど」

　さっきの話も、頭から離はなれない。

「シュライバン様は、どう思いますか？　王子は、本当に敵の陣地に行ったんだと思いますか？　小さい頃から、王子のこと知ってますよね……？」

「ふむ。さあてのう。近頃は奇き天て烈れつな言動も増えたが……一つ言えるのは、王子は並々ならぬ優やさしさを持っておられるということじゃな」

　そう、そうだ。そうなんだ。彼は優しい。ジェスの言うような、西域に落ち延びるような落らく伍ご者たちとは違う。壊こわれてなんかいない、まともなのだ。

「じゃが……それだけにな。あるいは本当にあるやも知れん」

「え……？」

「優しすぎるんじゃ。ルナス姫ひめを追い払はらった話も聞いたが、並なみ大たい抵ていの優しさでは、民たみは疎おろか兵まで全すべて逃のがそうなどと思うまい。たった一人で死地へ飛び込み、戦争を食い止めようなどとは思うまい。儂は此度のこと、そこが心配でな……」

「あっ……」

　つまり。

　暴力を否定するというただ一点においては、魔王を目指すジェスと何ら変わりがないのだ。だとしたら、このジェスがマヒロに共感を覚えたのも当たり前のこと……なのだろうか。

「ですが将軍、いよいよこちら側に王子がいないとなった場合は？」

「……おお、そうでしたなリーゼル王子。わざわざ参ったのは他ほかでもなくそのことですじゃ。万一人ひと質じちに取られたとなれば、こちらは喉に剣けんを当てられたも同然。軍は身動きが取れますまい……となれば」

「是ぜ非ひもねえ。王子を連れてくりゃ、そのときは入れてくれるんだろう」

　ふてたようなジェスの言葉に、シュライバンはまた笑った。リーゼルも頷うなずく。

「そのことに関してならば、俺も問題はありません。あいつはマヒロ王子である以上に、俺の大事な友人です」

「じゃあ私も行かなくっちゃね」

　シーナが言うと、どこか意外そうにジェスが返す。

「無理することはねえ」

「Ｅランクのあなたが行くのに、Ｓランクの私が行かないわけにはいかないでしょう？　それに、絶対に捕つかまえてぎゃふんと言わせてやるって、そう決めてるんだから」

「ま、我が勇者が行くって言うのにあたしが行かないわけにも行かないかぁ……」

　冷え冷えビール、ぐびぐび。

「……てめえは来なくていい」

「この流れで何でよ我が勇者っ!?　汝なんじ空気ってもの読める!?」

　そんな四人を見ているだけで、パリエルには希望が湧わいてきた。すごい。このみんなは、本当にすごい。これっぽっちも恐れてなんていないのだから。

「うむ、我が国の王子のためにかたじけない。となればそうと決まるまでの間、ゆるりと英気を養っておいてくだされ。パリエルよ、そなたも方々に恥はじぬよう、立派に振ふる舞まうのじゃぞ」

「はっ、了りよう解かいです！」

　見つけたら、見つかったら、言ってやらなければいけない。誰も巻き込んでいないと思ったら、大おお間ま違ちがいだと。そんな身勝手のせいで、こんなにも皆みなに心配と迷めい惑わくをかけていることを、引っぱたいてでも言い聞かせなくちゃいけないんだ──。







[image: 第四章　自由の騎士]




　　　　[image: ]

　明くる日の午後。山やま裾すそ野のに広がる森の中に布ふ陣じんされた、帝てい国こく軍ぐん陣地。

「行商？　なんでこんなところに」

「さあなぁ。まあ商人っていうのはめざといもんさ」

「ヴェロニカの方から流れてきたそうよ」

「配給とは違うんだよな？」

「何を売ってるのかしら。ちょっと興味あるわ」

「そうだな、行ってみようぜ」

　守り手となる連合側と違い、攻せめ手である帝国側は必然、その動きを隠かくすかのように山裾の森の中に広く布陣していた。その一角にシートを広げ、売り物並べた小さな露ろ店てんがぽつり。なんだかんだで人だかりができている。

「さあさあ、雑貨屋エミリオ本日開店だよー！」

　エミリオが生来の人好きのする笑顔えがおで、広く兵士を呼び込む。

　集まってくる兵士たち、見た感じ、魔ま人じんと人間、区別はされているが入り交じっているようだった。皮かわ鎧よろいやハーフアーマーなどの軽装が人間、先のルナスが引き連れていたような、見み栄ばえのするフルアーマーが魔人だろう。

「冷やかしのお代は頂きません！　休きゆう憩けい時間の暇ひま潰つぶしに、通りすがりの暇潰しに、気軽にご来店くださーい！」

「アルヨー。アルヨー。イロイロアルヨー」

「夜のお供にふかふか枕まくら、虫除よけのお薬はいかがー？　もちろんカードに雀牌ジヤンパイまで、ずらり取りそろえてござーい！」

「安イヨー。安イヨー。高ク買ウヨー」

　ヒソヒソ。

「……ねえ王子」

「馬ば鹿か者、余は南海より来きたる大商人……」

「何で鼻眼鏡の上にカタコトなんだよ」

「怪あやしい方が興味を引くではないか」

　ヒソヒソ。

「ああ、ちょっとそこ行く美しい女性騎士様、髪かみのお手入れにこちらのシャンプーはいかが？　極きよく東とうから取り寄せた海かい藻そう成分入りのリンスもいかが？」

「オウ、オ客サンオ目ガ高イネー。ソレ極東一千年ノ歴史詰つマッタさろむぱす、肩かた凝こリ腰よう痛つうニトテモヨク効クネー」

　とか遊んでいたマヒロだったが、これが飛ぶように売れていく。当初は武器防具や傷薬の方が……と不思議に思ったものだが、エミリオ曰いわくそういう必ひつ需じゆ品は軍からきっちり支給されるのであまりうまみがないのだそうだ。

　そして実際、読みは的中。前線で手に入りにくいのがこうしたどこにでもある日用雑貨らしく、街中では暴利と呼べるような値段の品物が、いつの間にやら押すな押すなの大盛せい況きよう。

　と思ったのも束つかの間。

「これは一体何の騒さわぎだ!!」

　稲いな妻ずまのように飛んだ一いつ喝かつで、兵士らは蜘く蛛もの子を散らすよう。そうして閑かん古こ鳥どりの鳴く中に現れたのは、眦まなじりを険しく吊つり上げた少女だった。腰こしまで届く真っ直すぐな黒髪を、同じく長い帯で結ゆい上げたポニーテール、千ち早はやに緋ひ袴ばかま、足た袋び、草ぞう履り。

　まだ二十はたちに届かぬ年とし頃ごろだろうに、将校用のロングコートを肩に羽織り、手にした薙刀なぎなた……いや、日本刀をそのまま繫つなげた長なが巻まきか……を炯けい眼がんと共に真っ直ぐに。マヒロたちへと向けてきた。

「おい貴様ら、誰の許可を得てこんな真ま似ねをしているんだ？」

「オ……オウ。オネーサン落チ着クヨ。ワタシタチ怪あやシクナイノ人ヨ？」

　一度脇わき腹ばらを肘ひじで突ついたエミリオが、正座、揉もみ手での商あき人んどの基本姿勢を取り、さも大おお袈げ裟さな声を出す。

「こっ……これはこれは！　もしやあなた様は、豪ごう剣けんのハセベ将軍ではございませんか！」

「オ……オオウ!?　まじ？　店長ソレまじ話ネ!?」

　帝国の長は谷せ部べといえば生まれは極東、遡さかのぼっては初代聖魔王と共に戦った勇者も輩はい出しゆつしたという、名家の出。なるほど、ではこれがルナス、レイナーに続く……。

「そうそう、そーともだよマヒマヒくん！　かのご高名な帝国三さん剣けんのお一人、美少女剣士ハセベ・サヤカ将軍であらせられるんだよ！」

（……エミリオ、棒読みっぽいなぁ）

　が、しかし。こういうのは得てして勢いであって。沙さ耶や香かは薙刀も向けたままだったが、

「いや……その。なんだ。美少女というほどでも……」

　戸と惑まどいがちに、頰ほおをほんのり赤らめていた。

（（脈アリ……！））

　と悪ガキ二人のアイコンタクトが成立。

「ああ、なんという僥ぎよう倖こう！　かように美しく可か憐れんな姫ひめ将軍様に当店をご利用いただけるとは、雑貨屋エミリオ始まって以来の栄えい誉よです！」
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「オネーサンイイモノアルヨー。コノこえんざいむ九点デ、オネーサンモテモテヨー？　今ヨリモットモテモテヨー？」

「か、可憐………い、いやいや、そんなことは聞いていない！　モテモテでもないっ！　私はただ、ここで何をしているのかと……！」

「さあさ、どれもこれも大陸各地から取り寄せた名品揃ぞろい。可愛かわいらしい姫将軍様には、このような各種ジュエリーなども取りそろえてございます！」

「アルヨー、アルヨー。旧文明ノてくのろじデ作ラレタどのほるんりんくる、毎日オ肌はだスベスベヨー。熟練ノ職人ガ毎日工場デ見詰メ続ケタ逸いつ品ぴんヨー」

「だっ、だから私は別に、そういったものに興味はないんだっ！　おだてれば何とかなるとでも思っているのか！」

　ならばここまでと素す速ばやく見切りを付けるや否いなや、エミリオは泣き落としに作戦を切り替かえた。貧しい家の出だの、身売りされるところをどうにか逃にげ延びたものの家には帰れず行商人に転じただのと身の上話をし始める。

「……そうして道中、とあるお屋や敷しきで意地悪なメイドに折せつ檻かんばかりされていたこちらのマヒマヒと出会いましてからは意気投合、互たがいの不ふ遇ぐうを慰なぐさめ合いながらの行商とも呼べぬような逃とう避ひ行こうの毎日でございます。しかしここで姫将軍様に当店をご利用いただいたとあれば、少しは看板にも箔はくが付き、故郷に錦にしきを飾かざれるものかと思い立ちました次し第だいにございます……ぐすぐすぐすん」

　もちろん真っ赤な大おお噓うそである。意地悪何たらの部分を除いてだが。

「オネーサン、モウオネーサンダケヨ……コノママダトワタシタチ、モウ何モ信ジラレナイノ人ヨ……ウッウッウッ……」

「……そ、そうか。お前たち、そんな歳としで苦労しているんだな……ぐすんっ。そういうことならこれも何かの縁えん、給料も出たばかりだしどれか一つ……」

　という抜ばつ群ぐんのタイミングだった。

「どうした、ハセベ将軍」

　やってきたのは、背に長剣を下げた銀ぎん髪ぱつの剣士。沙耶香は顔を隠かくすように、慌あわてて袖そでで涙なみだを拭ぬぐう。

「あ、レイナー将軍……いや、これは別に……お恥はずかしいところを……」

「……」

　しかし猟りよう剣けんと呼ばれる男は沙耶香のことなど歯し牙がにもかけず、行商人を凝ぎよう視しする。特にヒゲメガネの方を。そしてやおら漆しつ黒こくの剣を抜ぬき放つ。

「マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトだ」

「はぁっ!?」

　沙耶香が声をひっくり返した。

「い、いや、しかしレイナー将軍。この者はマヒマヒという名で……」

「ならば間ま違ちがいない。ルナス姫の陣じんに乗り込んできた時も使った偽ぎ名めいだ」

　何事もなかったように、エミリオは手元のリュックを担かつぐ。

「やーれやれ、ここまでか。それでは本日のごひいき誠まことにありがとうございました。またのご来店を……」

「確保だ」

　レイナーの声と同時、沙耶香が薙刀なぎなたを差し向ける。が、いない。

　まだ広げてあったシート、売れ残っていた品物さえ夢か幻まぼろしか。沙耶香はぐるりを見回し、忌いま々いましげに得物の石いし突づきを地に突いた。

「魔ま法ほうか!?」

「……ルナス姫が会ったという闇やみ屋やだろう。相当な使い手だと聞いている」

　レイナーの瞳ひとみが静かに、一人残ったマヒロを見下ろした。

「何の用だ」

「や、やぁ……久しぶり。実は」

　レイナーは冷たく輝かがやく黒い切っ先、喉のど元もとの触ふれるか触れぬかのところに止める。

「同じことが二度通用すると思うな」

　チラと目配せを受けた沙耶香が背後へ回り、マヒロの腕うでをねじり上げた。

「ふん、お前がルナス殿でん下かをペテンにかけたとかいう王子か。そんな利口そうにはとても見えないがな」

「……けっ。さっきまで騙だまされて泣いてたクセに」

「……。きっ、貴様ぁっ……！」

　ぎり……ぎりぎりぎりっ!!

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああっ!!　いたっ、いたたたたたっ！　人体の構造を知らないのですか腕はそっちの方には曲がらなぁああああ!!」

「大方、商人のフリして我が軍の陣容を覗のぞきに来たんだろうがそうはいくか！　おめおめ逃がす気はないぞ！」

「誤解、誤解ですハセベ将軍！　余は！　いたた、取りあえず話だけでも……！」
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　まるで……いや、要よう塞さいそのものだった。連合軍の急造のフェンス、塹ざん壕ごう、トーチカとは物が違っていた。

　一合ほど登った山腹、森の奥、切り立った崖がけに幅はば二十メートルもあろうかという巨きよ大だいな扉とびらが口を開けていた。最初こそ倉庫か何かと思ったマヒロだが、中に入り、その奥に回かい廊ろうが続いているのをみて啞あ然ぜんとなる。

　連合側の陣地からはまるで見えなかったが、くり貫ぬいた山そのものが要塞となっているのだ。山やま肌はだはそのまま頑がん強きような岩がん盤ばんの防ぼう壁へきであり、かつ、防ぼう御ぎよ系紋もん章しようの多数刻まれた巨大な戦せん闘とう城じよう塞さいなのである。会合の中で山さん岳がく要塞とは聞いていたが、やはり見ると聞くとでは大違いだった。国力の違い。あるいは、何かにつけそれを出し渋しぶる寄せ集めの連合軍との差をまざまざと実感する。

　マヒロが引き立てられたのは、中でも奥まった場所にある、宮きゆう殿でんの中かと錯さつ覚かくさせるような豪ごう奢しやな広い一室だった。

　幾いく人にんかの将と、黒騎き士しの整列する赤い絨じゆう毯たんの続く先、あたかも玉座のように一段高い場所に据すえられた椅い子すには、左右にメイドを控ひかえさせた女が一人。人形を思わせるような静かな佇たたずまいで、書物を読んでいた。

　金糸銀糸のふんだんに縫ぬい込まれた、見み栄ばえのする瀟しよう洒しやな魔導ローブとマント。特とく徴ちよう的なアメジスト色の髪かみと赤い瞳は、内在する強大な魔力量が体表面にまで現れる、魔ま洸こうという現象ゆえ。

　帝てい国こく二番姫き、ユリカ・美ヶ島・マジスティア。『光こう輝きの剣けん』と称しようされるルナスに対し、『闇やみの法王』の二つ名を冠かんする大陸屈くつ指しの魔導師だった。

　しかし彼女は入ってきた彼らを一いち瞥べつしただけ。すぐに活字に目を戻もどし……やがて一言。

「何」

　本当に静かな、風の囁ささやくような声だった。マヒロの綱つなを持つ沙耶香が進んで一言。

「侵しん入にゆう者を捕とらえました！　処しよ遇ぐうの決定をお願いします！」

　ユリカはもう、こちらを見向きもしない。加えてレイナーが言う。

「聞いているか、姫」

　ページをめくり、こくりと。最低限の動きで頷うなずく。

「誰」

　よほど面おも白しろい本なのか……それとも様子からして、他ほかのことに興味がないのか。

「ミスマルカ王国のマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトだ」

　レイナーの言葉に一転、整列する将も騎士も、凝ぎよう然ぜんとなった。

　ぱたむ。

　急に本を閉じたかと思うと、ユリカはすっくと立ち上がり、表情を変えないままマヒロへ歩み寄ってくる。美しい面以上に、吸い込まれそうな赤い瞳の、妙みような迫はく力りよくに気け圧おされる。

「マヒロ王子」

「は、はい……何でしょう……か？」

「妹を負かした、悪い子」

　どこか苛いら立だちを含ふくむ声こわ音ねに、マヒロはかぶりを振ふった。

「いや……いえいえ、ルナス殿でん下かの件におかれましては勝ちも負けもなく、平和的に話し合った結果としてお引き取り願った次し第だいに過ぎ」

　ぺんっ、とマヒロの横よこ面つらを引っぱたく。

「なっ！　何!?　何ごと!?」

　ぺぺんっ、と往復で。

「ちょ、ちょっと!?　いくら皇女様といえども畏おそれ多くも余だってミスマ」

「うに」

「は？」

　とマヒロが見やると。ユリカはいつの間にやら手に、溶よう接せつ用の如ごとき厚手の革かわミトンをして、そこにやたらトゲトゲした漆しつ黒こくの球体を召しよう喚かんしていた。

「な……なななっ、なに!?　なんですかその手に持った不ふ吉きつな海産物はっ!?」

「……愚おろかな子」

「お……愚かとはなんです！　どう見ても極東辺りで寿す司しネタその他に珍ちん重ちようされそうな海産物ではありませんか！」

「違ちがう」

　ユリカは、ごく小さくかぶりを振った。
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「私が開発した、お仕置き用暗黒生命体」

　そして闇の法王は紅ぐ蓮れんの瞳ひとみを、冷たく細める。

「その名も、うに」

「……うっわ、このお姫様見た目によらずバ」

　さくっ。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　頰ほおに押し付けられたかつてない痛みに、マヒロはのたうった。その威い力りよく、本気を出したエーデルワイスの張ハリ閃センにも匹ひつ敵てきする。しかしてあれが痛いのはインパクトの一いつ瞬しゆんのみだが、このうに、押し付けられている間はずっと痛い──!!

「いた、痛い痛い痛い!!　たっ、助けっ！　誰か助けてーっ!?」

「ユリカ殿下、ご乱心召めされますな！」

「姫様、お気持ちはわかりますが処断は話を聞いてからでも！」

　数人の近衛このえやメイドらに押さえられ、ユリカはようやくうにをやめる。

「はぁ、はぁ、た……助かった……。日ひ頃ごろからパリエルたちに小こ突づかれていなければ、痛みでショック死していたに違いない……」

「……敵」

「いや、いやいや！　立場上確かにそうですがいきなり殴なぐりますか!?　うにで刺さしますか無む抵てい抗こうの少年を!!」

「謹きん慎しん中」

「……。えーと……ルナス様が、ですか？」

　こくり。ユリカは頷いた。その失態の責任、元げん凶きようが、一月前に対たい峙じした自分だと言いたいらしい。

「可か哀わい想そう」

　さく。

「ぎゃあっ、またですか!?　虐ぎやく待たいです！　逆さか恨うらみという名の、これは虐待ですっ！　それが皇族のすることかとね、ええもう！」

「……」

　虐待という言葉で思いとどまったのか、それともいたぶって溜りゆう飲いんが下がったのか。ユリカはひとまず手を下ろし、そして元いた場所に戻もどっていく。将軍らもほっとした様子。

「どうする、姫ひめ」

　問うレイナー。続いて綱を握にぎる沙耶香。

「牢ろう屋やに放ほうり込みますか!?」

「考え中」

　そうは思えないほど無関心な声で、再び読書に戻ってしまう。

「いや……あの……ユリカ様。とりあえず普ふ通つう、余に聞きませんか？　何でこんな所に余がいるかとか、何のためにここに来たとか、いろいろ……」

「知ってる」

　意外な言葉に、マヒロは目を瞬しばたたかせる。

「知ってる、って……」

「戦争を止めに来た」

　赤い瞳を動かし、ちらとだけマヒロを見る。

「なぜ、という顔」

「……それは。まあ」

「帝てい国こくの情じよう報ほう網もうは、広い」

　口数が少なすぎて、それだけではまだ要領を得ない。やりにくい相手だな、とマヒロは思った。ルナスのようだったら与くみし易やすかったのに、同じ姉し妹まいとは思えぬほど勝手が違う。

「ですが……ユリカ様。もしそうだったとしたら？」

「無む駄だ」

　ユリカは書物に視線を落としたまま、傍かたわらのサイドテーブル、上等な白磁のティーカップを手に取る。本に夢中でそれまでろくすっぽ口にしていなかったか、湯気も立っていない紅茶を一口。

　でもそれだけ。次の言葉がない。埒らちが明かない。だから、こちらから切り込むしかない。

「……僕が連合国盟主代理としての、正式な密使だったとしてもでしょうか。ことは聖せい魔ま杯はいにも関するものです」

　ページをめくろうとしたユリカの手が止まる。訝いぶかしむような気配は隣となりのレイナーからも、後ろの沙耶香からも伝わってきた。

「僕は聖魔杯の管理者たるミスマルカ王国の、正当な王位継けい承しよう者です。それが単身敵地に乗り込んできた理由、聞いてみようとは思いませんか」

　再び書物を閉じたユリカが、小さく頷うなずく。

「聞く」

「では有り体ていに申し上げます。僕を保護しては頂けませんか？」
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　マヒロが事の経けい緯いを話し終えると、目を白黒させながら沙耶香が言った。

「つまり聖魔杯は勇者のものとなり、どちらの陣じん営えいの物でもなくなる……ということか？」

「そう。父上は聖魔杯が持ち手を選ぶなんて言っていたけど……そうじゃなかったとしたら？　これはもう最悪です」

　ユリカが聞いた。

「なぜ」

「暴力以外にこの戦争を収められるのは、聖魔杯以外にないからです。貴国にしても困りませんか？」

「我が軍は大陸最強、そんなものに頼たよらずとも連合軍如ごとき、蹴け散ちらしてみせる！」

　沙耶香の言に、マヒロは半ば苛いら立だちを込めて言った。

「……君は馬ば鹿かか」

「なんだと、貴様！　もう一度締しめ上げて」

「黙だまれ。自国の皇女が命を懸かけてまで奪うばいに来たものを、なんだと心得ている。頼らずに済むようなもののために、皇帝は愛まな娘むすめを単たん騎きのように走らせたと思っているのか？　だったらなぜ宣戦からこの一ヶ月、貴国は漫まん然ぜんとして軍を動かそうとしないのか。ハセベ将軍」

　言葉に窮きゆうし、沙耶香は唇くちびるをわななかせる。一方で、主君を侮ぶ蔑べつするような言葉だったと悟さとったのか、俯うつむく。

「……まあ、意気込みはわかるんですが。犠ぎ牲せいなんて無いに越こしたことはないんです。ユリカ様はどう思われます」

　こくり。

「無い方がいい」

「そうです。では何が最善かと言えば……どちらかの陣営が聖魔杯を手にする。今の段階では、これが一番確実です」

「……なぜそう言い切れるんだ、お前は」

　と、やや憮ぶ然ぜんとなった沙耶香。

「とりあえず和平の道はできます。現段階では両軍の戦力比は拮きつ抗こうし、どちらも負けぬ自信がある。しかし聖魔杯によって、その天てん秤びんはバランスを崩くずします。となれば守る側が手にしたならば、仕し掛かけた側が元の鞘さやに収まればいいし、仕掛けた側が手にしたならば……」

「だめ」

　とユリカが言った。

「連合が手にした場合。我々には決して引けない大義がある。我々が手にした場合。連合は守らなければならないという大義がある」

「……帝国側の大義とはなんです？　人間種族を隷れい属ぞく化し、魔人種族がこの大陸を統治のため？」

　こくり。

「ではそれこそが共和国の民主制や中原の自由主義に勝まさると。それが帝国……ひいては皇帝陛下のご意向なのですね？」

　もう一度、こくり。マヒロ自身、まさかそんな低てい俗ぞくなことのために一国が動くものだろうかと半信半疑だった。失望半分、しかし次に出てきたのは意外な言葉だった。

「今は、それが必要」

「……今は？　と申しますと？」

「マジカル、バイオニカル、サイバネティカル。遍あまねく魔物の脅きよう威いから、人類を解放するため。根源にある魔王と、魔王軍を滅ほろぼすため。一国ではだめ。半分でもまだ足りない。全すべての人類が、一度まとまらなければいけない。それが父上のお考え」

　マヒロは呆あつ気けに取られた。

　これでは馬鹿だ。ただの大馬鹿だ。

　連合側の大半は、帝てい国こくがただ時代錯さく誤ごな野心のために人間どもを奴ど隷れいにしようとしていると……それしか知らされていない。マヒロ自身、まさかそこまでの話が出てくるとは思っていなかったのだ。

「その話、本当なのですか……？　人じん魔ま平等を謳うたったスズラン条約の破は棄きは、そのためだったと……？」

「これは、条約の破棄と同時。そしてまた今回の宣戦と同時、中原以北にある全ての国の代表へ改めて通達したこと。あなたの父上も、知っているはず」

「ちょ、ちょっと待ってください！　そんな……」

　そんなこと知らされていない。父が国を空け名代を与あたえられたあの時でさえ、聞かされていない。だから……あの席の中には帝国になびくような国もあったのか？　いや、あの会合の中では一度だってそんな話は出てきていない。欠片かけらも、示し唆さするような暗あん喩ゆすらもなかったはずだ。

　守るという大義のため、歯し牙がにもかけていられないということか。あるいは……あれは寄り合いだ。言えば腰こし抜ぬけの批判を浴び、村八分にされる恐おそれからか。だがなぜ父は、それを息子むすこに伝えてくれなかったのだろう。

　……。

（……結局、あんな中にいても蚊か帳やの外か）

　辟へき易えきとしてしまう。

　いや、ちょっと待て。カイエンはどうだった……？

「どうしたんだ、急に黙り込んで。顔色が悪いようだが……」

「あ、いえ。平気ですよハセベ将軍。全然大だい丈じよう夫ぶです。むしろ単身敵地に乗り込み、平然としている方がどっかおかしいわけで……」

「貴様が言うか!?」

　しかし……なんだろう。引っかかる。

「……やっぱり」

　と、ユリカは残念そうに呟つぶやいた。

「プロパガンダされている」

「……ええ。そうですね。それは間ま違ちがいないようです」

　国策宣伝。敵の言い分に耳を貸さないのはもちろん、民衆にそう思わせない。究極、思わせるための情報すら与えない。使い方は様々あるが、今回はそういうことだ。昨今、食堂や城下で人々の話を聞く限り、帝国は「人間種族にとっての悪」で固定されている。

（……難しいな）

　ダシぐらいには使えそうな気もする一方。

　帝国の内情は知らないが、中原以北に魔王の存在を信じている人はそう多くない。いるかも知れない魔王軍より、現実に眼前へ迫せまっている帝国軍が深刻なのは当然のことだ。

「いえ、ですがよかった。その話が本当であれば、帝国は元々余計な戦いくさなど望んでいないわけですね。死傷者が増える分だけ、最終的に魔王軍に当たるための人員が減っていくのですから」

　こくり。

「こちらも良かった」

「何がですか？」

「あなたの話も本当なら。あなたさえいれば、聖せい魔ま杯はいは我々のもの」

　ここは引けない。

「さて、どうでしょうか。散り散りになっている紋もん章しようの在処ありかは、父上しか知りません」

「……でも。連合には聖魔杯が手に入らない」

「そうかも知れません。ですが、待って頂きたいのです」

「何」

「連合国側の多くの……いや、ほとんど全ての人々が、帝国側の大義というものを知りません。戦争に負けた暁あかつきにはただ魔人の奴隷となって、一生の自由を奪うばわれるものだと怯おびえているだけなのです。三年とは申しません。せめて一年。一週間後という此この度たびの総攻こう撃げき、待っては頂けませんか」

「……それを、ミスマルカ王が」

　期待を覗のぞかせたユリカの声に確かな手て応ごたえを感じると同時、マヒロは逡しゆん巡じゆんなく頷うなずいた。

「そうです。先も申し上げました通り、連合は見せかけの一枚岩に過ぎません。それがなぜ瓦が解かい寸前とはいえ一枚であるかと言えば、これは貴国の強大な武力を危き惧ぐするが故ゆえに過ぎないのです」

「……」

「だからこそ、待って頂けませんか。この膠こう着ちやく状態が長く続けば、中原の中には連合に反旗を翻ひるがえす国も出てくるでしょう。ですがそこには、付け入る隙すきが多々あります。半年後、中原をまとめ上げたミスマルカ王国は、人々に帝国の大義を正しく伝えた後、貴国との和平の席を設けます。待って頂けるのでさえあれば……」

　マヒロは縛しばられたままに、その場に両りよう膝ひざを突ついた。

「僕自身をその保証として帝てい国こくに捧ささげましょう。それをして、先ほどは保護と申し上げた次し第だいです」

　まさか……と将兵らは皆みな息を吞のみ、顔を見合わせて後、一様に玉座のユリカを仰あおぎ見る。

「……いかがされますか、殿でん下か？」

「私見ながら、これは願ってもない好機です。現段階で既すでに連合盟主という立場があれば、この王子の言葉、あながち不可能な話でもありますまい」

「いや、名君と名高いミスマルカ王がここまでの覚かく悟ごで申し出て来たのであれば、むしろ現実的な話と見てよろしいかと存じ上げますが」

　ユリカはマヒロの嘆たん願がんを、しばし見み詰つめ。

　その後、しばし目を伏ふせ。

　やがて呟いた。

「……軍令本部へ伝信」

「ははっ！　御ぎよ意いに！」

　最敬礼した将官の一人が、足早に室を後にする。

　やった……！

　マヒロはそんな喜色も半ばに、己おのが束そく縛ばくも忘れ傅かしずくような気持ちで頭を低くする。

「ありがとうございます、ユリカ殿下！　不ふ肖しようながらこのマヒロ、本国の父に代わり厚く御おん礼れい申し上げます！」

　こくり。

「沙耶香」

「は……、はっ！」

「縄なわを解ほどく。一室を与あたえて、丁てい重ちようにおもてなし」

「かっ……、かしこまりました……」

　縄を解いた沙耶香は、捕ほ虜りよから要人へとなったマヒロに目を白黒させながら。

「しかし……丁重に、ということは牢ろうではなく？」

「馬ば鹿か者！　丁重は丁重だ、貴き賓ひん室にお連れせんか。牢ろう獄ごくに入れてもてなすなど、どこの世界の作法か……」

「は、ははっ！　只ただ今いますぐに！」

　目上の将軍に呆あきれ半分に怒おこられて、沙耶香は慌あわてて敬礼、マヒロを連れて出て行った。

　ユリカはちらりと居並ぶ側近を見てから、再び開いた書物へ視線を落とした。彼らの多くは喜き悦えつであったが、かつてルナスと共にあったレイナーだけが、いつにも増して鋭するどい目をしていた。

「レイナー」

「……なんだ、姫ひめ」

「気に入らない？」

　猟犬の目をした男が言う。

「ああ。今の一いつ瞬しゆん、あの王子は〝蛇へび〟の目をした」
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「おわっ。すごい部屋だね、これは……」

　マヒロは通されたその部屋を見て、感かん嘆たんの声を上げた。目め隠かくしされて通されれば、どこぞの城、貴族の館やかたの一室と言われたってわからないだろう。赤いカーペットに落ち着いた色合いの家具。暖色で統一された中に生けられた草花や観葉植物が彩いろどりを添そえるのはもちろん、軍事施し設せつには全く意味のない絵画、彫ちよう刻こくまで飾かざってある。しかも結構値打ちのありそうな。

「う……将官用の室より広いのか……」

　連れてきた当の沙耶香が声を詰まらせているのが滑こつ稽けいだった。

「沙耶香ちゃんの部屋ってどんなとこ？　今夜辺り遊びに行ってもいいですか？」

「ちゃ、ちゃんを付けるな！　遊びに来るな！　しかも夜にッ!!」

「って、おお、ベッドも随ずい分ぶん豪ごう華かじゃないか！　いやっほう！」

　ダイブ。マヒロは天てん蓋がい付きのベッドの上で跳はねてみる。スプリングが利きき布ふ団とんもふかふかでよく弾はずむ。

「まったく、貴様のことと言いこの部屋と言い……私には偉えらい方々の考えることは理解できん」

　それから、沙耶香の目がマヒロを向く。

「お前というやつは……実はすごいやつだったのか……？」

　泣き落としで騙だまされたことが頭に引っかかっているらしく、納なつ得とくしきれない表情だった。マヒロはぼよんぼよんと弾みながら言った。

「やあやあ沙耶香ちゃん、ようやく余の魅み力りよくに気付きましたか。じゃあ結けつ婚こんしてください」

　……。

「けっ……こ？」

　途と端たん、完熟トマトのように真っ赤になった沙耶香はドアまで飛び退のき、そのまま背中をぶつける。

「なっ、ななっ……何をっ！　でで、出会ったばかりの婦女子に何を言うかこの痴しれ者めぇ～～～～～～～～～～～っ!!」

「いやでもほら。こんな立派な部屋に男と女が二人きりというのはどう思います？」

「どうも思わん!!　私は見張りだ!!」

「おおっと、あのドアの向こうにはバスルームまで？　ちょっとひとっ風ぷ呂ろ浴びましょうかね」

「わーっ!!　わーっ!!　わあぁーっ!!」

　ごん。

　猛もうダッシュ後、薙刀なぎなたの柄つかでぶっ叩たたかれたマヒロはベッドに沈しずんだ。

「なっ……なぜ？」

「なぜ!?　なぜだとッ!?　貴様こそなぜいきなり脱ぬぎ始めるッ!!」

「いや、だからお風呂に」

「だからといっていきなり!!　婦女子の目の前で!!　ズボンから脱ぎ始めるなッ!!　しかも飛び跳ねながら器用にッ!!」

　がすごす。

「ちょ！　余はヴィップですよ!?　ＶＩＰですよ!?　こんなことしていいと思っているんですか!?」

「黙だまれこの痴れ者めッ!!　貴様なんてあれだ!!　その!!　あれじゃなかったら!!　殺しているところだ～～～～～～っ!!」

　ぜえはあ、ぜえはあ。

「第一、貴様など捕虜同然ではないか！　こんな立派な部屋を与えられたんだから大人しくしていろ！　わかったか！」

「はぁーい……」

　そのままごろんと大の字になるマヒロに、沙耶香は赤い顔のまま頭を抱かかえる。

「頼たのむから……寝ねるならズボンの前くらい閉めてから寝てくれ……」

「余は安定感より解放感を重視するため、トランクス派なのです」

「聞いていないッ!!」

　ともあれ、ようやくボタンを閉じて元の格好に戻もどったマヒロに、沙耶香は嘆たん息そく。

「ルナス様がお認めになったと言うから、アホかどうかはわからないことにしておくが！　少なくとも私はアホだと思う!!」

「そんな力強く宣言しなくても……」

　よっこいしょ、と起きてマヒロは窓を覗のぞいた。木立に阻はばまれて、空しか見えない。

「っと……ここも山の中か……」

「そうだ。この要よう塞さいは全すべて岩がん盤ばんをくり貫ぬいて造ってある。何十キロに亘わたってな」

「そんなに……？」

　とてつもない規模だ。それを誇ほこるなと言うのが無理な話というほどに。

「でもそんなものどうやって造ったの？　やっぱり、奴ど隷れいの人間を使って？」

　すると沙耶香は妙みような顔をした。

「……奴隷だと？」

　きょとんとなってから、虚こ空くうを見上げ。

「まあ……中にはそういう罪人もいただろうな」

　ではやはりそれも、帝てい国こくへの敵意を煽あおるためのプロパガンダだったか。そして中原より北でまことしやかに流れるこうした話は、逆に帝国の人々の知るところではない。少なくともエミリオと商売をしていた間は、人間を見下すような魔ま人じんも、魔人を恨うらみがましく見上げるような人間もなかった。刑けい罰ばつとしての強制労働なら、懲ちよう役えきという名でどこの国でも行われていること。

　だから知れば知るほど、マヒロの中には帝国と戦う意義が薄うすれていく。ならばこそ暴力など必要ないという信念が、確固たるものとして湧わき上がってくる。

　戦うに値あたいするなら、その意志を持った勇者が助けに来てくれるかどうかの賭かけに過ぎなかった。だが帝国は、マヒロの予想した以上の存在だった。ユリカから聞いたあの大義名分があれば、間ま違ちがいなく中原はまとめられる。

　一ひと滴しずくの血も必要なく。

　恐おそらく、パリエルとリーゼルあたりはここまで辿たどり着くだろう。ならばその真実と自分の考えとを伝え、ミスマルカへ帰さねばならない。だがそれこそが、今回の最大の難点だ。

　誰よりも正義を愛する彼らだからこそ、悪への敵意も生半可ではない。そんな彼らに、ここで自分が見聞きしたことを信じさせなければならない……。

　しかしそこさえうまくいけば。そうして後、リーゼルとあの父が手を組めば。リーゼルの持つ熱的なカリスマ性と、父の持つ冷れい徹てつな思考が組み合わされば……中原は共和国に操あやつられずとも、一個の勢力として確立できるはず。聖せい魔ま杯はいなど、それからでも遅おそくはない。

「……どうした、急に静かになったと思えば一人でニコニコして。気持ち悪いやつだな」

「いや、なに。余と沙耶香ちゃんの明るい未来を想像してですね」

「なっ!?　ない！　そんなものはない！　貴様勝手な想像をするなっ!?」

　いちいち赤くなるから可愛かわいいのだ。

「言われた通り大人しくしているんだから、余が沙耶香ちゃんのことをどう妄もう想そうしようが勝手じゃないか」

「も、もももっ!?　妄想とは何事かぁ～～～～～～ッ!!　やめろ!!　今すぐやめろ!!　さもないと！　その！　あれだ！　死っ……殺すぞッ!!」

（うちの護衛も、これくらい可愛かったらなぁ……。）

　そのとき部屋の外から、甲かつ冑ちゆう混じりの物々しい足音が聞こえてきた。ノックもなく開けられると、ユリカを筆頭に、レイナーと幾いく人にんかの近衛このえ騎き士しが踏ふみ込んでくる。

　少し考えが追い付かず、マヒロは尋たずねる。

「……何か？」

「軍令本部からの返信があった」

　ルビー色の瞳ひとみが、一度瞬またたく。

「とても残念」

　物々しい様子から、悪お寒かんはあった。だが聞かないわけには話が進まない。

「……何がでしょうか？　ユリカ様」

「あなたが噓うそつきだったこと」

「何をおっしゃっているんですか。僕は……」

「あなたは勝手に城を抜ぬけ出しただけ。あなたの父上は、さっき言ったあなたの話に関知していない。その証しよう拠こに、ミスマルカ国王はあなたがさらわれたものとして、連合各国に捜そう索さくの願いを出している」

「っ……」

　しくじった……！

　父の動向までは計算していない……！

「そして会合の席で、ミスマルカ王はあなたの生死に関心を示さなかった」

「馬ば鹿かな、そんなはずが……それでは他国が黙だまっているはずが……！」

「それ以前に、おかしいと思っていた。公式の遣つかいなのに、供が誰もいない。我々が話を蹴けった際の、あなたの保身が何もない。我々の先せん遣けん隊を退けたほどの賢けん王おうが、なぜそんな愚ぐを犯おかしたのか……それだけがどうしても、辻つじ褄つまが合わなかった」

（認めるものか……！）

「結論。あなたは独断でこの場に訪おとずれた。我々の進軍を阻そ止しするために」

（考えろ……ここまで来たものを……！）

「……可か哀わい想そうな子」

　気が付けば、ユリカの瞳には哀あわれみが浮うかんでいた。

「……可哀想？」

「ミスマルカ王は、あなたの目鼻抉えぐって送り付けても、その脅おどしには屈くつしないと言ったらしい。我らに歩み寄る意志皆かい無む、連合は徹底抗こう戦せんを貫つらぬく意志を固めた。あなたはたぶん……連合の結束を強めるため。ミスマルカ王に、わざと泳がされた」

「っ……!!」

　瞬しゆん間かん、血流の逆立つ思いにマヒロは歯をくいしばった。カッと目を見開き、俯うつむきがてらに片手で顔を覆おおう。

「死んで元々の、捨て駒ごま。あなたの策が功を奏せば、儲もうけものという程度。乱世の理ことわりとはいえ、知らず父に捨てられたあなたを不ふ憫びんに思う」

（蛇へびめッ……!!）

「あなたが言った和平の話は、大噓だった。私は、悲しい。とても残念」

　希望が囁ささやいた。

「今……なんとおっしゃいましたか」

「騙だまされて、悲しい。和平の道が噓で、残念」

　顔を上げ、一秒で百の言葉を並べ立て、次の半秒でそのうちの最善を選び出す。だがその目に何を嗅かぎ取ったか、レイナーが音もなく剣けんを抜き放つ。ユリカへの言葉を遮さえぎるように、喉のど笛ぶえに当てる。

「黙れ、蛇」

「失うせろ犬」

　瞬時に睨にらみ合ったまま、両者とも瞳を微び動どうだに動かさない。そこには歴戦を経た近衛騎士たちでさえ、身じろぎもできぬほどの鬼き気きが渦うず巻まいていた。

「姫ひめを拐かどわかすな。次に一言喋しやべれば、その喉を潰つぶす」

「やってみろ。書いて伝える様を見せてやる」

　数瞬後──。

　漆しつ黒こくの刃やいばに手を添そえたのはユリカだった。

「邪じや魔ま」

「ルナス姫はこの目、この声にやられた」

「私は私。邪魔」

　二度目の声で、レイナーは何事もなかったように剣を収めた。安あん堵どのような小さな溜ため息いきをするユリカへ、マヒロは述べる。

「只ただ今いまのご推察を要約しますと、僕が偽にせである論ろん拠きよは二つですね？　父が関知していないらしいこと、そして僕自身の保身が成り立たないこと」

「そう」

「ではまず一点目について。最初に申し上げたように、連合は互たがいに反目し合っています。父上はミスマルカの独断を、そうした形で偽ぎ装そうしているに過ぎません。まさか連合盟主自らが、今の段階で和平案を公おおやけに述べられるはずがありません。それは貴国の大義が、広く知れ渡わたった後のことでなければなりません。瓦が解かいであればまだいいが、現状では最悪、連合の主導権を共和国に奪うばわれる事態となり兼かねない。故ゆえに軍属、官かん僚りようがここを訪れれば一国としての通つう謀ぼうを疑われますが、僕だからこそさらわれたの一言で済まされるのです」

　ユリカは首しゆ肯こうした。

「……わかった。その可能性は考こう慮りよできる。では、次」

「僕の保身についてですが、これは無論、幾いくつか用意してあります」

「一つは、勇者」

「はい、お察しの通りです。まあこれは保身と言うよりは……保険と言った方が正しいかも知れません。もし和平案に乗って頂けた場合、勇者たちにはその意図を父に知らせるため取って返させる手はずです」

「そうでなければ、あなたを助け出す」

「そうです」

　ユリカは首を横に振ふる。

「苦しい言い訳。勇者程度が、この要よう塞さいに侵しん入にゆうすることは不可能。あなたを連れて逃にげ出すのは、もっと不可能」

「そうですね。でも僕としては……旅に出るなら、そのくらいの手合いが欲しいと思っています」

　ユリカは瞬まばたき一つ。

「だってそうでしょう。伝説の神器を蘇よみがえらせるための旅、行く先にこのレイナー将軍が出てきたらどうです。ハセベ将軍は？　あるいはルナス様を筆頭に、帝てい国こく三剣が紋もん章しようを奪いに来るかも知れない。そのとき、背後から共和国の被ひ甲こう猟りよう兵へいが迫せまっていないとは言い切れない。そうでなくとも紋章の在処ありかがこの要塞のどこかだったら？　共和国首都のヘキサグラムだったら？　帝都ロッテンハイム宮にあるとしたら？」

「無理」

「ええ。ですから、無理を無理と思わぬ馬ば鹿かが必要なのです。この大要塞に乗り込み、僕を連れ出そうなどという不可能を試みるような大馬鹿が」

　マヒロは小さく肩かたをすくめた。

「それに僕自身は、絶対が付くほどの無理とは思っていません。首都も帝都も、同じ人の暮らす場所。内側から鍵かぎをかけられ、力では開かぬ扉とびら。どうやって開ければいいかと言えば……内側にいる者に開けてもらえばいい話です。剣が阻はばまれるための扉が幾いく百ひやく億あろうとも、言葉を阻むための扉はそうはありません。そうした考えに至れる者に辿たどり着いて欲しいと、ヒントを書き残して来ています」

　ユリカは瞬き、一つ、二つ。

「……言葉こそ。人の世の真理？」

「そんなことまでご存じでしたか」

　こくり。

「あなたは……すごい子。ルナスが面おも白しろがっていた意味が、わかった気がする」

　しかし赤い瞳ひとみ、じ、とマヒロを見み詰つめる。

「でも、無理。入れてあげるかも知れない。でも逃げられないし、逃がさない。軍令本部はあなたを帝都へ移送するよう言ってきた」

「そうでしょうか。僕はそうは思いませんが。ざっと見た感じ、僕一人であれば逃げ出すことは無理な話ではありません。あまり言いたくなかったのですが、保身の二つ目をお話ししましょう。他ほかでもない、僕自身の逃げ足です」

　じと目。

「……また、噓うそつき」

「でしょう？　そう思うでしょう。そうですよね。認めてしまったらこの要塞と、帝国二に番ばん姫き旗下のプライドがズタボロです。ガキ一人に何やってるんだという話ですよ。ええ、ですからこればっかりは試ためしようもありません。僕はいいんですけどね別に。ただまあここまで良くしてくれた皆みなさんに申し訳が……」

「いい」

　ＨＡＨＡＨＡ、とフランクに笑ったマヒロはこれ見よがしに耳を傾かたむけた。

「何がよろしいのですか、ユリカ姫？」

「あなたの言い分に一理あると思った。でもどのみち、軍令本部はあなたの話を信じてはいない。あなたはどうあっても帝都へ移される。逃げたければ、逃げてみせればいい」

　そこでユリカが、少し大きく息を吸い込んだ。

「ぜっっっっっっったい。無理」

「見かけによらず可愛かわいらしいことをおっしゃいますね、ユリカ様」

「……。」

「ではもし逃げ切った場合、お話を考え直してはいただけませんか。軍令本部へ伝え直して頂くだけでも結構です。和平の話、僕は少しでも諦あきらめたくないのです」

　自然、レイナーや沙耶香たちの視線はユリカに集まる。わずかな思考の後。

「……わかった」

「そうこなくっちゃ。こちらも俄が然ぜんやる気が出るというものです。では勇者がいないハンデ分、いくらか用意して頂きたいものがあるのですが」

　と、そこで沙耶香が詰め寄ってくる。

「おい、貴様！　そうして体ていよく武器をせしめるつもりじゃないだろうな!?」

「まさか。これだけの大要塞の中でそんなもの一つ貰もらってどうする。まあ、ハサミは欲しいところだけど」

「ほら見ろ、刃は物ものではないか！」

「いやいや、いいんですよ別に。噂うわさの豪ごう剣けん、長谷部家の竜りゆう殺ごろしが！　帝国最強、猟りよう剣けんと名高い銀ぎん髪ぱつ鬼きが！　天下に名だたる帝国黒騎き士し団が!!　ハサミ持ったガキ一人怖こわいというなら、それは別にいいんですけどね」

　明後日あさつての方を向いて口笛など吹ふいているうちに、見る見る沙耶香の目め尻じりが吊つり上がっていく。見かねたようにユリカが言った。

「沙耶香。なんでも用意する」

「はっ!?　わ、私が……でございますか？」

　こくり。

「揃そろえたら、絶対に逃にがしちゃだめ」

「は……はっ！　かしこまりましたっ!!」

　　　　[image: ]

「まったく！　どうしてこの私が！　将軍でしかも三剣の一人であるこの私が！　あんな奴やつのために、こんな雑用の真ま似ねを……！」

　色々抱かかえて、沙耶香はマヒロのいる貴き賓ひん室に戻もどってきた。現在扉の横に二名、それと向かい合う形でさらに二名、都合四名の騎士が見張りに立っている。

「異常は？」

「はっ、今のところは何も」

　頷うなずき、両手が塞ふさがっているのでドアを開けて貰って中へ。見ると窓のところでガタガタやっていた。

「……ふん、窓を破ろうとしても無む駄だだぞ。超ちよう々ちよう硬こう何とかガラスだ、拳けん銃じゆうでも傷一つ付かないんだからなっ」

「ああ、やっぱりそういうやつか……妙みように綺き麗れいなガラスだと思ったんだ」

「それより、言われた通りのものを揃えてやったぞ。これで文句ないな？　ありがたく思え、全く」

　沙耶香はテーブルの上に無造作にそれらを置いた。

　別段、危なっかしいものは何一つ無かった。ボール紙に、ノリに、ハサミに、絵の具に、ゴム紐ひも、グリス……しかし危ないものがないからこそ、逆に気になる。

「何に使うんだ、こんなもの」

「それを教えちゃハンデにならないじゃないか。いやいや、しかし本当に揃えてしまうとはね。知らないって罪だね、ほんと。余はもうね、どうなっても知りませんよ」

　挑ちよう発はつするような言葉に、沙耶香は今一度それらを品定めしたが……言うまでもなく、全すべてこちらで管理されていた、念には念を入れて既すでに使用されたものを選んだ。危険物ではないし、どう組み合わせても爆ばく弾だんになったりなんかしないはずだ。

「……ふん。来るなら来い。絶対に逃がさないからな」

「はいはい。そうして心行くまで余を見張ってればいいですよ」

　テーブルのそれらを部屋の隅すみにあるデスクに移し、マヒロがボール紙に何やら描えがき始めた。やはり剣けん吞のんな気配など何もない。

「ところでユリカ様は？」

「……姫様ならまた読書だろうな」

「ああ、やっぱり本好きなんだ。どんな本読んでるの？　やっぱり魔ま導どう書しよとか？」

「文官の将軍に聞いた話では、何でもお読みになるらしい。流行の冒ぼう険けん活劇から旧文明の文ぶん献けんまで、活字なら何でもだそうだ。そう……確か、活字中毒とかいう不治の病なんだそうだ。お労いたわしい」

　きょとん、とマヒロが顔を上げた。

「あの……長谷部沙耶香将軍？」

「ん？　なんだ、唐とう突とつに」

「……いえ。まあ、いいんだけど」

　消しゴムで消しては描き、消しては描き。

「ふーん、しかしそりゃさすが大したものだね。実は余も本好きなんですよ」

「噓うそをつけ。……ど、どうせ人目もはばかるようないやらしい本に違ちがいない!!」

「自分で言っててなぜ赤くなるんですか」

　……。

（……しかしだ……）

　この部屋へ入れた当初こそふざけてはいたが、あのユリカとのやり取りの最さ中なか。何よりレイナーに剣を向けられた際の目付き、尋じん常じようではなかった。あの時のレイナーは、本気で殺すつもりでいた。あれほどの殺気、常人では立っていることも敵かなわぬものだったはず。それをこんな少年風情ふぜいが、同じほどの殺気をして跳はね返した。

　そう……剣も持たずに殺気を見せた。

　そこだけは沙耶香も驚きよう嘆たんに値あたいした。帝てい都とで幾いく多たの剣けん豪ごう、無む双そうと呼ばれる者たちと渡わたり合ってきたが、そんな輩やからはさすがに生まれて初めてだった。

（……やはり、只ただ者ものではないのか……？）

　ルナスはそれを蛇へびだと言っていた。敗走を強しいられたというのに、見たこともない玩具おもちやを見付けたように、繰くり返し繰り返し、とても楽しそうに喋しやべっていたのを思い出す。

（……いかんいかん。その気配に吞のまれるからいけないんだ）

　客観的事実のみを見れば、今の彼は空手だ。そしてここはミスマルカの城ではない。危き惧ぐすべき事態が起こる要因は、どこにもない。

「Ｚ、Ｚ～♪」

　マヒロは吞のん気きに歌など口ずさみながら絵を描いている。何を作るつもりか。まあ何であれ、あの中の素材で作られたものならば自分の得物で叩たたき切れる。必要以上の危惧は、判断を鈍にぶらせるだけ。自分はただ平常心のまま、危険と判断したものを断たてばよいのだ。

（うん、完かん璧ぺきだ）

　考えがまとまって、沙耶香は一つ頷いた。

「余を逃にがさない算段でも付きましたか」

「ああ、簡単な話だ。逃げるそぶりを見せた瞬しゆん間かん、貴様の両りよう脚あしを叩っ斬きる」

　マヒロはおどけて肩かたをすくめるだけ。沙耶香は顔をしかめた。

（ひょっとしたら、鈍いだけなのか……？）

　レイナーの時も、今の自分の言葉も、口先だけの脅おどしとしか受け取っていないのかも知れない。聞けば中原の辺りは魔物も少なく、随ずい分ぶん平和なお国くに柄がらだという。ならばきっと、これこそが噂うわさに聞く難病『平和ボケ』なるものに違いない。

　そうとも、そうでなければどうしてのこのこ敵てき陣じんにまでやってきて、商人の真ま似ね事ごとなどで遊べるものか。何が知らないことは罪、だ。こっちこそ、お前の相手がどれだけ恐おそろしいものかを思い知らせてやる……。




　　　　◆




「……」

「……」

「……」

　行き交かう兵士たちが、驚おどろきと好こう奇きの入り交じった視線でユリカへ敬礼しては、各おの々おのの目的地へ向かっていく。

「姫ひめ」

　とレイナーは言った。

「何」

　と椅い子すにかけて読書するユリカが答えた。

「往来の邪じや魔まだ」

　場所はマヒロも通された、要よう塞さい正面ゲートのど真ん中。ユリカはぽつんと一脚きやくだけ置いた椅子にかけ、玉座と変わらぬように黙もく々もくと本を読んでいる。

　物資搬はん送そう用トラックの運転手が、まさか皇族相手にやかましいホーンを鳴らせるはずもなく、心底困り果てた様子で狼狽うろたえていた。

「あの……姫様、排はい気きガスはお身体からだによくございませんよ……。お召めし物も煤すすけてしまいますし……場所を移されませんか？」

　お付きのメイドにそわそわと促うながされ、ユリカはぱたむと本を閉じた。通路の隅すみまで椅子を引っ張って、再び読書に埋まい没ぼつし始める。メイドは肩を落として項うな垂だれ、レイナーは道行くトラックを眺ながめながら言う。

「マヒロをここで待つつもりか」

　こくり。

「ルナスの仇かたきは、私が討うつ」

「ハセベ将軍の腕うでを搔かい潜くぐれる者など、そうはいない」

「なら、マヒロ王子はそれができる数少ない一人」

　ぺらり、ページをひとめくり。

「……そう、思うことが大事。ルナスは慢まん心しんを突つかれた」

「ああ。ルナス姫は興が乗りすぎた」

「あの子はそういう子。でも、そこが可愛かわいい」

　またぺらり。ユリカ・美ヶ島・マジスティアはページをめくる。

　妹のように戦いくさごとが好きなわけでもなければ、姉のように政治に関心があるわけでもない。だから姉し妹まいの中では、武道に励はげんだところで妹に敵かなうはずもなく、政治を学んだところで姉に敵うはずがなく。

　だから魔法を学んだ。そして書物を読み重ねるに従い、本の楽しさを知った。

　物もの憂うげな声で、ぽつりと言う。

「仕方ない」

「何がだ、姫」

　レイナーの声に、諦あきらめにも似た声を返す。

「南部平定時もそうだった。結局、和平を結べた国は一国もなかった。あなたの祖国も、そうだった」

「ああ。そう聞いている」

　そのことに対して、彼は不平も不満も表さなかった。そしてまた一つ、ユリカはページをめくる。それが己おのれの鼓こ動どうであるかのように。

「戦争は嫌きらい。私は、もっと本を読みたい」




　　　　◆




　マヒロが一向に工作をやめる気配がないので、沙耶香は暇ひま潰つぶしに部屋に飾かざられた美術品などを眺めていた。自分は皇室にも出入りする身分。教養も必要だろうと暇潰しに見ていたのだが……。

（何がいいのかさっぱりわからん……）

　こめかみに脂あぶら汗あせが浮うかびそうになる頃ころ、背後のマヒロから声が掛かけられた。

「その絵なら、そこのソファに掛けて見るのが一番いい」

「な、なんだと？　そうなのか……？」

「こういう部屋の調度品はね、お客さんが座ったときに一番映はえるように飾られている」

「そ、そういうものなのか……どれ」

　ちょっと掛けてみる。畳たたみと座ざ布ぶ団とんで育った沙耶香には、落ち着かないほど柔やわらかいソファだった。

「それが基き礎そ。剣けん術じゆつでいうところの型。どう？」

「いや……正直、その。なんだ」

　そもそもの絵心がないのでさっきとあまり印象が変わらない。のどかな田舎いなかの風景であることはわかるが、それだけだ。後ろからは丁度絵の具でも塗ぬっているのか、ペタペタという音と一いつ緒しよに苦く笑しようが聞こえる。

「まあまあ、芸術っていうのは自由なもので、それがなぜかと言えば人の感性が千差万ばん別べつだからだ。誰かはその絵を素す晴ばらしいと言うだろうし、僕もなかなか素敵な絵だと思う。だから見るに値あたいするけど、君がつまらないと思うのなら、それは君にとって見る価値のない作品だったというだけの話。気に病やむことはないよ」

「むっ……そうなのか？　しかし……」

「まあ本当に勉強したいなら、美術館に行って職員に解説して貰もらうのが一番いい。それが描えがかれた年代、社会背景、そうした中で暮らす画家の心情や思想を理解することで、また自分の感性が変わって見方も変わってくる。いろんな剣客と試合することで、その流派の知らなかった一面が見えたり、自分の悪い面が見えたり、逆に変な癖くせが付いちゃったりするようにね。だからその絵は、残念ながら今回は君の流派に合わなかった剣術……ってところかもね」

「そうか……なるほど、今のたとえは分かり易やすかった。うんうん。アホはアホだがさすが王族だな、マヒロ王子」

「マヒロ王子？　さて、誰のことかな？」

「ふざけるな、少しは感謝してやろうと……」

　マヒロの声に、沙耶香はソファを立って振ふり返った。

「思っているのに貴様……貴様……と…………いう………………や……」

「ＧＯッ！　フリィ～～～～～～～～～～ダァ～～～～～～～～～～～～～～～ムッ!!」

　少年は、ヒーローごっこでもするように仮面（ボール紙）を装着していた。否いな、こう表現するべきかも知れない。『Ｚ』と記された仮面のみを装着していた……と。

「やあみんな、待たせたな！　私の名前はゼンラーマン！　この惑ほ星しに真の自由を伝えるため、ゼンラー星からやってきた自由の騎き士しだ!!」

「ひっ……」

　そう。たった今まで沙耶香がマヒロだと思っていた少年はしかし！　今やマヒロ王子を超ちよう越えつせし者、自由のフリーダム・騎士ナイト、ゼンラーマンだったのだ!!

「ひぃいっ……！」

「ゼンラ～マ～ン♪　夏も冬もなく～♪　マッパで駆かけ抜ぬける～♪　風か邪ぜを引くなよ人は言う～♪　全Ｚっ！　然Ｚっ！　平気さっ!!　ゼンラ～マ～ン♪　とうっ!!」

　ゼンラーマンは跳ちよう躍やく、そして少女の眼前に降り立った。







　そこに！




　モザイクなどあろうはずもないッ──!!




「さあ、沙耶香君！　私と一緒にこの地上に真の自由を広」

「ひぃやあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ──!!」

　真っ赤な顔で恐おそれおののき要よう塞さい中に響ひびくような声で泣き叫さけびながら、沙耶香が部屋を転がり出て行く。だが見張りの騎士四名、続けざまに飛び出してきた曰いわく形容し難がたき何者かに思考が追い付かない。

　その隙すきを縫ぬうかの如ごとく、ゼンラーマンは今、走り出す！

「はははははははははっ！　見よ、自由の力！　貴き賓ひん室という名の独どく房ぼう！　扉とびら！　見張り！　真の自由の前にはあまりに無力だとは思わないのかっ!!」

　だが敵も速い。マヒロが次の通路を曲がる頃には要塞中に警報が響き渡わたり、女性士官のアナウンスが流れ出す。

《総員に告ぐ！　非常事態発生、各員は持ち場を堅けん持じしマヒロ王子を発見次し第だい確保せよ！　なお、王子はぜん……は!?　ちょ、それ変装って言わな……え、訓練？　隊長、これ訓練ですか？》

　ああ、無力。あまりに無力だ。規律、規き範はん、規格通りの制服と鎧よろいを着込むだけの軍人たちに対し、ゼンラーマンの提唱するフリーダムはあまりにも強力無比！

「ゼンラ～マ～ン♪　朝も夜もなく～♪　マッパで駆け抜ける～♪　ボカシも無しかと人は聞く～♪　全Ｚ！　然Ｚ！　平気さっ!!　ゼンラ～マ～ン♪」

　行く手には最重級のフルアーマーを着込んだ拠きよ点てん防護用の重騎士が壁かべとなって行く手を遮さえぎる。

「どきたまえ君たち！　そんな重苦しい鎧姿で、この私を止められるとでも思っているのか!?」

「「「……」」」

　ひそひそ。

「あれ、マヒロ王子か？」

「あれが噂うわさのマヒロ王子か」

「噂通りって言うか……」

「噂以上に凄まじいぞ？」

　そうこうする間に、後ろからも自由を束そく縛ばくせんとする黒騎士の魔まの手が迫せまる。先頭に立つ、隊長らしき黒騎士が言った。

「あ……あ～……。マヒロ王子、あなたは……」

「この神こう々ごうしいまでにテカり輝かがやくフリーダムな肉体をなんだと思っている!?　私は断じてマヒロ王子などではない！　私の名は……そう、自由の騎士！　ゼンラーマンだ!!」

「……とにかく、君は完全に包囲されている。大人しく投降しろ」

「ば、馬ば鹿かなっ!?　君たちが捕つかまえなければいけないのはマヒロ王子のはず！　ゼンラーマンの行く手を遮る必要がどこにあるというのか!?」

「馬鹿はお前だッ!!　さっさと部屋に戻もどれこの馬鹿ッ!!　いいからいちいち腰こしを揺ゆらすなッッッ!!」

「なぜ分からない!?　このゼンラー・ペンデュラムはゼンラーマンの命の鼓こ動どう!!　この振り子を止めることは即すなわち、ゼンラーマンの死を意味するのだぞっ──!!」

「もういい全員あのアホをとっつかまえろ!!」

　わーっ、と黒い雪崩なだれのように騎士たちが押し寄せる。

「愚おろかな！　この私に不自由を与あたえようなどと笑しよう止し千せん万ばん！　とうっ!!」

　ゼンラーマンは逃にげず、むしろその波へ向かって身を躍おどらせた。

　つるん。

「なっ……」

　つるんつるん。

「す、すべる！　油を塗ぬってあるぞ！」

「解説しよう！　極限までグリス・アップされたゼンラーマンの肉体は、いつだってツヤ☆テカだ!!」

　衣服などという不自由に縛しばられていたのでは到とう底てい突とつ破ぱできぬ障害も、ゼンラーマンは華か麗れいに滑すべり抜ぬける!!

「はははははははははっ！　まだまだ行くぞ、ゼンラースピン！　ゼンラースピン！」

　くるんくるん！　つるんつるん！

「だっ、だめだ！　滑って捕まえられん!!」

「解説しよう！　ゼンラースピンは同じ方向にばかり回り続けると気持ち悪くなる危険なワザだ！　よい子のみんなは真ま似ねしちゃ……うっ、回りすぎた」

　しかし敵も然さる者、そうしてよろめき、動きの止まった一いつ瞬しゆんを見み逃のがさない。

「見ろ！　あの場所には油が塗られていない！　あれを狙ねらうんだ!!」

「無理です隊長！　同じ痛みをわかる男として、それを握にぎることは不可能です!!」

「ええい、女の隊員はいないのか!?」

「ここにいますがセクハラです隊長、断固拒きよ否ひしますっ!!」

「はっはっは！　セクハラ？　ワイセツ？　何と不自由な規制の中で暮らしているのだ君たちは！　さあ、ボカシもモザイクもない真のフリーダム・ワールドへいざ行かん！　ゼンラー・ダブル・ルッツ！　ゼンラー・トリプル・トゥ・ループ!!」

　ゼンラーマンは上に！　そして団子状態の騎き士し団を乗り越こえ、また一つ、自由への新たな扉とびらを切り開く！

「そして勝利のッ！」

　ばばっ！　ばっ!!

「ぜんらー・ばうあー」




　うにょぉ～ん。




「あっ……あんな馬鹿にあそこまでコケにされて何が黒騎士かあっ!!　あれはマヒロ王子ではない、ただの変質者だ!!　総員、殺してでも捕まえろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」

　ゼンラーマンは走る！　それは自由への逃とう避ひ行こう!!

「わ、わは、わははははっ！　そういう理り屈くつできたか!?　さすがに捕まったら殺されちゃうぞこれ……!!」

　目ま庇びさしの奥から覗のぞく目の色は、総じてユリカの瞳ひとみにも似た攻こう撃げき色を放っている。一方で要よう塞さいのセンターゲート、即ち自由への扉は目前に迫せまっていた。

　なぜかその隅すみっこで本を読む帝てい国こく二に番ばん姫きが、騒さわぎにふと顔を上げる。横にいたメイドが顔を覆おおった。

「ひ、姫様!?　見てはなりません!!」

「っはっはっはっは!!　もう遅おそい！　ユリカ・美ヶ島・マジスティア破れたり！　行くぞ！　究極必殺翔しよう天てん堕だ撃げき、ゼンラー・フランケンシュタイ」

「うに」




　さくっ。




　狙い澄すました暗黒生命体の一投は。

　フリーダムの象しよう徴ちようたる部位にその漆しつ黒こくの刃やいばを突つき立て。

「～～～～～～～ッ!!」

　かくしてゼンラーマンによる第一次地球侵しん略りやく作戦は、呆あつ気けなくその幕を閉じたのである。

　　　　[image: ]

　お風ふ呂ろでグリスを洗い流してから、ちゃんと元の服を着せられて、再び縄なわを打たれ、玉座の前に引き立てられた。右後ろにはレイナー、左後ろには沙耶香に張り付かれている。

「……お婿むこにいけなくなってしまいました」

「アホか!!　バカか!!　クズ!!　ゴミ!!　ゴクツブシ!!　ロクデナシ!!　ミズクラゲっ!!　死ね！　死ねっ！　死ねっ!!」

　ひざまずくマヒロに向かって、沙耶香があらん限りの罵ば声せいを浴びせかけた。ちなみに、すでに十個ほどのお仕置き用暗黒生命体が刺ささっている。

　玉座のユリカは赤い色した冷たい双そう眼がんで、マヒロを見下ろしていた。

「……よく、わからない子」

「よくではありません姫様ッ！　こんな痴しれ者ッ!!　その！　あれです！　さらし首ッ!!　斬ざん首しゆの役やくは是ぜ非ひともこの私に仰おおせつかってくださいませぇ～～～～～～～～～ッ!!」

　ぜえはあぜえはあ。

「……沙耶香。落ち着く」

「おおお落ち着いておりますともッ!!　誰が!!　こんな、ミズクラゲに!!　心乱されたりするものですかぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ!!」

　ユリカは小さく溜ため息いきをつき、沙耶香から視線を移した。

「マヒロ王子」

「はい……」

「今夜、あなたの身み柄がらを帝都へ移す」

　弾はじかれたように面おもてを上げた。

「そんな……！　待ってください、せめて……せめて戦せん端たんが開かれるまでの一週間、待ってはいただけないのですか!?　まだ、勇者がいます！　誰かが……あるいはリーゼルであれば、その全員を引き連れてでもここに……！」

「一週間後というのは、故意に流した情報。総攻撃は、明晩」

　マヒロは声を詰つまらせた。

「拮きつ抗こうしていると思い込ませるための陣じん営えいも、今日まで。軍令本部はこの一ヶ月の様子を見て、拮抗する以上の兵、連合には用意する術すべ無しと判断。明日、追加兵力が加わる」

「そんな……！」

「我が軍に負ける術なし。所しよ詮せん、〝蛇へび〟の口だった。〝獅し子し〟の鬣たてがみより深く、牙きばを立てることはできない」

「それがなんだと言うのですか!?　望んでおられるのでしょう!?　暴力ではなく、犠ぎ牲せいのない道筋を!!　なぜ戦いくさなのですか！　和平の席で、同じようにそうして隠かくし、騙だまし、外交によって勝利を手にすればよいではありませんか!!」

「でも、それが一番確実」

「たとえそうだとしても……!!」

「結局。和平を持ち出したのは、武力に自信がないから。その席で、勝算を握にぎっているから」

「違ちがいます、僕はただ……！」

　ユリカは話は終わったとでも言うように、再び開いた書物へ視線を落とした。

「レイナー。今度はあなたが見張る」

「了りよう解かいした」

「殿でん下か！」

　逃にげ足しかないマヒロの力では、最強の一人たる成年の片かた腕うでにも遠く及およばない。

「殿下っ、どうか僕の話を……!!」

　繰くり返す哀あい願がんも扉とびらの向こうへ、遠く消えていく。

「……ふん！　いい気味だ、痴れ者めッ」

「沙耶香」

「は？　はいっ、姫様！」

「あなたは警けい戒かいを強める」

「は……なぜですか？　まさか、本当に勇者とやらが来るとでも……」

　こくり。

「リーゼルという名前は、聞いたことがある。軍ぐん神しんの弟。光の御み子こ。最強の勇者。噂うわさ通りなら、きっとあなたかレイナーしか止められない」

「……かしこまりました！　仰せのままに！」
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　日にち没ぼつ後。

「……でもまさか、本当にジェスの言う通りだったなんてね」

　オペラグラスを覗のぞきながらシーナが呟つぶやく。無論ただのそれではなく、暗視能付きの魔導器マジツクアイテムだった。日中、要よう塞さい内に彼が連行されたことを連合側のスパイから聞いたパリエルたちは、すでに敵陣の敷しかれた森の中まで潜せん入にゆうしていた。

「あれが、要塞の入り口……？　山の中って、本当に山をくり貫ぬいて造ってあるの……!?」

「そういうことだ、パリエル。まあ連合は攻せめる側じゃないから、会合でもあまり話題に上のぼらなかったが……」

　シーナから受け取ったオペラグラスを、リーゼルが油断ない目付きで覗き込む。

「山脈一つ、両りよう翼よくまで何十キロメートルにも亘わたるとてつもない規模の代しろ物ものだそうだ」

　エミットが難しそうな顔で小首を傾かしげた。

「そんなモグラの真ま似ね事ごとするためだけに、どれだけお金使ったのかしらね？　教団に寄付してくれれば、あたしのお給料も上がろうってものなのにさっ」

　敵地にありながらのムードメーカー的発言に、パリエルは一度苦く笑しようした。

「でも……そんな広い中から、どうやって王子を見付ければ？　シュライバン様から聞いた話じゃ、あの入り口から三階層上がった貴き賓ひん室ってことでしたけど……」

　それも連合のスパイからの話だったが、要塞が要塞だけに途と方ほうもない。パリエルが肩かたを落とすと、シーナが険しい声で言った。

「そこから移動されてないとも限らないものね。どうするのリーゼル、もうすぐ不可視結界が解けるわ。これが切れた次の数分、敵に見つからない保証はないんだから……」

　シーナが作り出した、足あし下もとに敷かれた白い魔ま法ほう陣じんが、わずかに明めい滅めつし始めている。それが切れれば、外部からは普ふ通つうに視線にさらされることになる。しかしそんな便利なものだから、作るには大変な精神力が必要だし、呪じゆ文もんの詠えい唱しようにも時間がかかる。

「仕方ないね。ここは一つ、スーパーシスターの力を見せてあげようじゃないの」

　すっくと立ち上がったエミットに、全員が意外そうな眼まな差ざしを向ける。シーナが言った。

「だ……大だい丈じよう夫ぶなの……？」

「時間ないんでしょ？　おねーさんに任せなさい。なんたって主のファミリーだから。あんたたちと違ちがって、加護がハンパないから」

　胸を叩たたいて言い残すと、止める間もなく結界を出て行ってしまう。藪やぶを出てすぐのところで当然のように敵に見つかり、あっという間に数人に取り囲まれる。

「だ、大丈夫かな……エミットさん……」

「まあ、何か考えがあってのことだろうな……今は信じるしかない」

　残された側は、ただハラハラとそれを見守る。

「おいお前、何者だ。こんな所で何をしている」

　エミットは、十字を提げた胸むな元もとにそっと手をやった。

「はい。わたくし、主のご威い光こうを遍あまねく広め伝えるために旅をしております、シスター・エミットと申します」

（（（うぇっ……!?）））

　穏おだやかな物もの腰ごし、柔やわらかな声のトーン、後光さえ見えそうな優やさしげな笑顔えがお。あれが本当に酒場でジョッキ片手にゲラゲラ笑っていた不良シスターかと、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん。同一人物とはとても思えず、悪あく魔まが抜ぬけ落ちたか天使が取り憑ついたかという変わりよう。

「そ、それはわかったが……何をしている」

「はい。こちらに捕とらえられているという哀あわれな子羊、行く先艱かん難なん辛しん苦く多きミスマルカ王国のマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王太子殿でん下かに対し、せめてもの祝福を……と。そう、天からのお告げでして」

　黒騎き士したちの険が増した。

「待て、なぜここに王子が捕らえられていると知っている！」

「予言者様は全すべてを見通しておられます」

　にっこり。だがそんな裡うちを透すかされて、気持ちいいはずがない。

「噓うそをつけ、何が予言者だ！　下らん世よ迷まいい言ごとを吹ふきおって、貴様シスターを騙かたる連合のスパイだな!?」

「ちょ……汝なんじ、うちの予言者様舐なめんじゃないわよ？　超ちよう絶ぜつすごいんだから、汝バカにしてたら絶対天てん罰ばつ下るよ!?」

「怪あやしい奴やつだ、引っ捕らえろ！」

「あっ、ちょっと話聞きなさいって！　マジ！　マジなんだってばさ！　汝疑う事なかれ！　あたしに手ぇ出したら教団と全面戦争なんだから！　お～い、助けてぇ～!!」

　はぁ……、と全員で溜ため息いきする。不可視結界の効力が切れたことを合図に、リーゼルとシーナ、そしてパリエルは茂しげみから躍おどり出た。見張り程度、歴戦の勇者たちの不意打ちに反応する間もない。一人一発の当て身を喰くらわせ、エミットを助け出す。

「あなた何やってるのよ馬ば鹿かシスター!?」

「だってこいつら不信心なんだもん～！……って、あら？　我が勇者は？」

　最初に気付いたのはパリエル。

「ジェス君!?」

　彼だけがその入り口ではなく、崖がけのような急きゆう斜しや面めんへ向かっていた。片かた腕うでだというのに、猿さるのような身のこなしであっという間に木立の中に見えなくなる。

「ああっ、我が勇者ったらあたしを囮おとりにっ!?」

「こんな時まで、勝手な真似っ……！」

　エミットが悲鳴を上げ、シーナが苛いら立だちを込めて言うが、リーゼルの判断は速かった。

「話はあとだ、ゲートを閉められるぞ!!」

　言ったときには、警備兵が四方八方よりわんさと湧わき出してきていた。取り囲まれる前に駆かけ出し、正面からの敵に対してはシーナが長ちよう剣けんを横に構える。

「風剣！　シルフ!!」

　刀身に精せい緻ちな紋もん章しようを彫ほり込まれたシーナの剣が輝かがやきを放ち、突とつ風ぷうで押し退のける。しんがりのリーゼルが振ふり返りざまの一いつ瞬しゆんに手をかざす。

「ライトニング・エクスプロージョン!!」

　光こう爆ばくが地を這はい、えぐり、追っ手を遮さえぎる。吹き飛ばされると同時、宵よい闇やみに慣れてしまっていた敵は閃せん光こうに目を覆おおう。

「すごい……！」

　パリエルは感かん嘆たんを漏もらす。精神統一から呪じゆ文もん、発動までのスピードたるや二人ともが並の宮きゆう廷てい魔ま導どう師し以上。あのシュライバンとも比ひ肩けんするのではないか。それでいて卓たく越えつした剣の技術まで持っている。

「護衛さん、汝魔法は？」

「あ、私そっちはからっきしだめで……」

　話しているうちにゲートを潜くぐる。直後、巨きよ大だいな扉とびらが閉とざされる重々しい音が殷いん々いんと響ひびき渡わたった。一いつ切さい光のない、闇の通路に。

「これって……まさか」

　パリエルの呟つぶやきに、シーナが言う。

「ええ。私たち、誘さそい込まれたみたいね」

　これだけの巨大な鉄てつ扉ぴ、オーガやゴーレムが束になっても開きやしない。閉じこめられたのだ。

　その答えを待っていたかのように、照明が灯ともされる。向かう先には、既すでに数十からなる黒騎士団が整然と隊を成していた。

「ふん。まさか本当にやってくるとはな」

　言ったのは先頭に立つ、目付き鋭するどい和装の少女だった。そうして肩かたに羽織った黒のロングコート、若いながらも将校の一人らしい。

「あんなアホ王子一人のために、のこのことご苦労なことだ」

　代表するように、一歩進み出たリーゼルが述べる。

「待ってくれ、俺たちは戦いに来たわけじゃない。マヒロを返してもらいに来た。ただそれだけだ」

　少女の手にした薙刀なぎなたが、びゅんと音を立てて向けられる。

「笑しよう止し千せん万ばん。我らが陣じんに土足で踏ふみ込んでおきながら、盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいとはこのことだ。見ての通り、貴様らにはもう逃にげ道はない。投降するなら今のうちだぞ」

　退路がない。言い換かえるなら、進むしか道がないということ。ならば。

「マヒロの手紙にはあああったが……やはり、やるしかないか」

「はい……！」

　パリエルが抜ばつ剣けんすると同時、リーゼルも二振りの剣を抜く。右にロングソード、攻こう剣けんロメオ。左にソードブレイカー、防剣ジュリエッタ。後ろにいるエミットも、この状じよう況きようでは止やむ無しとロッドを身構える。

「……他ほかの奴やつらとは気配が違ちがうな。貴様が光の御み子こか」

　草ぞう履り履ばき、音もなく進み出てきた少女はパリエルもシーナも眼中になく、クロスソードに向かって身みの丈たけ以上の長物を振るう。

「私は帝てい国こく三剣の一人、長谷部沙耶香！」

「ハイランド王国第一王太子、リーゼル・ファリス・マクラーレン！」

「最強の勇者とやら、その腕見せてもらうぞ！　いざっ!!」

　地を這う風のように鋭い跳ちよう躍やく。瞬時にその威い力りよくを見み抜ぬいたリーゼルが防剣ではなく、両剣を交差、一歩踏み込み振り下ろされる刃やいばではなく、その柄つかを受ける。華きや奢しやな体に見合わぬ苛か烈れつな一いち撃げきにリーゼルが呻うめき、しかし次に。

「おおぉっ!!」

「っ!?」

　そうしてバネのようにたわませた全身を使って地を蹴けり、少女を跳はね上げる。彼女は弾はじかれるまま後方に一回転、そこに前進したリーゼルが追撃。沙耶香もそれを受け止めるが、着地後に勢いのまま滑すべり、大きく後退。

　連れん係けいするようにシーナが切っ先を払はらう。

「炎えん剣けん、イフリート!!」

「こざかしいッ!!」

　豪ごう剣けんは一刀、迫せまり来る炎ほのおをまさしく喝かつ破ぱ、剣圧だけで押し退ける。だがそれはシーナの援えん護ごでしかない。断たち切れた猛もう火かの隙すき間まから、今度はパリエルが追つい随ずい。軽い最速の一手。石いし突づきで弾かれるが、そうして注意が逸それた隙に、光の御子が全力の一撃を叩たたき付ける。沙耶香はさらに後退、鍔つば迫ぜり合いの様相となる。

　その左右より、さらにシーナが、パリエルが剣を振ふるう。間合いを取った沙耶香が薙刀の刃と、柄つか尻じりとを巧たくみに操あやつり、あたかも二振りの剣を振るうが如ごとくにそれらを捌さばく。かわす。

「ちょこまかと……!!」

　業ごうを煮にやしたように距きよ離りを置いた瞬しゆん間かん、大振りに構えた薙刀の刃が青白い炎を纏まとう。

「炎えん獄ごく、舞まえっ!!」

「あっ！」

「きゃっ！」

　刃の通り道に、爆ばく炎えんが壁かべとなって軌き跡せきを残す。パリエルとシーナは呆あつ気けなく吹ふき飛ばされ、瞬時にそれを見抜き、魔導障しよう壁へきを展開したリーゼルだけが剣を交差させた姿勢でそれを耐たえ凌しのぐ。

「シーナ！　パリエル！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「主よ！　勇たる者たちへ光の加護を与あたえたまえ！」

　凜とした詠えい唱しようはエミットの声。かざしたロッドが光り輝かがやく。爆破の衝しよう撃げきの痛み、やけどの熱さ、解けるように消えていく。パリエルもシーナもすぐに起き上がることができた。元のように構え直す。

「ありがとう、エミットさん！」
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「見かけによらずやるじゃない、シスター！」

　その代わり。

「いや、あんまりたくさん使えないから、汝なんじたちもあんまり無理しないでね……？」

　シスターは少しぐったりしていた。

「なるほど、四対一ということか……！」

　馬ば鹿かを言ってくれる、と思ったのはパリエルだけではなかった。それをわかった上で退ひこうともしないこの沙耶香。四人がかりでも押し切れぬ相手なのだ。

　だが黒騎き士したちの目ま庇びさしの奥、明らかな狼ろう狽ばいが浮うかんでいた。

「しょ……将軍！」

　まさか三剣がここまで苦戦する相手がいるなど、予想だにしなかった様子。沙耶香自身が慢まん心しんのない切せつ迫ぱくした表情で叫さけぶ。

「やめろ、お前たちでは手に負えん!!　レイナー将軍を呼んでこい!!」

「必要ない」

　場にそぐわぬほどの冷めた声こわ音ね、駆かけてきた影かげ一人。黒騎士の壁を一足に跳とんだ銀ぎん髪ぱつの男が、漆しつ黒こくの長剣を振り下ろす。リーゼルが沙耶香との距離を置き、間髪。最前までリーゼルがいた場所、コンクリートがクレーターのように切り砕くだかれる。

　一息、呼吸を整えた沙耶香が横目に言う。

「レイナー将軍、かたじけない！」

「レイナー……!?　噂うわさの銀ぎん髪ぱつ鬼きか！」

　リーゼルが息を吞のんだ。三剣の強さは今しがた思い知ったばかり。そんな中で、二振りが揃そろう。

「ハセベ将軍、少し休んでいてくれ」

「ですが、この者たち……！」

「問題ない」

　何という自負心。猟りよう剣けんは一人進み出る。あの時と同じ、静かな瞳ひとみと目が合った。

「……また会ったな」

　パリエルは体の竦すくみを殺し、畏い怖ふを、生きるための力に変える。

「今度は負けない……！」

　シーナと、リーゼルが頷うなずく。こちらだって最強に数えられる勇者のうち、二人もが揃っている。自分だってそのリーゼルに認められるだけの腕がある。太た刀ち筋すじだって一度見ている。

「リーゼル王子、まともに受けちゃだめです！　剣を折られます！」

「ああ、わかってる……！」

　と、地割れのような一撃の跡あとを見たリーゼルが頷いた。レイナーはシーナを一いち瞥べつ。エミットをもう一瞥。そうして眼中なしとばかり、リーゼルへ視線を戻もどす。

「……行くぞ」

　そこからが速かった。

　あれだけの長剣が、あたかも中身のない短剣のように軽々と走り始める。リーゼルも真っ向からは受けない。漆黒の剣、その腹を打つように二振りの剣で巧みに弾はじき、捌く。だが手数で勝まさるはずの双そう剣けんに対し、レイナーもまた回転数が劣おとっていない。両者とも太刀筋は攻こう防ぼう一体。

　先のように、パリエルもシーナと共に加勢するが、防戦に回ろうという気配がない。真正面にリーゼルを捉とらえたまま、左右にも目があるかの如き立ち回り。それでいて、沙耶香のように息を上げる気配すらない。

「なんて化け物っ……三人がかりだって言うのに！」

　焦あせりを感じたように、シーナが距離を置く。刀身に指を添そえ、レイナーへ向けて詠唱。

「雷らい剣けん……！」

「そこだっ!!」

　くんずほぐれつから離はなれた隙を狙ねらい、いつの間にか薙刀なぎなたを漆うる塗しぬりの長弓に持ち替かえていた沙耶香、矢を放つ。

「くあっ!?」

　銃じゆう弾だんでもあるまいに、それは鎧よろいの肩かた当あてごとシーナの右肩を貫かん通つう、あろう事かコンクリートの壁に突つき刺ささる。利きき腕うでを貫つらぬかれたシーナは傷口を押さえ、剣を取り落とす。

「もらったぞ魔ま法ほう剣けん士し!!」

　持ち替えの正体は召しよう喚かん術。シーナへと向かいながら弓は搔かき消え、その手に薙刀が現れ出る。

「させるかぁっ!!」

　パリエルはレイナーとの戦線を離り脱だつ、横合いから思い切り斬きり付ける。絶対に避さけられないと踏ふんだそのタイミングからでも、弾かれる。

「邪じや魔まをっ!!」

　とどめなくともすでにシーナは無力化したと汲くんだか、沙耶香の切っ先がパリエルへ向く。

「はあっ!!」

「やあっ!!」

　歳としも体付きも似たようなものだというのに、沙耶香の柄つかと刃やいばをした連れん係けいはまるで暴風。だがそうして僅わずかでも時間を稼かせぐ隙すきに、エミットが再度シーナへのヒーリング。

「くっ……この私が、一度ならず二度までも不覚を取るなんて！」

　勇者しか持ち得ぬような不ふ屈くつの闘とう志し。不完全ながらも、剣を手にしたシーナが再度沙耶香に挑いどみかかる。しかし全魔法系統の中でも、治ち癒ゆ回復は最も高度に類される業わざ。エミットはすでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子。

「誰でも構わん、そのシスターを黙だまらせろっ!!」

　今度は、エミットを庇かばいながらの防戦になる。状じよう況きようは、刻一刻と悪くなる。

（こんなこと、してる場合じゃないのに……！）

　まだ、捕らえられたマヒロの顔すら見ていないのだ。
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　ジェスは、隻せき眼がん、隻せき腕わんというものをよく理解していた。五体満足な誰彼ほど腕が立つわけではない。そうタカをくくっていた。だからジェスは、極力戦いのないだろう方へ進む。魔王を殺すそのときまでは、戦いという状況に置かれぬよう進むことに決めていた。

　リーゼルほどの人格者であれば、各国の代表者たちと語り合えるほどの彼であれば、あるいは言葉であの場を通れるのかも知れない。ともすれば今いま頃ごろはもう、話を通してこの要よう塞さいの指揮官と面会しているのかも知れない。

　だがそれでもだめだった。自分は、そんなリーゼルを出し抜ぬけるほど饒じよう舌ぜつではないことも理解していた。それでは、リーゼルがマヒロを捕つかまえたことになってしまう。

　それが一つ。

　もう一つは話がこじれた場合、止やむを得ないどころではない、凄せい絶ぜつな乱らん闘とうに陥おちいるだろうことが一つ。きっと、生きて帰る、生かして帰るなんて甘い状況にはならないはずだ。

　殺し合いになる。

　ならば正面からよりは、忍しのび込む方が圧あつ倒とう的にその可能性が少ない。何よりジェスには、話術剣術の自信はなくとも、西域を歩いてきた経験があった。人よりも圧倒的に五感の働く魔物たちに感付かれぬよう、歩き、進み、道半ばながら生せい還かんした経験があった。

　それに比べれば兜かぶとまで被かぶった人の子の視覚聴ちよう覚かく、どれほどのことがあろうか。

（……あったな）

　耳を澄すませながら木立、茂しげみを縫ぬい歩いていたジェスは、その音のする方へ進む。旧文明の遺い跡せきにも、こうして地中に造られたものは少なくない。その崩ほう壊かいを免まぬかれて現存しているものには、むしろそうした地下遺跡の方が多かった。

　ジェスが辿たどり着いたのは風の音。その地面には、直径五メートルばかりの大穴が開いていた。しかしてその奥からは夜風にしては温ぬるい、山中にしては濁にごった空気が吹ふき上げている。

　地中の施し設せつであり、そこに人が過ごす以上は必然とも呼ぶべき設備……通気孔こうだった。要塞の規模だけあって、潜もぐり込むにも狭せまいということはない。見回りの気配が完全に立ち去ったところで、腰こしに下げた得物……西域で手に入れたナイフを使ってフェンスを破り、同じく旧文明のテクノロジーで作られたワイヤーを結び、深い縦穴を降りていく。垂れた二本のうち、一本を引くと結び目が解ほぐれる。回収。

　ひとまずは通気孔内を道なりに進むが、じきに幾いくつもの分かれ道に出くわす。今までは言わば本流。この先は各区画、あるいは各部屋かわからないが……無数の支流を行くことになる。

（さて、どうすっか……）

　三階層目の貴き賓ひん室という話。たったそれだけでは、アタリの付けようも……。

　そうした幾つかの支流を覗のぞき込んでいるうち、一定間かん隔かくで明かりの漏もれる一本を見付ける。腰をかがめて進み、スリットから下を覗くと通路らしいことが窺うかがえた。

（……）

　甲かつ冑ちゆうの騒さわがしい足音が聞こえ、ジェスは一度引っ込む。

「あ、あのハセベ将軍が手こずってるというのは本当なのか!?」

「向こうの勇者も、最強と呼ばれる二人が揃そろっているらしい！」

「くそっ、神しん殿でん教団は連合側に肩かた入いれする気かよ!?」

「それもわからん！　とにかく今の状況では、こちらが先に殺すわけにはいかんのだ！」

「三剣でも苦戦するのはやむなしってことか……何が天の威い光こうだ、好き勝手やりやがって！」

「いいから急げ！　今しがたレイナー将軍も向かったが、万一将軍たちが退けられた場合、我々がユリカ様の防ぼう波は堤ていとならねばならんのだぞ！」

「ああ、あんなアホのお守もりよりはよっぽど気合が入るってもんだ！」

　そうして一個小隊ほどが通り過ぎていく。

（……今の連中の逆を辿りゃあいいわけか）

　その方向にも通気孔は伸のびている。さらに途と中ちゆうから脇わきへ伸びているのは、各部屋ごとのそれだろう。ならば直接部屋へ降りられるということだ。ジェスはかがんだ姿勢のまま、膝ひざと肘ひじを使って這はいずっていく。

　しかし、どうやらリーゼルたちの話し合いがこじれたらしい。となるとこの通路に警備がまるでいないのも、そのせいなのだろう。

（ここか）

　ドアの前に見張りの立つ部屋を、一つだけ見付ける。ジェスは道を折れ、その室の天てん井じようへと移動。

　いるのはマヒロのみ。何の生気もないような様子で椅い子すにかけ、ぼーっと窓まど際ぎわを向いている。ジェスは格こう子しを外すと、そんなマヒロの真後ろに降り立った。

　肩の上に手を置く。

「捕まえたぞ」

「ああ。君の勝ちだ」

　それだけだった。悔くやしがるでもなければ、助けを喜ぶでもない。ジェスが突とつ然ぜん現れたことに、驚おどろきすらしない。真っ暗な窓の外を眺ながめたまま、立ち上がろうともしない。

「逃にげる気がねえのか」

「逃げられる気がしない。逃げたところで、これから始まるのは泥どろ沼ぬまの戦争だ」

　それを悲観している様子でもない。

「何が戦争だ。そんなもんはやりてえ奴やつらにやらせとけ」

「僕はそれが嫌いやなんだ」

「ふざけんな。オレは聖せい魔ま杯はいが必要だ」

　少しの間が空く。

「……一人でここまで来たのか？」

「途中までリーゼルたちと一いつ緒しよだ。パリエルって護衛もな。今は下でやりあってるらしい」

　するとマヒロは、窓に映る自分に向かって失しつ笑しようした。

「見ろ。何だかんだ言っても、結局は暴力だ。あれだけ言ったはずのパリエルまで……」

「わからねえ野や郎ろうだな……！」

　ジェスはマヒロの胸むなぐらを摑つかむと、無理矢理に向き直らせる。

「リーゼルたちが今やってんのはそんなんじゃねえ。ただの試合だ」

「なん……だって？」

　マヒロが合が点てんのいかないようにきょとんとする。

「いいか、帝てい国こくは教団までは敵に回したくねえ。だから勇者を殺せねえ。リーゼルたちも同じだ。汝なんじ殺す事なかれを、自分から破るような連中じゃねえ」

「……それは……」

　何やら言おうとして、しかし言い返せず。

「そうかも知れないが……」

「剣けんも握にぎれねえてめえじゃわからねえだろうが、強つええってのとヒトゴロシってのは別物だ。死んだら取り返しが付かねえが、あとは全部ゴメンナサイすりゃ済む話だ」

　マヒロは少し、ぽかんとなった。それから、くす、と笑ってみせた。

「……そんなヒドイ理論、さすがの僕も初めて聞いたぞ」

「オレの師し匠しようの受け売りだ。ともかくあの護衛だけは別だ。てめえのせいであいつだけ死ぬぞ。それがよく暴力だなんて口をきけたな」

　数すう瞬しゆん、マヒロは口くち籠ごもったままだった。俯うつむいたまま、ぽつぽつと言う。

「……そう、か。そうだね。確かに、その通りだ。今回は僕の失敗だった。僕は何もかもに負けたんだろう。帝国にも、父上にも……他ほかならぬ、こうして僕を捕まえた君にもだ」

「ならさっさと立ちやがれ。なんかの拍ひよう子しに誰かが死んで、歯止めがきかなくなる前にだ。てめえさえここから逃げりゃ、リーゼルたちに戦う理由はねえ」

「……わかった。君の言う通りだ。言う通りにしよう」

　ようよう納なつ得とくしたように顔を上げ、席を立つ。

「リーゼルたちが陽動になるって作戦だったのか？」

「いや。最強と一緒じゃオレが勝てねえ。だから勝手にはぐれた」

「あははっ、じゃあ仲間を出し抜ぬいてまで、僕を捕つかまえに来たわけだ。いよいよイカレてるな、君は。勇者のすることじゃあない」

「どっちがだ。敵の要よう塞さいに真正面から乗り込むなんざ、王子のすることか」

　マヒロは苦笑し、小さく肩かたをすくめる。

「……で。どうやって逃げるんだ？　見たところ通気孔こうから入ってきたみたいだけど……同じルートで逃げられるのか？」

「てめえ、これを使って十メートルぐらい登れるか？」

「てぐす……？　馬ば鹿かを言うな、兵舎の懸けん垂すい棒ならまだしも」

「そうか。オレもだ」

　と、ジェスは右肩を上げてみせる。降りる分には問題ないが、登るとなると話は別だ。

「どうせリーゼルたちにもてめえの無事を伝えなきゃならねえ。足止め喰くらってるとしたら、あの馬鹿でかい門のところだ。ここからの道はわかるか？」

「ああ。あそこから入ってきたし、一度だけ脱だつ走そうしようとして自力で到とう達たつしている」

　ジェスは首しゆ肯こう。

　上出来だ。
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「……なぁ、部屋の中から話し声が聞こえないか？」

「ああ、俺も丁度気になっていたんだ……いよいよあのアホ王子がアホになって、ブツブツ言ってるのかと思ってたんだが」

　ドアを挟はさんで話し合う兵士だが、その時だった。部屋の中からとんでもない悲鳴と、ただならぬノックの音。




　──た、助け……助けっ……!!　連合の裏切……!!　暗殺者が、余の命をぉ……!!




　どたん、と人の倒たおれる重い音。

　二人がドアへ向き直ったときには、もう物音一つない。

「お、おい!?　おい、どうした王子!?　何があった!?」

　返事もない。

「くそっ、マジか……!?　よりによって俺たちが当番の時に……!!　お、俺が応おう援えんを呼んでくる！　お前はそこで見張ってろ！」

「ばっ、馬鹿言うなよ、お前だけ逃にげる気か!?　暗殺者がまだ部屋にいたらどうするんだ!?　この要塞に潜もぐり込んでくるほどの凄すご腕うでだぞ!?」

　少しゴチャゴチャやった後。やはり部屋の中からは何の物音もしない。

「に、逃げたのか……？」

「くそぉ、来るなら来てみろ！　黒騎き士しの力、思い知らせてくれる……!!」

　と、抜ばつ剣けんした二人が思い切って中に踏ふみ込んだ瞬しゆん間かん。

「がっ!?」

　先に踏み込んできた一人目の側頭部目め掛がけ、ジェスが跳とび蹴げり一発。昏こん倒とう。二人目が剣を向け直そうとする間に、ジェスは体を捻ひねりながらその間合いに潜り込み、喉のど元もとへと後ろ回し蹴り。

　いや、形はそれだが踵かかとの後ろへ相手の喉を引っかけたまま。浴びせ蹴りのように全体重を乗せ、直下へ振ふり抜く。ジェスの体が床ゆかにつくと同時、二人目は仰あお向むけに倒れ後頭部を強打。昏倒。

「つ……強いじゃないか……!?」

「そうでもねえ」

　と、走りながら。

「てめえこそ、本当に発ほつ作さかなんかで死んだんじゃねえかと思ったぞ……タヌキじゃあるまいし、何で死に慣れやがる」

「あっはっは、あれくらいはタヌキより日常茶さ飯はん事じだ。何せああやってぐったりするまで、メイドたちがいじめるのをやめてくれないのです」

「……。アホかてめえ」

　ともあれ、マヒロの走りには淀よどみがない。のみならず。

（本当に呆あきれた野や郎ろうだな……）

　城を逃げたときと同様、ほとんど全力疾しつ走そうながら、必要最小限の足音しか立てない。十字路、曲がり角に来れば音もなく速度を止め、諜ちよう報ほう員の如ごとき身のこなしで先々の気配を窺うかがう。

「……てめえ、なんでそんな慣れた動き方しやがる」

「これくらいのスキルがないとあの城で女子更こう衣い室に忍しのび込み、あまつさえ生せい還かんするなど……よし、行こう」

　鎧よろいの足音が行き過ぎ、再び走り出す。要塞内に詰つめる黒騎士は対たい峙じすれば脅きよう威いだが、一方では幸いだった。外で見かけたような軽鎧であればそうでもないが、関節各所まで防備されたフルアーマーの音はどうしても大きく響ひびく。気配を察しやすいのだ。

「しかし君もよく通気孔なんてルートを思い付いたな。旧文明のお話じゃあるまいし」

「旧文明の遺い跡せきなら、何度か潜ったことがある」

「極東にいたのか？」

「いや、逆だ」

　逆……？　と小首を傾かしげたマヒロが階段を下りようとしたそのとき、けたたましい警報が鳴り響いた。

《緊きん急きゆう通達、マヒロ王子が逃とう亡ぼうを計った模様！　侵しん入にゆう者が手引きをしたものと思われる、各員は臨戦態勢の上でマヒロ王子を発見次し第だい確保せよ！　侵入者に関しての生死は問わない！　繰くり返す、マヒロ王子が……！》




　　　　◆




《……逃亡を計った模様！　侵入者が手引きをしたものと思われる、各員は臨戦態勢の上でマヒロ王子を発見次第確保せよ！　侵入者に関しての生死は……！》

　腕うでの痺しびれを押して、パリエルは沙耶香の薙刀なぎなたを弾はじき返す。そうして自然と口元に笑えみがこぼれた。

「侵入者、ってことは……!?」

「超ちよう々ちようサイコー我が勇者っ!!」

　エミットが小さく悲鳴を上げ、シーナもまたまんざらでもなさそうに鼻を鳴らす。

「ふん、何よあいつ。あんな格好して、やるときはやるんじゃないの……心配してバカみたいだったわね！　パリエル、あとは私たちが退路を確保するだけよ!!」

「もちろん、わかってる！」

　ものすごい形相をしたのは沙耶香。

「くっ、貴様らは陽動だったというわけか！　あのミズクラゲがっ……レイナー将軍！」

「構うな」

　物静かな言葉に虚きよを衝つかれたのは沙耶香も、パリエルたちも同じだった。決死の表情をするリーゼルと一対一、もう何十合と烈れつ火かの如く打ち合っているというのに、その表情もまるで変わらない。

「なぜそう言える!!」

　言葉に乗せた猛たけ々だけしいリーゼルの一いち撃げきが、漆しつ黒こくの剣を打つ。受けて、返す。声も、表情も静かながら……構え直した猟りよう剣けんの目が、まさに鬼おにの如き炯けい眼がんを宿していた。

「行こうと退こうと、この場は俺が通さん」




　　　　◆




「あの二人、もう目を醒さましたのか!?」

「だからそうでもねえって言っただろう、あの兜かぶとの上からじゃこんなもんだ！　どこでもいい、走れ！」

　だが二人が下りようとしたのを見計らったかのように、階下から鎧の音が近付いてくる。頭上からも、今しがた通ってきた通路と、その左右からも。

「構わねえ、下だマヒロ！　下からなら将しよう棋ぎ倒だおしにできる!!」

「わかった！」

「いたぞ！　マヒロ王子だ!!」

　ジェスは降りかけの階段半ばから跳ちよう躍やく、中三階の踊おどり場ばの壁かべを蹴けることで一八〇度の方向転てん換かん、下からの先頭が踊り場に乗る前に、飛び降りるような痛つう烈れつな三角蹴りを見み舞まわせる！

「「「わああああああああああああああっ!!」」」

　エリートらしく整然と隊列を組んでいたことが仇あだとなり、言葉通りの綺き麗れいな将棋倒し。

「あっはっは！　ここまでうまく決まるとまるでコントだ！」

　とか何とか言いながら、折り重なる鎧の階段を駆かけ下りていくマヒロ。

「地の利がよかっただけだ、ガキでもできる！」

　だがその先はどうするか。今までの様子からして、この付近の兵力はリーゼルたちを阻そ止しするためか一階へ出張っている。先の放送があったとなれば、蹴倒すだけでは済まないほどの数が一階から向かってくることになる。事実、そのような喧けん噪そうが下から聞こえてきている。

「こっちだジェス！　たぶん、この階からでもあの通路に出られるはずだ……！」

「ゲートのある通路か!?」

　走りながら頷うなずくマヒロ。

「君も見ただろう、あの馬ば鹿かでかい扉とびらを！　幅はばもあるが高さもある、この階のどこかから……！」

「そこまでだっ!!」

「「っ！」」

　左右より現れた漆黒の重騎き士し……いや、装そう飾しよく付きの重装、マントを引きずった近衛このえ騎士が壁となる。背後からは、所しよ詮せん蹴倒しただけの彼らもすぐに迫せまり来るはず。

　隊長か……一人が進み出る。

「そこまでです、マヒロ王子」

　マヒロは小さく、諦てい観かんを込めた失しつ笑しよう。

「ま……何となくわかっちゃいたけどね。やっぱり……」

「構うな。オレたち二人なら抜ぬけられる」

　マヒロへ小さく囁ささやいたジェスは、ナイフの柄つかへ手をかけた。

「オレが合図を出す。てめえはただ真っ直すぐにど真ん中を突っ切れ。いいか？」

　大したものだとジェスは思った。王子はそれを聞いても何一つ表情を変えず、同じように小さく呟つぶやくのだ。

「……わかった」

「この期ごに及および、何をこそこそと。マヒロ王子、この要よう塞さいからの脱だつ出しゆつが不可能なことは既すでにおわかりのはず。さあ、貴き殿でんの後ろに隠かくれている侵しん入にゆう者を引き渡わた……」

　言いかけた彼は、何かに気付いたように言葉を途と切ぎれさせた。同様、彼に従うほかの近衛騎士も何かに驚おどろいたような気配。

「まっ、待て……！　白はく髪はつ……隻せき眼がん……隻せき腕わん……!?」

「ま……さか……！」

「〝独どく眼がん龍りゆう〟かっ!?」

　瞬しゆん間かん。

「行けッ!!」

　言うと同時、ジェスは飛び出す。マヒロも全力で駆け出すが、それより一息速くジェスが跳とぶ。剣を抜こうとしたガントレットを、蹴るように踏ふみ付ける。

「なっ……！」

　不意に勢いのついた一人分の体重、腕うで一本でそうは払はらい除のけられない。だがジェスはそのまま、さらに膝ひざ蹴げりを真正面からぶち当てる。部屋を脱したときと同じ要領、全体重を乗せた飛び膝蹴りを、そのままニードロップにして床ゆかに叩たたき付ける。倒れると同時、マヒロがジェスの上を飛び越こえる。一瞬遅おくれて、勢いを殺さぬままジェスも駆け出す。

　倒された近衛騎士は、しかしかぶりを振ふりながらすぐさま起き上がる。右腕を持たぬ異様はすぐに姿を消してしまうが。

「みっ……見たか、お前たち！」

「は……はっ！　間ま違ちがい、ありません！」

「ユリカ様へご報告しろ！　急げ!!」

「ははっ!!」




　　　　◆




「ユリカ様へ取り急ぎご報告！　一大事にございます!!」

　いつもの玉座で、ユリカはまたペラリ。ページをめくる。一大事と言われたところで……。

「〝独眼龍〟が現れました!!」

「っ!!」

　弾はじかれたように立ち上がり、読みふけっていた書物はそのまま床に滑すべり落ちた。

「……ジェス、が？　噓うそ……？」

「年の頃ころ十七～八ながら白髪、隻眼に隻腕、いずれも相そう違いございません！　マヒロ王子を連れ出した不ふ審しん者の正体、独眼龍です!!　いかが……」

　そのときには既に、ユリカは足早に席を離はなれていた。

「絶対だめ。私が行くまで、誰も何もしてはだめ。絶対」

「ははっ!!」




　　　　◆




　向かう先から剣けん戟げきの響ひびきが聞こえてくる。目指す場所はもうすぐだった。

「連中、君のことを知っている様子だったぞ!?　帝てい国こくにいたことでもあるのか君は!?　何をしでかした!?」

「言っても誰も信じやしねえ！　いいから走れ！」

　大回かい廊ろうと直交する二階の渡り廊下に躍おどり出る。ゲートも見える。眼下、彼方かなたに見える人ひと垣がきと激しい斬きり合いの音、リーゼルたちの姿も見える。だが、戦いは苛か烈れつを極きわめていた。誰もこちらに気付く様子はない。手すりから身を乗り出してジェスが言う。

「こっからだと、十メートル近くはあるか……！」

　マヒロは手すりにもたれて、溜ため息いき一つ。

「失敗したなぁ。出るには出られたけど、降りる方法がなかったか……」

　二人が来た方角から。また、その反対方向からも手勢が現れる。あくまでもこの回廊の右と左を通すだけの通路。奥にも手前にも行き場はない。見える手勢も、今度は十と重えか二十重はたえ。

「……君だけでも逃にげろ。僕もさすがに逃げ疲つかれた」

　それを表すようにマヒロは、ひょいと手すりに腰こし掛かける。

「バカかてめえ。聖せい魔ま杯はいはどうなる」

「帝国は、魔王軍と魔王を滅ほろぼすために大陸の人間社会を統一したいんだそうだ。君は知っていたか？」

「ああ」

　前後の敵へ油断なく意識をやりながらの、生返事。グダグダ喋しやべってる暇ひまはない。ジェスは自身を取り巻くありとあらゆる状じよう況きようを見回した。

「なら、君の味方じゃないか。仕官でも何でもしてみればいい……」

　強行突とつ破ぱか。否いな、そこに迫せまるのは一蹴けりで突破できる程度の壁かべではない。ワイヤーで降りるか。否、悠ゆう長ちように結びつけている暇がない。ならば無理を承知で飛び降りるか。否、今はリーゼルたちに気を取られているが、一声かかれば降りた途と端たんに包囲される。同様、接戦を強しいられているリーゼルたちに、助けを求められるはずもない。

「……来ないな」

　マヒロの言葉の通りだった。黒騎き士し団は、その空中回廊の入り口を厚く塞ふさいではいるが、迫ってこようという気配がなかった。

　鎧よろいのグリーブではない、静かな靴くつ音おとがこつこつと。騎士団の合間を縫ぬって来たのは、そのときだった。
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　道を空けた黒騎士らの隙すき間まより、ユリカは会いたかった相手の姿を確かく認にんする。

　見間違いようもない白はく髪はつ。ひどい傷で塞がれた右目。その延長線上で断たたれたような右腕。ユリカは護衛も付けず、部下はその場に置き去り一人進んでいく。

　彼らしい、とユリカは思った。彼も彼だが、自分とてこの容姿。アメジスト色の髪かみに、深しん紅くの瞳ひとみ。覚えていないはずがないのに、ジェスは驚おどろくような気配すら見せてくれない。こんな状況下に陥おちいっても、最後の最後まで得物を抜ぬこうとしない油断ない構え。着ているものまで、あの時と変わらぬようなままだったが……勇者はあの時より、一回りも二回りもたくましく成長しているように見えた。

　その他多くの騎士同様、今の自分は彼にとっては敵に過ぎないようだった。

　それでもユリカは真っ直すぐに、二人の元まで歩いていく。その場まで、あと数歩。そこで直感的に察したのだろう。今置かれた状況を切り抜けるには、もう手段がないと。

　ジェスは逆手に抜いたナイフを、瞬しゆん時じにその白い喉のど元もとへと突つきつけた。だから予測していたユリカも全く同じ速度、タイミングで彼へと手の平を向けた。人間にもはっきりと感じられるほどの、大きな魔導力を乗せた手の平を。

　その状況を見て、前後に控ひかえさせた家臣たちがざわめいた。ユリカは彼が何と言ってくれるか期待したが、ジェスは鋭するどい視線のまま無言。そうして数秒。先に口を開いたのはユリカだった。

「……ジェス。会いたかった」

「……」

「でも、どうして」

「マヒロ王子を返して頂きたい。それだけだ」

　自分も口数は少ないままだったが、彼のぶっきらぼうな口調も、相変わらずだった。

「どうして」

「聖魔杯を手に入れるため。どうか見み逃のがして頂きたい」

　ユリカは小さくかぶりを振ふる。

「だめ。でも、あなただけなら見逃してあげられる」

「それじゃあ意味がねえ」

「……なら、あなたもマヒロ王子と一いつ緒しよに来て欲しい。帝てい国こくは、あなたをいつでも歓かん待たいする」

「ありがてえが、前もお話しした通りだ。オレには魔王しか生きる術すべがねえ」

「この大陸を統一した暁あかつきには、帝国は西域への侵しん攻こうを開始する。何年先かはわからない。でもそのときにあなたに一軍を任……」

「そのために魔王の真ま似ね事始めるってのかっ!!」

　絶ぜつ叫きようのような大音声に、ユリカは小さく身をすくめる。そんな高みからの大音声は方々まで響ひびき渡わたり、いよいよ眼下に競せり合うリーゼルたちの動きさえも止めさせた。

「違ちがう……私たちには大義がある。この大陸に、真の平和を」

「大義なんざどうでもいい。やってるこたぁ魔王と同じだって言ってんだ」

「……ジェス」

　その行いが戦いくさごとである以上、非の打ち方は様々だ。正義のために、悪はどこまで許されるのか。そんな天てん秤びんの量り方。そして彼は戦争を、魔王という最悪と同義にしか見てくれない。

「だからオレは、姫ひめ様たちのチカラにはなりたくねえ。だからって北の連中に手を貸すつもりもねえ。やるなら勝手にやってくれ。オレは聖魔杯を手に入れてえ……ただ、それだけだ」

　声には苦く渋じゆうが籠こもっていた。

「どうか、見逃してやって頂きたい」

「……」

　どう言えば、いいのだろうか。何と言えば、帝国が彼の助けに、味方になれると伝えられるのか。

　彼の意志の強さを知っているからこそ、ユリカもまた苦渋する。このまま退ひいてくれなければ。もし、喉元の刃やいばが押し込まれるようなことになれば……自分は、彼を消し飛ばさなければならない。
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　ユリカは言葉を探す。

「ジェス……」

　たくさん、たくさん本を読んできた。なのに、こんな大事なときに限って、誰の言葉をどう用いていいかわからない……。




　　　　◆




「なっ……!?」

　振り仰あおぎ、沙耶香が絶句する。

「あ……あの姿……もしや、独どく眼がん龍りゆうか……!?　だが、なぜこのような場所に!?」

「えっ……？　汝なんじ、我が勇者のこと知ってるの？」

　そんなことも知らぬのか、とでも言いたげな視線が振り返る。

「二年前に起きた西域からの魔ま物ものの大氾はん濫らん時、軍の指揮を執とられていたユリカ様のお命を救った勇者殿どのだ！　いや、結果的にそれによってユリカ様が侵攻を食い止められたことを考えれば、救国の英えい雄ゆうに他ほかならん……！」

　パリエルも、シーナも、エミットも、そちらを見上げたままぽかんとなった。救国の英雄、なんて勇者の武勇談にはよく聞くが、せいぜいが中原の一国二国の話。帝国となると話の規模が違いすぎた。

　だが……周囲の黒騎き士したちの様子を見れば、それは誇こ張ちようでも何でもない様子。

「そっ……そんなすごい勇者だったの……、ジェス君って……」

「だが……」

　同じように一時休戦したリーゼルが、物もの憂うげな声で言う。

「だったらなぜあいつは、そんな相手に向かって……あのユリカという皇女も」

　二人は腕うでを交差させたまま。互たがいに互いの喉のど笛ぶえに手をかけるような、まさに剣けん吞のん。

　苛いら立だちを込めるように呟つぶやいたのはレイナーだった。

「……蛇へびが」

「蛇……？」

　リーゼルが聞き返したときには、彼は背を向けていた。はっ、と我に返ったような沙耶香も。

「っ！　そ、そうだ！　私としたことが、姫様のお命を危険にさらすなど……!!」

　英雄は英雄なれど。状じよう況きようが状況。その場を離り脱だつした二人は、壁を蹴り、あんな高みまで一気に跳ちよう躍やく。

　残された騎士たちは、三剣のうち二振りを向こうにした勇者たちの実力、まざまざと見せ付けられていた。ただ取り囲むしかできない。元よりパリエルたちには、挑いどまれなければ戦う理由はなかった。そしてまた、マヒロとジェスがあの状況では……なるほど、ジェスにはああするより他、やりようがないのかも知れない。こちらが今、下手に動くわけにはいかない。パリエルたちは、ただ見守るより他なかった。
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　沙耶香の薙刀なぎなた、レイナーの長剣。左右横合いよりジェスを狙ねらい定める。

「退け。お前に勝ち目はない」

「レイナー……てめえもか。こんな所で何してやがる」

　瞬しゆん間かん、猟りよう剣けんは刃で応えた。

「……お前には関係のないことだ」

　だがジェスも電光石火にナイフを動かした。ユリカの喉元より、破は壊かい力の高い刀身ではなく、懐ふところへ潜もぐり込むようにその柄つか元に刃を当て、動きを封ふうじた。

「関係ねえじゃねえだろうが！　オレは魔王を殺すために勇者になった！　てめえは人間を魔物から守るために、騎士団に入った！　それがどうしてこんな場所で、人殺しの真似なんてしてやがる!!」

　両りよう腕うでの膂りよ力りよくで片腕のジェスを押し返し、切り裂さくような一刀。

「ならそういうお前はどうだ。連合に荷か担たんし、ここまで乗り込んできたお前は」

　それをジェスは低い姿勢のバックステップでかわす。距きよ離りが開く。ナイフと長剣の対たい峙じ、珍めずらしい間合いだった。

「聖せい魔ま杯はいを手に入れるチャンスだ。魔王を殺して、姫ひめ様に見付けてもらって、それでオレたちの国は蘇よみがえる！」

「俺はもっと現実的な方法を見付けた。俺にとってもこの戦いくさは好機だ。俺には戦うしか能がない。勲くん功こうを上げ、現帝てい国こく領エルクレセルを拝領する。そのためには……」

　瞳ひとみの代わり、漆しつ黒こくの刃が揺ゆらめいた。

「戦でなければならない！」

　ジェスはその太た刀ち筋すじを弾はじきながら、またかわす。

「ほざくな！　てめえが王様にでもなるつもりか!?」

　素す速ばやく回転しながら距離を詰つめ、勢いの乗ったバックハンドの一いち撃げき。だがクロスソードとも対等に渡わたり合ったレイナーは、それを易やす々やすと受け止める。

「違ちがう。お前の方法では不可能だと言っている。何十年かかろうと、魔王を倒たおさない限りは」

「だったらてめえのそのやり方で偉えらくなるために、この先何人殺していく！　国を亡なくしてぶっ壊こわれちまったオレたちみてえなガキが、この先何人生まれりゃいい!!」

　レイナーは、ジェスを睨にらみ付けたまま無言を守った。

「何が拝領だ……！　誰もてめえを王様だなんて認めちゃくれねえよ……！」

「だったらお前は、姫だけを見付けどこに国を作る」

　これに対し、ジェスもまた沈ちん黙もくとなる。

　たかが数秒ながら、長い長い静せい寂じやくだった。

　だからマヒロが言った。どっちを見るでもなく。

「……僕は、君たち二人の求める姫を知っているぞ」

　瞬間。

　目を見張った二人が、お互いの刃やいばを押しやり、距離を取る。

「でたらめ抜ぬかすんじゃねえ！」

「……」

　激げつ昂こうを見せるジェスと、対照的に真意を見抜こうかとするようなレイナーと。

「もういい。レイナー、さがって」

　ユリカは言って、二人の間に進み出た。

「……」

　動かぬレイナーへ、赤い瞳を細める。

「言うことも聞けない駄だ犬けんはいらない。さがって」

　マヒロも言った。

「……君も、もうやめないか。ジェス」

　気の抜けた声。肩かたを落とし、背を丸めた、気の抜けた姿勢で手すりに腰こしをかけたまま。何の覇は気きもない瞳で。

「逃にげる気がねえのかてめえはっ!?」

　それからマヒロは小さく肩をすくめ、大きく溜ため息いきをついた。

「……なくなった。どうせ戦争は始まるって言うんだ。なら、もうじたばたしたって仕方ない」

「マヒロっ!!」

「君も城で言ってただろ。聖魔杯がだめなら他ほかのアテを探すって。ユリカ様が逃がしてくれるって言うんだ、その方がいい。ここで死ぬよりは、魔王に辿たどり着ける可能性はある」

「そんなこと聞いてんじゃねえ！　誰が何と言おうと、オレはてめえをここから連れ出す！」

　手すりに腰をかけたまま。マヒロは本当に、本当に、退たい屈くつそうに。大きく、大きく背せ伸のびした。

「……そうか。でも忠告はしたぞ」

　大きすぎて。

　そのまま、上体は後ろに反れていく。

　それを見ていた誰もがあっと息を吞のむまま……。

「ッ!!」

　ジェスは一つしかない手から得物を放し、辛かろうじてマヒロの足首を摑つかむ。逆さ吊づりの、万ばん歳ざいをした姿勢のまま。それでも覇気のない声、死人のような顔で言う。

「……大したものだな、君は。一つしかない目で、よく見えたじゃないか」

「くっ……！　ばっ……バカかてめえはっ!!　本気で死ぬつもりだったな!?　どこまでイカレてやがんだっ!!」

　ユリカも駆かけ寄ると、マヒロのもう片足を摑み、逆さ吊りのマヒロを通路へと引き戻もどす。勢い、ジェスは尻しり餅もちをついたまま。マヒロも脱だつ力りよくした姿勢で座り込んだまま、どちらも立とうともしない。

　それでジェスは丸腰。落としたナイフは沙耶香に拾い上げられる。

「ふん。こんなオモチャで、よくここまで辿り着いたものだ。だがもう終わりだ。大人しく観念……」

「オモチャじゃ、ない」

　ユリカは、大きく一息。

　久しぶりに、少し焦あせった。

「……姫様？」

　沙耶香の手からナイフを取り上げると、ジェスに柄つかを向け、手て渡わたした。

「私の命を救ってくれた」

「……」

　ジェスは受け取り。やはり気力の抜けたままのマヒロを一いち瞥べつし、吐はき捨てた。

「……ふざけやがって……！」

　元の鞘さやに収める。悪態ながらも、ジェスからも抵てい抗こうの意思は失うせた様子だった。ユリカはもう一つ安心し、向き直る。

「マヒロ王子」

「……はい。何でしょう、ユリカ様」

「ジェスは見み逃のがす。あそこにいる勇者たちも、全員見逃す。それで、いい？」

　だがマヒロが見せたのは失しつ笑しようだった。

「ですが……明朝、総攻こう撃げきの予定に変わりはないのでしょう」

「ない」

「あなたの言う命の恩人が、あそこまで否定したものをですか」

　ユリカは……否定も、肯こう定ていもできない。

「……ユリカ様。書物がお好きなそうですね」

「好き」

「とても面おも白しろい本に出会ったとき。そうした物語の主人公になってみたいと、思ったことはありませんか？」

　自明なことを、と。ユリカは頷うなずく。

「いつも」

　宮きゆう廷てい暮らしは退屈だ。朝目が覚めてより、夜眠ねむりにつくまで。三歩離はなれた場所にはメイドがおり、部屋を出れば取り巻くような近衛このえ騎き士したちに付き従われ。それは日夜看守に見張られる虜りよ囚しゆうの罪人と、さして変わりもない日常。あたかも懲ちよう役えきの如ごとく、皇族としての教養と礼れい儀ぎ作法を学ぶ日々。

　ただ書物だけが、そんな籠かごの鳥を無限の世界へと羽ばたかせてくれた。ありとあらゆる土地で、ありとあらゆる人々に出会うことができた。過去も、未来も、異世界も。遥か星の海の彼方かなたでさえも……活字だけが、自分を束そく縛ばくしなかった。

　穏おだやかな顔でマヒロが続ける。

「すると思いますよね。もしも自分が、この登場人物だったら、どうしよう、とか。自分がこいつだったら、どうしただろう……とか」

　こくり。

「思う」

「ユリカ様。『一人だけの軍隊』をお読みになったことは？」

「ある」

「『西部戦線異状なし』はご存じで？」

「知ってる」

「では……」

「……マヒロ王子」

　何が言いたいのかは察した。そんな数多あまた悲劇を知ってなお……そう責めたいのだろうと。

　だがマヒロの言葉は、そんな安直な予測から来るユリカの落らく胆たんを裏切った。

「僕はそうした書物に出会う度たびに、当時の世界情勢の資料をかき集め、いつも考えてきました。その時、自分が指導者であったなら。自分がもしもユリウス・カエサルだったら。チンギス・ハーンだったら。ナポレオン・ボナパルトだったら。ヒトラーで、東とう条じようで、チャーチルで……自分に、そうして戦争を左右できるほどの力があったなら」

　掲かかげた自分の手の平を見み詰つめ……一息。次にマヒロが見せたのは、真っ向からの自じ嘲ちようだった。

「その結果がこれでした」

　たかだか十の半ばほどの少年だ。己おのれを重ね合わせるにしても、勇者や、騎士や、将軍や、そうした強き英えい雄ゆうに憧あこがれるだろう年とし頃ごろの子が。それらではなく、指導者に己を重ね合わせたという。

　見ていて痛ましいほどの諦てい観かんを表すマヒロに、ユリカは自然と首を振ふっていた。

「……あなたの思想が、間ま違ちがっているとは思わない。とても立派」

　そして聞く。

「答えは？」

　聞かずにはいられなかった。そこまでの思し慮りよをして、導き出された答え。確かに彼は指導者ではなく、やがて彼が負って立つだろう国もあまりにか弱い。しかしもし、単身ここまで乗り込んでくるまでの意志ある彼が、それだけの力を背景にしていたなら。

「あなたが……そうした時代の指導者だったら。戦争は、止められた？」

　彼は首を横に。

「……無理でした。出てきた答えは、いずれも、いつもノーでした」

「なぜ……？」

「倫りん理り観が発達していません」

　予想だにしない言葉に、ユリカは目を瞬またたかせる。

「倫……理？」

「二度に渡わたる世界大戦の惨さん禍かによって、ありとあらゆる人種、民族、地域が、同時に、壊かい滅めつ的に打だ撃げきを受けるに至るまで、戦争は……嫌いやでこそあれ……イケナイだなんて徹てつ底てい的な倫理観は、人々の間に生まれやしなかったのです。ならそれ以前の時代、時の指導者がいくらノーを言ったところで……彼は無能の烙らく印いんを押され、その座を追われるだけでしょう」

（……）

　舌を巻く思いだった。

　その状じよう況きようを。軍事力でもなく、国土や資源のためでもなく、指導者の野心ですらなく……人々の倫理だなどと。

「僕が今回、このような奇き行こうに至ったのは……旧文明の崩ほう壊かいにより、歴史が一時途と絶だえたとは言え……それ以後の時代だからです。そして状況は、そうやって僕が想像してきたいかなる時代よりもずっと単純で、何より……そこにはまだ、話し合う余地があると考えているからです」

　立ち上がり、マヒロが真っ直すぐに向き直る。

「ユリカ様」

　ユリカはかぶりを振る。半歩、後ろに退く。

「……王子。あなたは勘かん違ちがいをしている。私は、そうした指導者たちとは立場が違う」

「わかっています。ですが今のタイミングでは、もうあなたしか頼たよれる人がいないのです。今この時、この瞬しゆん間かん、あなただけがこの戦争を止められる。あなたが功績に飢うえるただの軍人であれば、僕だってもっと必死に逃にげ延びる道を探していた。ですが一いつ介かいの将ではない、皇族のあなたであれば！」

「……マヒロ王子……」

「今ならまだ間に合うのです！　南部平定時に見てきておられるのでしょう、戦争というものを！　旧文明の人々が後世に……他ほかでもない、我々のような子孫へと残した平和への想おもい、ご存知なのでしょう!?　それでも御おん自らの手で開戦の号令を出したいとおっしゃるのですか、あなたは！　ならばそうおっしゃってください！　是ぜ非ひそのための理由をお聞かせ願いたい！　そんな下らぬ戯ざれ言ごとであれば、僕は億千万の言葉を並べ立て、必ずやあなたを説き伏ふせる覚かく悟ごです!!」

　ユリカは一度俯うつむいた。

「しかし、そうではないとおっしゃるのであれば……今一度だけ、考え直しては頂けませんか？　ただ一度だけ、そのお心に従っては頂けませんか？　ご自身がおっしゃったのではありませんか。和平がならず、残念だと……」

（敵かなわない……）

　この少年は、本当によく言葉を知っている。

　ありきたりな暴力反対を述べるのではない。全すべての理り屈くつには筋が通り、そうした全ての言葉を理解できるからこそ……言い返せない。言い返したところで、自分はきっと……その後に続く彼の言葉を、喝かつ破ぱできない。

（……私は）

　負けるのではない。




　ただ……、自己の良心に従うのだ。




　それに。

「……確かに。勇者たちはあなたを助けに来た。ミスマルカ王の真意はわからないけれど、あなたをそのための使者だと汲くみ取ることはできる」

　そう。貴き賓ひん室でのやり取りに関しても、こちらが提示した疑うべき論ろん拠きよはなくなった。レイナーとやり合えるほどの最強の勇者が、本当に現れた。ハイランドの代表として会合に名を連ねるほどの人物となれば……やはり、ミスマルカ王の働きかけがあったと考えるのが妥だ当とうだろう。

　そしてこの要よう塞さいに構えていたのが自分ではなかったら。きっと彼は、こんなに必死には説得してくれなかった。護衛としてのレイナーと沙耶香がいなかったら……光の御み子こたちは難なくあの場を突とつ破ぱし、今いま頃ごろはもうマヒロを連れて要塞を脱だつしていたのに違いない。

「……聖せい魔ま杯はいは」

「はい。申し訳ありませんが、状況が少し変わりました。僕を解放していただけるのであれば、の話ですが……僕は紋もん章しようを集めて後、不本意ですがこのジェスに聖魔杯を渡すこととなります」

　ジェスが意外そうに呟つぶやいた。

「マヒロ……」

「約束したことだ。父上もあれだけの勇者の前で公言したんだ、反ほ故ごにできる話じゃない」

「……姫ひめ様、オレからももう一度頼たのむ。このマヒロも、見み逃のがしてやって頂きたい」

　ユリカはそっと目を伏せる。

「聖魔杯のため」

「正直、それが第一だ。だが、オレみてえなガキを増やしてやって欲しくねえってのも……本心だ。さっきは勝手にしろなんて言っちまったが、しねえで済む話なら……オレは姫様に、魔王になんかなって欲しくねえ。この通りだ」

　その場に両りよう膝ひざを突つき、ジェスが頭を垂れる。

　ユリカもまた、かぶりを振ふって同じように膝を突く。

「だめ。やめて」

　もうどうしようもない。半ば心は決めていたが、そこまで言われたら、いよいよ応こたえぬわけにはいかなかった。自分はまだ魔王ではないのだと、彼は買ってくれている。そうはなって欲しくないのだと、哀あわれんでまでくれている。

「頭を上げて。命の恩人にそこまでされたら、皇族の恥はじ。わかった。彼も解放する」

「姫様……いいのか？」

　顔を上げたジェスに向けて、こくり。

「マヒロ王子は、すごい子。ミスマルカ王の利発さも、よく聞き及およんでいる。でも……私は、誰よりもあなたを信じる。私はあなたの、魔王への憎にくしみも、それに立ち向かおうとする勇気も、知っている。あなたであればきっとやり遂とげ、聖魔杯に選ばれてくれると……私は、そう信じる」

　沙耶香が泡あわを食ったように言った。

「ひっ、姫様!?　しかしそれでは、聖魔杯は我が国のものにはならないのではっ……!!」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　元々マヒロが何のためにここへ至ったか。

　勇者に捕つかまると、聖魔杯が連合のものにならない可能性があるからだ。逆に言えば……。

「ジェスのものになってくれれば、連合に利用されることはない。聖魔杯を失ってしまえば、中原と共和国はバラバラになる。まとまった今の状態よりは、各個に帰順させる方がずっと容易たやすい。状じよう況きようは南部平定時と同様のレベルまで簡略化される」

「は、はぁ……」

　それに、大陸の統一はただの通過点。帝てい国こくの最終目標は、魔王と、それが率いる魔王軍の殲せん滅めつ。そのときジェスの目的と帝国の目的は合がつ致ちし、結果的に聖魔杯のチカラは魔王へと向けられるのだ。

　この戦略的判断、間ま違ちがっているとは思わない。

　ユリカはジェスを立たせ、自分も立って、マヒロへと言った。

「ただし」

「……なんでしょうか？」

「六ヶ月」

　マヒロが軽く息を吞のみ、そして後、表情を険しくした。

「一年でも……長すぎますか」

「詳くわしくは言えない。でも、こちらとしてもあまり時間がない。それが一つ」

「まだ、何か……？」

「今言った六ヶ月というのも、私が独断で決めた口約束。軍部には連れん絡らくするけれど、保証はできない。あなたたちがこの要塞を去った直後、私は指揮権を剝はく奪だつされ、新任者によって予定通りの進しん撃げきがあるかも知れない」

「……まあ、仕方のないことですね。構いません。少し、嬉うれしいですし」

　微笑ほほえむマヒロへ、ユリカは小首を傾かしげた。

「なぜ」

「いえ。あなたが暴力に頼たよらぬ、聡そう明めいな方でよかった。ただ、それだけです」

　少しとは言いながら……まるで、開戦の延期よりも、こちらが理解を示したことの方を喜ぶような。本当に、素す直なおな笑顔だった。

　　　　[image: ]

　リーゼルたちが、開かれ行くゲートのところに既すでに集まっていた。

「刃は物もの向けるなんて無礼な真ま似ねして済まなかった、姫様。それと、恩に着る」

「着なくていい。父上が何でも褒ほう美びを取らせると言ったのに、あなたは何も受け取らずに去ってしまった。私は、ずっと気に病やんでいた。恩返しをしたかったのは、私の方」

　それからユリカは、傍かたわらのマヒロへ向いた。

「あなたが、ジェスと引き合わせてくれた」

　いや、会わせてくれただけではない。

　思えば、マヒロがあそこで身投げの真似をしてくれなければ……ジェスが魔ま王おう一いち途ずの思いで刃やいばを下げてくれなければ、どうなっていたかはわからない。味方もなく、単たん騎きで乗り込んでくるほどの決意あればこそ……あのような真似もできたのだろうから。それについて、ユリカは心から感謝していた。

　だがマヒロは、弱り切ったように深々と溜ため息いきをつく。

「……全くの偶ぐう然ぜんです。彼が救国の英えい雄ゆうだったなんて、僕は知りもしなかった。そしてたぶん、ジェスだけでもだめだった。あそこにいる彼らが、僕の押し付けた無理難題を真っ向から引き受けてくれたから。そして勇気を持ってここまで来てくれたから。ただそれだけだった……」

　ジェスがそちらを見て首しゆ肯こうする。

「ああ。やっぱリーゼルはすげえな。シーナも、てめえの護衛もだ。てめえがここにいるって言い出したのはオレだが、まさかほんとに行こうって奴やつらがいるとは思わなかった」

「パリエルも……か」

　ねえねえ汝なんじなんの話してるの？　とりあえずあたしの名前だけ聞こえなかったけど忘れてないよね我が勇者、おーけー？

　……みたいな声が向こうから聞こえたが、当のジェスが知らない様子だったのでユリカも無視。マヒロへ視線を戻もどす。

「でも。それも、そんな無理難題を思い付いたミスマルカ王と。それを実行に移した、あなたがいたからこそ。いくら天てん啓けいの勇者でも、在りもしない試練を乗り越こえることはできない」

　そう考えれば、我が子を囮おとりに使ったミスマルカ王と、今目の前にいるたかだか十五歳ばかりのこの少年の、何と大だい胆たんなことか。

「……そう、ですか。そう言っていただけると……少し、救われた気がします」

「あなたは中原から届く噂うわさと、全然違っていた」

　……。いや。

「……一部。噂以上のこともあったけれど」

「カモン・フリーダム……そう、一声呼んでくだされば。ゼンラーマンはいつでもどこでも、あなたのお側そばに現」

　さく！

「ゴメンナサイ……」

「……でもあなたは、ルナスの言う通りの子だった。もっと、自分を誇ほこっていい」

「まあ……それは、もう少ししたらにしようと思います。何せ半年以内です。紋もん章しようがどこに幾いくつあるのかさえもわかっていない。誇るヒマなんてないほど忙いそがしくなる」

　こくり。

「……マヒロ王子。最後に一つ、聞かせて」

「はい？」

「さっき、私はああ言った。でも通常、国の帰順はその国の敗北を意味する。ジェスが構わないにしても、一国の王子であるあなたは？」

「ユリカ様。あれはユリカ様がご自身のお考えを述べただけの話でしょう。それについて、誰が承しよう伏ふくするなどと申し上げましたか？」

　なるほど。和平での席にて言葉で戦うことまでは、諦あきらめてはいないようだった。なら、それでいい。あまりやる気をなくされたのでは、こちらとしても不安になる。

　だがマヒロはさらに一つだけ、付け加えた。

「第一に僕は、暴力でさえなければそれで良いのです」

　気になる物言いだった。いや、ずっと気にはなっていた。だからユリカは最後の最後、もう一度だけ聞く。

「……どうしてあなたは、そこまで戦争を嫌きらうの。まだ勝ち負けも決まらないうちから、どうしてそこまで命を懸かけられるの。それがわからない」

「……言葉を以もつて話し合うことと、暴力をして傷付け合うことと。どちらがより理性的で、人間的な活動でしょうか？」

「話し合い」

　ユリカの出したごく当たり前な答えに、マヒロが素す直なおに首肯した。

「そうです。傷付け合うことなら犬いぬ猫ねこでもできる。ならば僕は、それを行う者を人だなんて思いません。それは……」

　笑った。

「ただの馬ば鹿かでしょう？」

「……」

「傷付け合うだけなら犬猫でもできるというのに、戦犯であれ、英雄であれ、そんな人より劣おとったケダモノたちだけが歴史上に祭り上げられていくのです。人が、人の姿をした猿さるや、犬猫や、虫けらの下もとで飼われ、領土を奪うばい合うことで、まるで餌えさを奪い合うようにそうした生態の真ま似ね事ごとをさせられる。ならば戦争が始まるということは、世界がそうしたケモノたちによって動き出すことに他ほかならない」

　マヒロは、それまでユリカの見たことのない種類の笑顔えがおを浮うかべていた。恐おそらくは、それが蛇へびの笑い方。

「でも僕はそんな、明らかに自分より劣るような馬鹿の下でなんか生きていたくないんですよ。だってそれは理性ある者として、あまりに屈くつ辱じよく的で、侮ぶ辱じよく的で、僕は想像しただけで生きるのも嫌いやになる。……だったら、死んだ方がマシでしょう？」




　あなたも、そう思いますよね──？




　暗に、そう言われている気がした。

　怖おぞ気けがした。

（……そう）

　ユリカは一度目を伏ふせる。

　妹は、この笑顔に剣けんを向けたのか。

（勝てるはずがない……）

　この少年は、勝ち負けなんて加味していない。本当に、ただ暴力でさえなければなんでもいいのだ。そしてまた、暴力でさえあれば、それがいかに強大であろうと見下してしまっているのだ。平和のためであれ、正義のためであれ……ただ愚おろかであると。

　この少年は、優やさしいのではない。彼の向かう先が、その他の正常な思考から見て優しいと映るだけ。ならばルナスの剣を前にして退かなかったというのも、むしろ当然。この少年は、勇ゆう敢かんなのでもない。そうまでして暴力を否定しながら、肝かん心じんの己おのれの命を、そうした交こう渉しようのために切るべきカード……くらいにしか思えていないのだ。

　だから命という本来かけがえもないはずのものを、ああも易やす々やす、費ついやそうとする。しかして一方で、その行いが正常な思考を持つ他者に対し、どれだけの影えい響きようを及およぼすかは理解できているのだ。

（……とても、頭のいい子。でも……）

「ユリカ様？　どうか、なさいましたか？」

　思ったより長く考え込んでしまったらしい。次に目を開けたとき、そこには屈くつ託たくもない、まだあどけなさの残る……年相応の無む垢くな笑顔があるだけだった。

「なんでもない」

「そうですか。まぁ、今のは少し言葉が過ぎたかも知れませんが……綺き麗れいに言えば、僕は人として生まれた以上、人の理性を信じたいのです。ケモノから分かたれ、何万年の時を経て、それでもなお足りず、何百万という犠ぎ牲せいを払はらった大戦の果てに……ようやく築き上げられた、理性。平和への信念を。それに連なる我々は、ケモノに還かえるほど愚かではないと……信じたいのです。そしてあなたは、理性で応こたえてくださった。僕は、それが嬉うれしかった」

　取り繕つくろったな、とユリカは思った。

　あの笑顔の時ほどの迫はく真しんが見えなかった。

　だからこそ、そら恐ろしくなる。

　今にして思えば、自分が心を折られたあの血を吐はくような哀あい願がん……あれすら、蛇の笑顔を見た後では、迫真なだけの演技だったように思えてくる。

　壊こわれている。それは間ま違ちがいない。にもかかわらず、綺麗事をあそこまで演じきれるのか……？




　……だめだ。

　また彼に吞のまれる。




　聞けば王宮で何不自由なく育ったというが、では彼はいったいどこで。そんなにも壊れてしまったというのか。

　いや。

（……詮せん無いこと）

　興味深いだけで、気にするほどのことではない。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトの本ほん性しようを知ることはできた。それで充じゆう分ぶんだ。

　ユリカはゆっくりと頷うなずいた。

「よく、わかった。マヒロ王子。それにジェス。あなたたちへの天のご加護があるよう、祈いのってる。気を付けて。幸せあれ」

　また一つ、ジェスは頭を下げた。

「……ありがてえ。姫ひめ様も、お達者で」

　マヒロも倣ならい、しかしさらに洗練された所作で恭うやうやしく頭を垂れる。

「またお会いするその日まで、ご壮そう健けんであられますよう願っております。ユリカ・美ヶ島・マジスティア殿でん下か」

　こくり。頷くと、二人は仲間たちの元へと駆かけていく。

「あ、沙耶香ちゃんもじゃあね～！　らぶゆ～っ!!」

「らっ！　らぶっ!?　貴様死ッ……!!　殺すぞ!!　二度とその顔を見せるなこのミズクラゲ～～～～～～～ッ!!」

　若き王子は怒ど鳴なられながらも、元気に手を振ふり、待ちわびていた仲間たちとともにゲートを抜ぬけ、去っていった。

　なんのことはない。あれら笑顔。街中で見かければ、まだまだ遊びたい盛さかりの少年少女たち。そうした彼らを憎ぞう悪おと血ち煙けむり渦うず巻まく戦火へ投げ込むことの、なんと罪深き話か。

　ひょっとしたら自分は、マヒロに救われたのかも知れない。

　……だが。

「レイナー。あれが、蛇じやの目め」

「ああ」

　未いまだ、目の裏に焼き付いていた。

「……よくわかった。連合に属するいかなる名将よりも、気を付けるべきかも知れない」

「今ならまだ間に合うが」

　まだ、追って首を刎はねることはできると。

　ユリカは首を横に振る。

「だめ。少なくとも、マヒロ王子に敵意はなかった。だったら……彼だけは、敵に回さない方がいい」

「だが、味方ではない」

　ユリカは閉とざされゆく鉄てつ扉ぴから目を逸そらし、ややも諫いさめるような視線を向けた。

「レイナー。あなたは、極きよく端たんすぎる」

「剣けんの役目は、敵を斬きることでしかない」

　……壊れた思考の、なんと多いことか。

　己がそうだと言い聞かせるようだったジェスの方が、よほど正気に思えてくる。

「……玉座に剣を飾かざる者はいない。そんなままでは、いくら勲くん功こうを上げたところで領土など任せられるはずがない。目的のために生きるのか。ただ獲え物ものを狩かるだけの猟りよう犬けんで終わるのか。よく考える」

　ようやく思い至ったのだろう。

「……了りよう解かいした」

　それを聞いてユリカは一息。以前書物で読んだ一節を思い出す。

　天は二物を与あたえない。もし二物も三物も与えられた者がいるとすれば、その者は必ず一つか二つ、失っているものがあるのだと。マヒロにせよ、ジェスにせよ、レイナーにせよ。そうした天てん賦ぷ、手に入れて失ったのか。失ってより手に入れたのかの差さ違いはあろう。

　だが……。

「どうかされましたか、姫様？　もしや、持病の活字中毒とやらが……」

　イラッ、と。ユリカは眉まゆ根ねを寄せた。レイナーもレイナーだが。

「沙耶香。あなたは、もっと本を読む」

「は……？　あ、いえ。はい……しかし、なぜ……？」

　壊こわれていると言うより。

（……。馬ば鹿か。ばっかり……かも）

　鉄扉が重々しい轟とどろきを上げて閉ざされる頃ころ、ユリカは踵きびすを返し、歩き始めるのだった。
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「馬鹿よ！　馬鹿！　あなたやっぱりどこかおかしいのよ、ジェス！」

「何がだ。耳元できゃんきゃん怒鳴るな」

　帝てい国こく陣じん地ち手前の森の中に隠かくしておいた馬車は、来たときよりも賑にぎやかに、連合の防衛ラインへ向けてゴトゴト揺ゆれていた。

「だってそうじゃないの、帝国の英えい雄ゆうだなんてそんな大切なこと、どうしてもっと早くに言わないのよ!?　最初からあなたが先頭に立って、たのもーって言えばよかったんじゃない！」

（たのもーって……）

　パリエルは冷や汗あせ半分。興奮のあまり、言葉より感情が先走っているようなシーナへ、ジェスが言う。

「言っても誰も信じやしねえだろ、んな話」

「う……それは……、でもちょっとくらい言ってみたっていいじゃないのよ!?」

　頑がん固こ。

「……大体オレは、姫ひめ様がまさかあんなところにいるなんて知らなかった。姫様助けたのだって二年も前の話だ、まさかまだあんな扱あつかいされてるなんてのも知らなかった」

　早い話が、「たのもー」「誰だお前？」という展開になる確率の方が高かったわけだ、ジェス的には。

「でも良かったわぁ♪　みんなね、我が勇者に気付いた途と端たんにこう、ね、もう、なんて言うの!?　あたし、超ちよう自じ慢まん！　アレ我が勇者ッ!!　みたいな」

「誰もてめえのもんじゃねえ」

「我が勇者つめたーい」

　手た綱づなを握にぎるリーゼルが御ぎよ者しや台だいから振ふり返る。

「それにしたって驚おどろいたさ、ジェス。お前がそんなに強くなってたなんてな……」

「勘かん違ちがいすんな。上からちらっと見ただけだが、オレじゃパリエルにも勝てやしねえよ」

　言われたパリエル自身が驚いた。

「えっ……な、なんで？　だってジェス君、あのお姫様助けたんでしょ？　こう……氾はん濫らんした魔ま物ものの群れを蹴け散ちらして」

「そうじゃねえ。怪け我がして動けねえ姫様担かついで、ひたすら逃にげ隠れしてただけだ。あのレイナーとまともにやり合ってたてめえらの方が、よっぽどバケモノだろうが」

　一息。

「……おいマヒロ。聞いてるか」

「ん？　ああ、聞いてたよ」

「ならいま言った通りだ。オレはこいつらみてえに強つええわけじゃねえ。いいんだな？」

　マヒロは肩かたをすくめ、簡単に言った。

「僕も城で言っただろう、逃げる方が性しように合ってるって。むしろ君みたいな方が僕には好都合だ」

「ならいい」

　聞くだけ聞いて、ジェスは黙だまる。マヒロも最前からそうしていたように、また黙りこくって考え込む。他は顔を見合わせる。

　初対面からしてあんな調子だったし、やっぱり仲良くないのかなー、と。

「でも……ジェス君すごいよね。本当に王子の捕つかまってた部屋を見付けちゃうなんて」

「運が良かっただけだ」

　パリエルへぶっきらぼうに言い返すのを聞き、エミットが目を丸めた。

「それって……たまたま見付けたって事？　我が勇者」

「ああ」

　またシーナが詰つめ寄る。

「ちょっとジェス……あなた、当てがあって別行動を取ったんじゃなかったの？　もし運良く見付からなかったらどうするつもりだったのよ!?」

「だったら三階層目の貴き賓ひん室ってことはわかってんだ。三階層目のドア、片っ端ぱしから開けてきゃいいじゃねえか」

　考え込む姿勢のまま、マヒロが言った。

「……そんな話、誰から聞いたんだ？」

　答えたのはパリエル。

「え？　はい。連合の……共和国だったかな？　からの情報だって、シュライバン様が」

「……ふぅん。なるほど、さすが北方の雄ゆうってことか……」

　そして、一言。

「……つらいなぁ……」

　そんな、珍めずらしく落ち込むようなマヒロの前にパリエルはやってきた。

「王子。言うの、すっかり忘れてました」

「ん？　何が……」

　顔を上げると同時、思いっきりの平手打ちを喰くらわせる。

「お前もう二度とこんなふざけた真ま似ねするな!!」

「……」

「王様も、カイエン様も、エーデルワイス様も、シュライバン様も、ここにいるみんなも……どれだけ心配したかわかってるのか!?　あんな真似して、どれだけみんなが心配するか、わかって……!!」

　張り詰めていた弦げんが切れ、それまでの不安と恐きよう怖ふとが一いつ斉せいに溢あふれ出し、あとは涙なみだで言葉にならない。

「わか……わかって、ください……！　いくら守りたくても、王子がいなくちゃ……私っ……！」

　そうして震ふるえる肩を痛ましげに、シーナがそっと抱だき寄せる。そして彼女は、少し強めの声で言う。

「……謝ったら？　いくら王子様でも、いくら平和のために良かれと思ってやったことでも……女の子を、泣かせていいはずがないわ」

　するとマヒロは真しん摯しな様子で、小さく頷うなずく。

「うん……悪かった。今回は僕に全すべての責任がある。みんなには迷めい惑わくをかけて申し訳なく思っている。でも……ありがとう。感謝する」

　リーゼル、シーナ、エミット、ジェス。それぞれが大なり小なりの笑顔えがおを浮うかべ。
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　そしてパリエルは。

「っざけんなてめーそれが謝ってる態度かいつもみたいに土下座してですます調で謝れって言ってんだろうが、ああっ!?」

　ごすがすごすぼごっ!!

「すみませんすみませんごめんなさいごめんなさい堪かん忍にんしてください堪忍してください!!」

「だから土下座どーしたてめーコラ口先ばっかで誠意ってもんがまるで感じられねーじゃねえかおおっ!?」

　ぼかすかどごぼぐごっ!!

「ぎゃあああああっ～～～～～!!」

「ちょっ、汝なんじ！　汝落ち着いて！　マウントポジション取ったらいくらなんでも土下座無理だしっ!!」

「そうよパリエル、ピンポイントで急所を狙ねらい過ぎだわ!!　ここで死んだら助けに行った私たちはどうなるのよっ!?」

　エミットとシーナに取り押さえられ、ぜえはあぜえはあ。

「てめー城に帰ったらもっかいきっちりヤキ入れてやっからなー！　うちの侍じ従じゆう隊長超ちようおっかなくてこんなもんじゃすまさねーんだぞっ！　覚かく悟ごしとけ、ああっ!?」

「……ふぁひ。かくごふぃておきまふ……」




　　　　◆




　ともあれ。そんなどたばたのおかげで、緊きん張ちようも解ほぐれたのだろう。こと魔ま法ほうにより精神力を酷こく使ししたシーナとエミット、不安によりそれをすり減らしていたパリエルも、女性陣じんはいつの間にか馬車の揺ゆれるまま、心ここ地ちよさそうに眠ねむりに落ちていた。

　あるとき、ふっとジェスが問う。

「……マヒロ。念のために聞いとくが、オレたちの姫ひめってのはどこにいる」

「ああ。それなら、ほら」

　よだれ半分、幸せそーな顔して眠るパリエルへ顎あごをしゃくる。ジェスは鬱うつ陶とうしげな溜ため息いき一つ。

「……バカかてめえ。ああ、そんなこったろうと思ったぜ。下らねえ」

　くすり、とマヒロは一いつ笑しよう。それきりジェスはふて寝ねするように目を閉じた。

「なあ、マヒロ。俺も一ついいか」

　御ぎよ者しや台だいのリーゼルが、手た綱づなを握にぎったままに問いかけてくる。

「ずっと気になっていたんだ。俺には、話し合いに何が足りなかった？」

「ん……？　ああ、寝てた方がマシだってやつか」

　思い出し、マヒロは頭を搔かいた。

「何てことはないよ。君、カードを切ってなかっただろう」

「……カード？」

「ああいう偉えらい同士が集まる話し合いはさ、そうは言っても言葉だけが飛び交かうわけじゃない。金でも武力でもなんでもいい。カードを切って進めるものなんだ」

　リーゼルは、複雑そうな顔をする。

「……俺が毛け嫌ぎらいしてたものが、実は話の核かくだったって事か？」

「そもそもの議題が兵員、軍資金、物資、全部現物の話だ。そして何より、カードをうまく切っていくためには、相手の話を聞かなくちゃ。君はあの時勘かん違ちがいしただろうけど、何も相手の言い分に耳を貸せって意味じゃない」

　マヒロの声に、リーゼルはさも不思議そうに振ふり返った。

「じゃあ……なんだ？　なんのために」

「そこから情報を探さぐっていく」

「情報……？」

「相手には何が必要で、何が必要じゃなくて、何をこちらに押し付けたくて、何をされると嫌いやがるのか……そういう全てを、相手の一言一句や表情から逐ちく一いち読み取って、言わば弱点を探り出すんだ」

　マヒロは片かた膝ひざ抱かかえた姿勢のまま、続ける。

「そのために、相手の言い分をこちらの言い分で引き出していく。そうして細々と引き出した希少な情報を、頭の中に整理して盤ばん面めんを構築していく。自分の駒こましか見えなかった盤面が、徐じよ々じよに明るく見通せるようになっていく。……みんなね、そうやって大きくもない国を必死でやりくりして、少しずつカードを揃そろえ、駒として繰くり出して、少しずつ国益を蓄たくわえていくんだ。わかるかい？　利己心じゃない。守るべき国民の、幸せのためにだ」

「……時間が……かかるわけだな」

　思い知らされたようなリーゼルが、星空を仰あおいだ。

「やっぱり俺は、間ま違ちがっていたんだな……」

　そしてマヒロは、あの会合の場でのカードを持っていなかった。持っていたとしても、それを切るのは父の役目で、話を聞く以外には何もすることがなかった。だから寝ていた。

「……なんだか、妙みように納なつ得とくできたよ。俺も寝てれば良かったな……こうして話を聞いても、盤面なんて作れる自信がないんだから」

　それからまた、思い出したように。

「……ユリカ皇女との話し合いでは、どんなカードを」

「ジェスって名前の札が偶ぐう然ぜん、ユリカ様に対するジョーカーだった。僕は何もしていない」

　そんな彼を横目にしたが、右目と同じように左目も閉とざしたまま。

　そう、あまりに運に助けられ過ぎた。マヒロは要よう塞さいを出てより、それをずっと考えていたのだが。

「だったらマヒロ。それは、お前が手札に引き寄せたんじゃないのか？」

「……僕が？」

「カードゲームは、札が配られてから始まるものだろう。俺たち勇者を集めたのはミスマルカ王だったが、あの部屋から逃にげ出し、あんな手紙を残し、そうやって自分の考えた方法で俺やジェスというカードを手札に選よりすぐったのは……お前だ」

　マヒロは膝を抱えたまま、虚こ空くうを見み詰つめるのみ。

「少なくとも、お前があの要塞へ行かなかったら、開戦の延期はなかったはずだ。だから俺は、お前は正しかったと思ってる。光の御み子こが保証する。もっと胸を張れ、マヒロ」

「……うん。ありがとう」

　でも。

（……どうせなら、パリエルがブチ切れる前に言って欲しかったなぁ……）

　月明かりに代わり、東の空が白んできていた。連合側の陣じん地ちが見えてくる。
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　翌日。ミスマルカ城、王様の執しつ務む室。

　すぱん！　とエーデルワイスのハリセンが鳴り響ひびいた。パリエルの頭に。

「なんで？　エーデルワイス様……？」

「顔はやめるよう、言い置いたはずですが」

　そこが問題ですか……。と、顔面アザだらけのマヒロを連れ帰った一行。

「違いますエーデルワイス様！　これは帝てい国こくの卑ひ劣れつな仕打ちによるもので、私たちが救出したときには既すでに！」

　すぱん！

「アザの浮うき具合を見れば、あなたの殴おう打だによるものであることは一いち目もく瞭りよう然ぜんです」

　侍じ従じゆう長様すげえ、と同一行。

「はい。ごめんなさい。ついカッとなってやりました。今は反省しています……」

「初めからそう言えば良いのです」

　いいんだ……。

　見れば王の傍かたわらに立つ宰さい相しようも冷や汗あせ半分、頭痛のするようにこめかみを押さえている。

「と……とにかく、陛下」

　性格上、気まずい沈ちん黙もくに耐たえきれなくなったようなリーゼルが切り出した。

「事の経けい緯いは先ほどお話しした通りです。マヒロを助け出した最大の功労者は、このジェスに他ほかなりません」

「……マヒロよ。相そう違いないか」

「はい、全くもって事実です。僕はジェスに捕つかまりました。そして彼でなければ、僕はあの場より帰ることは叶かないませんでした」

　王は重々しく首しゆ肯こう。

「勇者ジェスよ。紋もん章しようを集め聖せい魔ま杯はいを手にする意志、未いまだに変わりないか？」

「向こうの姫ひめ様とも約束した。変わりねえ。その務め、全まつとうさせて頂きたい」

「うむ。そなたたちはどうか？」

　声をかけられたリーゼルたちが、不意を突つかれたように戸と惑まどった。

「俺……いや、私たちも……ですか？」

「うむ。マヒロは勇者ジェスに捕まり、彼でなければ為なし得ぬ仕し業わざだと申した。だが話を聞く分にはやはり、そなたたちもあってこそであったのだろう。ならばその並々ならぬ勇気、尽じん力りよく、看過するわけにはいかぬ」

　三人は顔を見合わせる。

　最初に述べたのはエミットだった。

「でしたら陛下、私は是ぜ非ひに。元より我が勇者ジェスを見守り、導くようにとのお告げを天より受けております」

「承知した」

　次にシーナが言う。

「恐おそれながら……私は、辞退させて頂きます」

「……なぜか？」

「今回のことで、私は自分がいかに未熟で、無力で、そして思い上がっていたかを思い知らされました」

　無意識のうちにだろう。シーナは射い貫ぬかれた右みぎ肩かたへ、そっと手をやる。

　そして、まっすぐに顔を上げる。

「ですから……そんな自分を見つめ直すための旅に出ようと思います」

「……そうか。あいわかった。そなたはまだ若い。それによって今まで以上の勇者となり、さらなる人々の助けとなってくれるだろう事を、頼たのもしく思う」

「はい。お言葉、ありがとうございます、陛下」

　シーナが一礼して後。全員の視線は黙もつ考こうし続けるリーゼルへと集まった。王が促うながすように言った。

「リーゼル王子。望むのであれば、何を遠えん慮りよすることがあろうか。此この度たびのそなたの活かつ躍やくを聞き及およぶに至り、もはやそなたを見下そうという者、あの席にも皆かい無む。これより先は私が計らわずとも、各国とも率そつ先せんしてハイランドへの便べん宜ぎを計ってくれるであろう」

「……では、陛下」

　長く思い悩なやんでいた色は、そのときを境に吹ふっ切れる。

「私は……一度、国へ帰ろうと思います」

　リーゼルの答えは、誰しもの予想し得ぬところであった。

「マヒロと共に行くのでもなく……会合に出席するでもなく、か」

「はい。私もシーナと同じように思い知らされた次し第だいです。帝国にいたレイナーという若き将軍。彼はまさしく、大陸最強と呼ぶに相応ふさわしい……鬼おにの如ごとき強さを持った男でした」

　彼は俯うつむき、強く握にぎった己おのれの拳こぶしを見やる。

「……俺の今の力では、到とう底てい勝てる相手ではなかった」

「そんな……でもリーゼルは、一人であの銀ぎん髪ぱつ鬼きと戦っていたじゃない!?」

　シーナの声を、かぶりを振ふって否定する。

「手加減されていたんだ、ずっと……！　俺が勇者だから、殺さないようにと……！　だから、辛かろうじて渡わたり合うことができたに過ぎない!!」

　その音が聞こえそうなほど、強く奥歯を嚙かみ締しめる。

「帝てい国こくは、その六ヶ月を保証しないと言った。だったら万が一、攻こう勢せいに打って出てきたとき……俺が今のままの最強じゃ、だめなんだ。それじゃあ国を、平和を、守りきれない！　連合の最強が、帝国の最強に勝てないわけにはいかないんだ！」

　誰もが目を見張る。

　温おん厚こうなはずの光の御み子こは、そのとき初めて……温かさではない、胸の裡うちに猛たける、激しい烈れつ火かを見せていた。

「いや……違ちがう！　俺は、勝ちたいんだ！　あの男に！　あの男より、強くなりたい!!」

　そして、改めて王へと向き直る。

「立場もわきまえられぬ、若じやく輩はい者の戯ざれ言ごととお笑いください！　ですが……ジェスの言う通りだったのです！　話し合いの最さ中なかに、剣けんを振るうことはできない！　あの会合の席にいた分だけ、俺の剣は錆さび付いていた……！」

　王は深く、唸うなるような嘆たん息そくを漏もらす。

「……そう、か。確かに我が国を訪おとずれてよりは、そなたほどの腕うで前まえ……見合うだけの稽けい古こ相手もいなかった様子」

　それはパリエルも理解していて、口は出さなかった。ただ会合の息いき抜ぬきに、むしろ自分が習っていたに過ぎなかった。それではだめなのだ。

　だが教団領に隣りん接せつするハイランドであれば、帝国黒騎き士し団と並び大陸最強を謳うたわれる、聖騎士団がいる。あるいはそれらの団長クラスであれば。軍神と謳われる彼の姉であれば。

「どうか、陛下！　身勝手をお許しください！」

「……そうか。ならばそなたはハイランドの名代であり、そしてまた神しん託たくをあたえられし勇者でもある。いかに盟主といえども、ただ一国の王がその行いに口を挟はさむなど、できようはずもない」

「では……!?」

　首しゆ肯こう。

「己の思うがままに精しよう進じんを重ねられよ、リーゼル王子。いや、勇者リーゼルよ。その決意、帝国に対してのみならず、いつの日か必ずや人々のためとなろう」

「ありがとうございます、陛下……！」




　そうしてリーゼルとシーナ、二人の勇者はその日のうちに旅立っていった。各おの々おのの信じる正義のため。そしてまたそれを貫つらぬくための、新たな強さ、新たな自身を求めて──。
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　その夜。

　マヒロが、いつものように音もなく訪れた。

　話を聞き及び、カイエンは晩ばん酌しやくのグラスを一いつ旦たんデスクに置く。

「……わかり兼かねますな。王子がこの城を任せられた前夜、確かに帝国よりの書状は届けられましたが、何分陛下宛あてのもの……子細な文面は陛下のみの知るところです。陛下のみならず、各国ともその辺をわかっておられて言げん及きゆうしないのでしょうな。敵の題目などどうでもいいのです。それがいかなる理由であれ、敵は敵なのですから」

　マヒロが首肯する。

「君自身は、帝国から聞いたことは？」

「……ご存知の通り、私がこの国へ来たのは何年も前の話です。そもそも私は、帝国領へ立ち入ったことは一度もありません」

「そうか」

　そうして思い悩むマヒロを見て、カイエンは表情を暗くせざるを得なかった。

「王子は……ユリカ皇女より聞いたその話を、鵜う吞のみになさるのですか？」

「……ん？」

「確かに民たみ草くさを扇せん動どうするために大義名分は必要でしょう。ですが指導者ではない以上……ユリカ皇女もまた、プロパガンダされる側にあるのです」

「ああ……まあ、それはそうだ」

　政治の世界では、言葉はそのまま武器である。言葉を鵜吞みにするということは、構えも避さけもせず、そうした刃やいばを一身に受けることを意味する。カイエンとしては、到とう底てい感心できた話ではなかったのだ。

「……でも、それはいいんだ。今の段階なら、そこまで気にするほどのことじゃない」

「なぜ、そう言い切れるのですか」

「皇こう帝ていの本心が別にあったとしても、そのプロパガンダがあまりに魅み力りよく的で筋が通っている。途と中ちゆうで何か別の話にすげ替かえようったって、民衆が黙だまっちゃいない」

　それもまた感心できない話だった。

「専制君主制の帝国主義国家で、そのような甘い理り屈くつは通用しません。民衆が黒と思うことも、君主が白と言えば従わざるを得ないのです。その程度のことはおわかりでしょう」

　するとマヒロは、あろうことか笑って肩かたをすくめる。

「ああ、もちろん。むしろ、だったらその方が随ずい分ぶん楽だ」

「……なんですと？」

「不満と思ってくれれば、そこからつつける。国は城、人は石いし垣がき……ってね。なら足あし下もとから崩くずせるんだ、こんなに楽なことはない」

　当たり前のように言うのだから呆あきれる。

　このところ互たがいに忙いそがしく、こうして話し込む機会もなかったが……大陸を騙だまし盗とろうだなんて抜ぬかした張本人であることを失念していた。

　カイエンは琥こ珀はく色いろを注いだグラス、一口。

「……確かに。この一ヶ月で世間話にすら聞こえないというのは、いささか不自然な感もありますが」

「もし仮に……ユリカ皇女の言葉が全すべて真実で、その宣戦意図が全ての国に正しく伝えられていなかったとしよう。それを可能、かつそれによって得をするのは誰だ？」

「……可能という点に限れば、共和国でしょうな。しかし、相当に困難な話です。またその意図に関しては見当も付きません」

「やっぱり、そうなるよね……」

　悩なやんでいたのはその部分らしい。

「王子には、何か目星が？」

「……いや、ないよ。まあ仮定の話だしね」

　思考に一段落を付けたのだろう。マヒロはあくびを一つ、踵きびすを返した。

「じゃ、これで。明日が早いんで、余はもう寝ねます」

「王子。一つよろしいですか？」

「ん？」

「もし仮に、仮定ではなく現実にそうであったとしたら……いかがなされると？」

　マヒロは笑う。

「そいつが僕の〝獲え物もの〟だ」




　　　　◆




　聞きたいことがあってマヒロの部屋を訪ねたのだが、肝かん心じんのマヒロがいなかった。どこかでメイドの悲鳴か怒ど声せいか罵ば声せいが聞こえたらマヒロがいる徴しるしだ、と通りすがったこの国の衛士に言われたが、こんな帝都の王宮じみた馬ば鹿かでかい城では途方もない話であった。

「なんだ、ジェス。何か用事でも？」

　少しして、マヒロが帰って来た。

「……ああ。聞きてえことがあった。言いてえこととな」

「なら聞くけど。……シスターは一いつ緒しよじゃないのか？」

「なんであいつの話になる」

「いや、何か天の声がどうとか電波チックなこと言ってたから。一緒にいなくていいのかなー、と」

「あいつが勝手に付きまとってるだけだ」

　ともあれ、ジェスは部屋に通された。

　王子と言うからもっと大層なものかと思ったが、そうでもない。彼が監かん禁きんされていた貴き賓ひん室よりまだ狭せまく、飾かざり気けもなく、見み劣おとりするほど簡素。

「で、なんだ？　聞きたいことって」

「……てめえ、戦争が始まったら死ぬつもりか？」

「は？」

「は？　じゃねえ。てめえが言ったんだろうが。何が自分より馬鹿の下にはなりたくねえだ。明日戦争が始まったら、明日死ぬってことだろうが」

　あのときだって、狸たぬき寝ね入いりなんてものではなかった。落ちるフリならまだしも、手すりに膝ひざをかけておこうとか、そんな小細工もなく落ちようとしたのだ。

「パリエルの奴やつも言ってたが、てめえにその気がねえんじゃ始まらねえ。こっちは聖せい魔ま杯はいがかかってんだ……そんなくだらねえことで、死なれてたまるか」

　それから数すう瞬しゆん。マヒロはじっとジェスの顔を見み詰つめた。そして一人掛がけのソファに腰こしをかけ。

「……君は余計なことも喋しやべらなそうだし、本当のところを言っておこうか」

「なに？」

　座れ座れ、と手招きされて、向かい合うソファに腰を下ろす。

「僕がやたら死にたがるように見えるのは、そういう馬鹿にでもわかる明確なカードが、今はそれしかないからだ。だから、ああいう駆かけ引きの状態でしか命を賭かけようとは思わない。あの通路から下の床ゆかまでは、死ぬのに充じゆう分ぶんな高さがあっただろ？　言い換かえれば、落ち切るまでに少し時間がかかるってことだ。君の手が間に合わなかったとしても、ユリカ様の何らかの魔法なら間に合うと踏ふんでいた」

　ジェスは椅い子すを蹴けるように立ち上がり、マヒロの胸むなぐらを摑つかみ上げた。

「てめえ……やっぱそういうことだったか。オレを騙しやがったな」

　するとマヒロは、興味深げに聞き返してくる。

「どういう意味だ？」

「とぼけるんじゃねえ。オレの顔が向こうに知れてるとわかった途と端たんだ。連中がオレたちを挟はさみ撃うちにしてこねえ時点で、姫ひめ様が出張ってくると踏んでやがった。だからああやって姫様にくだを巻くために、わざわざ逃にげるのをやめやがった」

「……なんだ、見かけによらず鋭するどいじゃないか。その通りだ。とりあえずあの場は、ユリカ様に話を聞いてもらえる最後のチャンスだと思った。その状じよう況きようを作りたかった」

　考えていたわけか。自分がどう逃げるかしか考えられなかった、あの短時間に。あれだけ大量の言葉をか。

「だからまあ、その辺までは考えてカードを切っている……ってことだけ、覚えておいてくれればいい。必要以上に君が心配することはないよ」

　しばし睨ねめ付けていたジェスであったが……やがて、突つき放すように手放す。言って聞くような手合いじゃないと、理解したからだ。

「……勝手にしろ。死ぬ気がねえなら、オレはそれでいい」

「ああ。僕は君の、そういうところを買っている」

　襟えり元もとを正すマヒロ。

「けど君も君だ。あれだけの強さを持っているのに、パリエルにも勝てないだなんてとんだお笑いぐさじゃないか」

「何がだ」

「リーゼルもレイナー将軍とやり合ってたけど、君だって短時間だが彼と渡わたり合っていた。僕は自分じゃやらないが、一応王子様でね。騎き士したちの訓練風景や、御ご前ぜん試合や……いいものだけは見てきている」

　自分でやる暇ひまがあったら……そう高をくくり、やらない分だけひたすら見てきているのだ。彼ひ我がのカードの強さを見み極きわめるため。あるいはああした場で、駆け引きのタイミングを見極めるためにだ。

　思えばこの王子が『姫』の話を持ち出したのも、レイナーが殺気を表し、それを受けた自分が捨て身で挑いどもうとした瞬間だった。偶ぐう然ぜんではない。それを見極めていたのだ。

「……だからどうした。くだらねえ。人間相手に勝って何になる」

「そりゃね。ま、そうだ」

「強つええと思っちゃいねえのもホントだがな。このザマだ。何かって時に大たい抵ていの野や郎ろうは油断しやがる。弱よええと思われときゃ、逃げるにも都合がいい」

「僕も同じだ。ユリカ様は頭のいい方だから、最後に少し驚おどろかせて見せたけど……そうじゃない連中にはただのアホか、優やさしいだけのバカと思わせておきたい」

　喜色を浮うかべ、マヒロが手を差し伸のべてくる。間ま違ちがえもせず左手を。似たもの同士、握あく手しゆをしようと。

　その手の平、ジェスは一いち瞥べつしただけ。

「気に入らねえ野郎だ」

「そうかい？　僕は随ずい分ぶんと気に入ったけど」

　食い下がりもせず、嬉うれしそうなまま肩かたをすくめたマヒロ。差し出したばかりの手を下げる。

「これから先、よろしく頼たのむ」

　舌打ち一つ。ジェスは踵きびすを返した。

「勝手にしろ、アホ王子」
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「……そう。独どく眼がん龍りゆうが」

《全すべて、私の独断》

　侵しん攻こう開始前夜。

　伝信によりユリカからもたらされた静かな声こわ音ねは、その広大な作戦会議場に、居並ぶ数十名もの将官らの耳に、余すところなく伝わっていた。しかしそれは多くの予想を裏切り、進軍の開始を伝えるものではなく、六ヶ月もの開戦延期を進言する内容のものだった。

《解任、処しよ罰ばつも覚かく悟ごした上でのこと。私は、軍を動かさない。こちらからは以上。軍令本部からの返答を待つ》

「待ちなさい、ユリカ」

　女は言った。

　腰こしまで届く、絹糸よりも美しい真っ直すぐな金きん髪ぱつ。それを飾かざり、しかし目立ちすぎない白金のティアラ。純白のドレス。そういう女の翡ひ翠すい色の瞳ひとみと、形のよい控ひかえめな唇くちびるが、たおやかな笑えみを形作る。

「実際会ってみて……どんな子でしたか。マヒロ王子は」

　僅わずかの間が空く。

《……とても、頭のいい子。でも……とても、危あやうい子だった》

「……ふぅん。欲しいわね、その子」

　俯うつむき加減に呟つぶやかれた声はあまりにささやかで、誰の耳にも届かない。

《姉上？　よく、聞こえなかった》

「いえ、なんでもありません。委細承知しました。あなたの選んだ戦略的な判断、何一つ間違っているとは思いません。元々いなかった盟主国の王子を逃がしたところで、何の痛手もありません。開戦にしてもそう。明朝にしかチャンスがなかったわけではありません」

《じゃあ》

「マヒロ王子を待ちましょう。あなたはそれまで、しっかりと守りを固めておきなさい。こちらからは以上です」

《了りよう解かいした。……ありがとう、姉上》

　伝信が切れる。静せい寂じやくの中……ユリカより姉上と呼ばれた白き姫ひめは、並ぶ将官らへ告げる。

「諸君、聞いての通りです。明朝予定されていた此この度たびの総攻こう撃げきは、延期いたします」

　伝統、しきたり、名めい誉よといったものに重きを置く帝てい国こく軍人らは、連合のそれのように見苦しく取り乱したりはしない。

　とはいえ。

「……真まことにございますか……？」

「お考え直しください、殿でん下か。この時期において連合の者の言うことなど、どうして信用などできましょうか……？」

「左様、今ならばまだ間に合います。追加兵力は当初の予定通り、既すでにライン要よう塞さいへと到とう達たつしているのですぞ」

「半年もの期間を空ければ、連合側の兵力にもさらなる増強を許すこととなりましょう。それでは遅おそすぎます、何のために我が軍がこの一ヶ月を雌し伏ふくに費ついやしてきたのか……！」

　一度口火が切られれば、明日のそのときのために全てを費やしてきた彼ら、昂たかぶる意気のやり場もなく、口々に異を唱え始める。

　対し、声を高めるでもなく言う。

「静せい粛しゆくに願います」

「しかし……それでは、みすみす聖せい魔ま杯はいを連合の手に渡わたすとおっしゃるのですか！」

　瞬間、美び姫きの双そう眸ぼうは微かすかに細められた。

「まさか」

　その美しくも冷れい淡たんな笑えみ。歴戦の将たちが、言葉で言われるよりも簡単に押し黙だまる。

「我が帝国の欲ほつするところは一体何でしょうか？　紋もん章しよう？　いいえ、それが集つどいし後に現れる、聖魔杯の方でしょう」

「……それは、確かに」

「ならば紋章は集めて貰もらいましょう、マヒロ王子たちに。どうせ所在もわからぬものなのですから。わざわざ集めてくれると、そう言ってくれているのですから」

　議場のテーブルの上に、レースの長手て袋ぶくろに覆おおわれた細い指先を組む。

　一転、口調が凜としたものへと切り替かわる。

「六月も待たずとも結構です。五ヶ月と二十九日。あるいは五ヶ月と二十八日でも構いません。王子が紋章全すべてを揃そろえ終え、ミスマルカへと帰き還かんするその直前に戦せん端たんを開きます。異議は」

　なし。

「結構。無論それだけを待つわけでもありません。これより先、諜ちよう報ほう部にはマヒロ王子の監かん視しを徹てつ底ていさせ、紋章の封ふう印いんが解かれると同時にこれを奪だつ取しゆさせます。この先王子の訪おとずれる、全ての行く先々でです。異議は」

　なし。

「結構。布ふ陣じんを進めます。海軍、ヨセフ・ハーン提てい督とくには予定通りに作戦行動を開始させます。目標、極東大オオ八ヤ洲シマ。大東京王国、及および北日本、西日本両公国領海における制海権の確保です。六ヶ月以内に共和国極東部までの海上進軍ルートを構築します。異議は」

　全てなし。

「大いに結構。諸君、これにて本日の軍議を全て終しゆう了りようとします。解散」

　総員一糸の乱れもなく立ち上がると、一いつ片ぺんのためらいもなく全ての指示を下した美しき姫に対し、あるいはさすがと息を吞のみ、またあるいは尊そん崇すうの念を込めての敬礼。厚い一枚板で作られた両開きのドアより、作戦会議場を後にしていく。

　そんな中、彼女は小さく一息。座したまま軽く俯き、どこか楽しげな笑みを浮うかべていた。

（……あの妹たちをたぶらかした、蛇へびの血族か）

　大陸随ずい一いちとも謳うたわれる美び貌ぼうから、白しろ薔ば薇ら姫ひめとの異名を取る絶世の美女。しかして彼女こそ、その卓たく越えつした政治的、戦略的手しゆ腕わんによって南部平定時の電光石火を可能たらしめた陰かげの立役者。

　帝国軍令本部長。帝国第一皇女、シャルロッテ・アルセイン・マジスティア。

　彼女はあたかも、桃ももが咲さき誇ほこる花園を愛めでるように……その蛇が己おのが手に搦からめ取られていく様を、脳のう裏りに思い浮かべていた。

（さあ……どう足あ搔がくか見せてご覧なさい、マヒロ王子。ここから先は、私が相手よ──）








　あとがき




　さてあとがきですが、担当編集者からこんなメールを頂きました。

　担当Ｗ「ネタは環かん境きよう問題で」

　……あとがきって言葉の意味を知ってるか、スニーカー編集部。

　もちろん私は知っています。




　あとがき【後書き】　①その本の著者が好き勝手暴れるための余白。②そのようなもの。③その他。




　あ、『その他』ってあるので環境問題の話でもいいんですね。失礼しました。

　日ひ頃ごろ私が原げん稿こうを書いている仕事部屋兼けん書しよ斎さい兼寝しん室しつ兼遊ゆう戯ぎ室兼応接室兼貴き賓ひん室兼反省室は、ことほど左さ様ように非常に多機能ですが東窓です。友達は滅めつ多たに遊びに来ませんが、ネズミさんが時折屋根裏に遊びに来てくれるから寂さびしくありません。ええ。これっぽっちも。

　……いいえ、これは心の汗あせです。

　住環境は以上です。色々問題はありますが、パソコンとゲームがあればとりあえず幸せなのでどうでもいいですね、はい。

　職場環境も前述に倣ならうのですが、原稿はパソコンで書いております。使っているワープロソフトはマイクロソフト社製の「ワード95」です。傍点やルビ（ふりがな）機能を使うと、なぜか編集部の方で読み取れなくなるようです。と言ってもこれは編集部の方の問題ですからね、私にはどうしようもありません。ははは。編集部はワード95形式に完全対応したアプリケーションを導入するべきだと思います。ワード95とか。

　ちなみにいつもは「ルビ（傍点：ルビ）」とか、「傍点（ルビ：ぼうてん）」とか指定を入れると、担当がコツコツ入力し直していく仕様です。私もデビューするまで知りませんでしたが、本作りとはそうした地道な努力があって初めて……あ、どうでもいいですか。




　せっかくなので今回は、仕事の話で続けましょう。

　私はいつも「こんなこと書きたいなぁ」とクライマックス部分を漠ばく然ぜんと決めてから、書き始める寸前にプロローグを思い付き、そのクライマックスまでを無理矢理繫つなげる「Ｔ．Ｃ．Ｒ．Ｈ．式」と呼ばれる手法で書いています。ちなみに「Ｔ．Ｃ．Ｒ．Ｈ．」というのは中学校のときに使っていた私のペンネーム「トモアキ・クリスチーネ・リッチモンド・ハヤシ」の頭かしら文字を取っただけのものです。「Ｏ．Ｙ．Ｇ．Ｓ．（おやぢ四段積みシステム）」や「Ａ．Ｇ．Ｃ．Ｄ．ｓｙｓ（あっ!?　ごめん、ちょっと出ちゃったシステム）」のようなものですね。

　わからない方は一生わからないままで構いません。




　……フェアリーテールの最高傑けつ作さくだと思うんですけどね、ジョニー。




　で、どれぐらい漠然かと申しますと、プロットにして三行ほどです（プロットというのは、ストーリーの構想を書いた『お話の設計図』のことです）。

　つい先日、作家になりたての高校の後こう輩はいに、こんなことを聞かれました。

「プロットってどうやって書くんですか？　よく、小説を書くにはまずプロットありきみたいに聞くんですけど、まだうまく書けなくて」

「……いや、俺もわかんない」




　Ｑ・え!?　じゃあ、編集者といつもどうやって打ち合わせしてるんですか!?

　Ａ・ごめん、してません。




　本人も思い付いていないものを打ち合わせられるわけがない！　プロットなんてものは企き画かく会議で必要だからと担当にせびられたときに限り適当にでっち上げればいいのです！　どうせ会議に出てるお偉えらいさんたちだって実際の本が出る頃にはそんな内容忘れているに決まってます！　なぜなら書いた本人がそれをこれっぽっちも覚えてないのだからむしろほとぼりが冷めるその時まで締しめ切りを延ばすことこそがプロの神しん髄ずいと言っても過言ではないのだからっ──!!




　おお、真剣10代しゃべり場やＮＨＫ青春メッセージも真っ青な熱弁でしたね。わー、パチパチパチパチ。でも年ねん齢れい制限とっくにオーバーしてますしね。いやあ残念残念。

　え？　なんですか担当？　もちろん心にもないことをたまには言ってみちゃったりなんかしただけですよ？　編集部に出頭とか、なし。




　まあ今巻に限っては一巻目の売れ行きが順調すぎて上からせっつかれ、その漠然としたクライマックスも定まりきらないまま書ききってしまった、ということを言いたかっただけです。ことほど左様に嬉うれしい悲鳴と申しましょうか。このシリーズの一巻目が林トモアキ史上、かつてなく売れているらしいです。

　ありがとうございます。

　でもびっくりしています。私としては打ち切られない程度に（最悪編集部から見限られない程度に）売れてくれるだけでも御おんの字なのですが……どうも編集部のはしゃぎっぷりは、そういうレベルではないようです。

　いや、さすが大おお風ぶ呂ろ敷しき。開幕の破は壊かい力だけは抜ばつ群ぐんだったということでしょうか。

　この巻はどうなるんでしょうね。すでに一発屋の気分です。




　担当Ｗ氏におかれましては、そんなこんなで心労をおかけしております。え？　誰だれも全ぜん裸らだなんて書いてませんよ。健全で良識ある読者様をターゲットにした由ゆい緒しよ正しいスニーカー文庫で、そんな破は廉れん恥ち極きわまりないシーンを書けるわけがないじゃないですか。ですが昨今のメディアミックスブームの中、いきなり映像化の道を閉とざした漢おとこ気ぎは褒ほめてやっていただきたいと思います。

　イラストレーターのともぞさんにおかれましては、またしても多量のわがままを聞いていただいて心苦しく思っております。しかしそのおかげでラフやイラストが上がってくるたびに、一人頰ほおを緩ゆるませ喜んでいる次し第だいです。ありがとうございます。つきましてはなぜか担当のＷ氏が、「ユリカがエロい！」と連呼しまくっておりました。何か言ってやっていただけたら幸いです。

　最後に読者の皆みな々みな様さま。

　えー、一巻目の感想など拝見いたしまして、「この勢いがどこまで続くか心配だ。あとがきを読んでさらに不安になった」ようなお言葉も頂ちよう戴だいいたしましたが……大だい丈じよう夫ぶ、皆様だけを不安がらせたりはいたしません！　私も担当もそれ以上に不安です！　という作り手も受け手も関かかわった全員が不安に陥おちいる世にも奇き妙みような物語になってしまったのですが、まあ広い世の中、そんな作品が一つくらいあってもいいですよね。

　だめですか。

　ともあれ多大なご期待を頂けたこと、本当に嬉しく思っております。でき得うる限りの全力で、できるところまでは続けていこうと思っている次第です。

　それではまた次回、三巻目でお目にかかれることを願って。




　　二〇〇八年三月


林トモアキ　　
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